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　今日私は、生まれて初めて告白された。

　夕ゆう陽ひに照らされた、放課後の屋上で。

　秋の涼りよう風ふうが優やさしく頰ほおを撫なで、ヒグラシと芸術コースから聞こえる吹すい奏そう楽がく部の練習音が鳴き渡わたるなか。

　向かい合って立つクラスメートの折おり坂さかくんが、私を見下ろして穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「長は谷せ部べ　鈴すずさん。あなたが好きです。……僕と、付き合ってくれませんか」

　今までほとんど接点のなかった折坂くんの顔を初めて真正面から見て、ああ、折坂くんって結構整った顔してるんだな…ってことに気付く。

　意思の強そうなスッと切れ上がった目め尻じり。

　秋風になびく、柔やわらかそうな黒くろ髪かみ。

　そして、形のいい唇くちびるから紡つむがれた、告白の言葉。

　──それはまるで。

　少女漫まん画がの１コマを切り取ったかのような。

　恋れん愛あいごとに疎うとい私でさえ眩暈めまいがしそうなほど、キラキラした瞬しゆん間かんだった。
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　時間は、三時間ほど前にさかのぼる。

　帰りの挨あい拶さつが終わった瞬間、クラスの中は一いつ斉せいにガヤガヤと騒さわがしくなった。

　カバンを手に立ち上がりかけたところに、親友の亜あ美みが手を振ふりながら駆かけ寄ってくる。

「リンー、今日カラオケ行かない？」

　私の名前は、鈴と書いてそのまま〝すず〟なんだけど。

　亜美はそれを音読みにして、私のことをリンと呼ぶ。

　響ひびきも可愛かわいいし、そのまま鈴の音も表してるみたいで、私はそう呼ばれることが嫌きらいじゃなかった。

「あー、ごめん。今日委員会」

「え。あー……学祭の？」

「うん」

「めんどくさい委員に当たっちゃったねー」

「しょうがないよ。くじ引きだし」

　肩かたをすくめて私は苦く笑しようを返す。

　しょうがない……確かにそれは本音なんだけど。

　公平を期する為ために、先生は部活をしてる人も塾じゆくに通ってる人もひっくるめて、クラス全員で学祭委員を決めるくじ引きをした。

　結果、女子は私。

　そして男子がこともあろうに、２年にして野球部エースピッチャーの三み浦うらくんに当たってしまったのだ。

　秋大会を控ひかえた三浦くんは、案の定委員会なんて出られる訳もなく。

　結果、委員の仕事はほとんど私一人でこなしているのが現状だ。

　公平を期する為のくじ引きが余計に不公平になっている事実には、正直不満を感じないわけではなかったけど。

　不満を声に出して言えるほどの勇気もないし。

　まあどうせ、学祭が終わるまでのことだし……ね。
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　私立綾あや城しろ学園高等科。

　それが、私の通う高校なんだけど。

　コースは普ふ通つう科コースと芸術コースがあり、私、長谷部鈴は現在普通科の２年に属している。

　普通なのはコースだけじゃなくて、私自身もそうで。見た目も普通、成績も普通、スクールカーストでもヒエラルキーのど真ん中。

　それに反してうちの学校の芸術コースは県内でも有名で、音大や芸大への進学率がとても高く、中等科から通う生徒も少なくない。

　校舎はコの字型になっていて、職員校舎を挟はさんで西と東にカッチリ分かれているから、お互たがいの校舎を行き来するなんてことは、まずない。

　それこそ学祭の時季ぐらいしか交流はないし、何となくだけど、芸術コースの生徒達は普通科の生徒のことを見下しているような雰ふん囲い気きもあって。

　同じ綾城学園とは言っても、まるで他校同士のようなよそよそしさがある。

　私を綾城の芸術コースに通わせたがっていたお母さんなんか冗じよう談だん半分で、どうせならあんたも近所の人に芸術コースに通ってますって言っといたら？　なんて言うけど、芸術コースはブルーのネクタイ、普通科コースは赤のネクタイって、決定的な違ちがいがあるから、そんな噓うそはすぐばれちゃうんだけどね……。
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（陽ひが短くなってきたなあ……）

　委員会が終わり。

　窓から射さし込んでくる西日に私は目を細めた。

　夏休みが明けて、休み気分も抜ぬけきらないままだらだらと過ごしている間に９月も後半。

　連休が過ぎたあたりから涼すずしくなって、一気に秋めいてきた気がする。

　夕陽に照らされたオレンジ色の廊ろう下かを、少し感傷的な気分で歩いていた、その時だった。

「──長谷部……さん」

　どこからか遠えん慮りよがちに名前を呼ばれて、私はピタリと足を止めた。

　声のした方向に目を凝こらす。

　すると階段の陰かげから、一人の背の高い男子がスッと現れた。

「折坂……くん？」

　今までまともに目も合ったこともないクラスメートに呼び止められて、私は面めん食くらってその場に立ち尽つくした。

　同じクラスの、折坂くん。

　名前だけ知ってる……ホントにただ、そんな感じの男の子だった。

「え。……今、呼んだ？」

「うん」

　おそるおそる聞き返す私に、折坂くんは微ほほ笑えみながら頷うなずいた。

　その笑え顔がおを見て、私はドキッとする。

　なんていうか……折坂くんて、こんなに柔やわらかく笑う人だったっけ……？

「話があるんだ」

「え。……私に？」

「うん。ちょっと、屋上まで来てくれる？」

「…………」

　階段の上を指し示す折坂くんを、私は戸と惑まどってぼんやりと見つめ返した。

　シチュエーション的に、もしかして告白……？

　いや、まさかね。

　だって、話した記き憶おくもほとんどないし。

　────なんて。

　その時は思っていたんだけど。
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（折坂くん……かぁ……）

　自宅に帰ってからお風ふ呂ろに直行した私は、湯船に浸つかりながらぼんやりと今日のことを思い返していた。

　折坂　孝こう平へい。

　２年に進級してから同じクラスになった、男子。

　目立つタイプではないけど、暗いって訳でもなくて……なんていうか、ホントに普通の男の子っていう印象しかなかった。

　いっつも男子同士でつるんでて、女子と話してるところなんてほとんど見たことなかったし。

　ぶっちゃけ、席も離はなれていて、言葉を交かわしたことがあったかなかったかすら思い出せないほど、彼とは接点がなくて。

　……だから今日の告白は、ホントにホントに心底びっくりした。

　折坂くんは一体、こんな私のどこを好きになってくれたんだろう……。

　ブスとまでは思わないけど、ほとんど話したこともないのに好きになってもらえるほど可愛かわいいとも思わないし。

（びっくりしすぎて、何にも聞けなかったな……）

　まさかホントに告白されるなんて思ってもみなかったから、あの瞬しゆん間かん私の頭の中は真っ白になってしまって。

　結局返事も保留にしてもらって、逃にげるように帰ってきちゃったんだけど……。

「…………」

　ちゃぷん、と鼻まで顔を湯船に沈しずめる。

　返事って言ったって……ＯＫなら付き合うってことだよね。

　折坂くんと付き合う。

　────はっきり言って、想像もできない。

　どんな人なのか全然知らないし、話が合うのかどうかも分からない。

　他ほかに好きな人がいるって訳でもないけど……。

　好きじゃないのに付き合うってのも、抵てい抗こうあるし。

　折坂くんにも失礼だよね。

（お友達から始めたい、っていう返事は、ズルいのかな……）

　本音を言うと、もう少し時間をかけて折坂くんのことを知りたい気持ちがあった。

　そして、どうして私のことを好きになってくれたのか、何かきっかけがあったのか、なんて、せっかくなら聞いてみたい。

　色々彼と……話をしてみたい。

　いつもより長めにお湯に浸かって考え事をしていたせいか、クラッと眩暈めまいに襲おそわれて。

　軽く首を振ふってから、私はザバッとお湯を蹴けるようにして立ち上がった。
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　翌日。

　折坂くんの告白のことばかり考えて殆ほとんど眠ねむれなかった私は、しぱしぱする目をこすりながら学校までの道を歩いていた。

　そこまで考えなくてもよかったのかもしれないけど、何故なぜか折坂くんは早めに返事がほしいと言っていたから……。

　漫まん画がとかだと、普通告白した後って「返事はいつでもいいから、ゆっくり考えて」っていうのが常じよう套とう句くだと思ってたけど。

　そうじゃないパターンもどうやらあるらしい。

　でも……折坂くんが返事を急ぐ理由って何なんだろう？

「時間がないんだ」って言ってたけど……あれは一体どういう意味なんだろう。

（……あ）

　教室に一歩足を踏ふみ入れた私は、目に飛び込んできた折坂くんの姿を見てドキリと胸を弾はずませた。

　折坂くんは自分の席に座っていて、隣となりの席の男子と楽しそうに笑いながら話をしている。

　彼の顔を見た瞬間、半分寝ねていたような脳が一気に覚かく醒せいしたのだけど。

　私に気付いていないのか、あえて気付かないふりをしているのか、折坂くんはこちらを見向きもしなかった。

「リン、おはよ」

　背後から肩かたを叩たたかれ、私はハッと我に返る。

　振り返ると、亜美が不思議そうな顔で小首をかしげた。

「どしたん。こんなとこで突つっ立って」

「あっ……、お、おはよ」

　私は慌あわてて止めていた足を動かし、自分の席へと向かう。

　……な、なんか。

　告白した折坂くんより、告白された私のほうがバリバリ意識しちゃってない……？

　向こうはいつもと様子、変わんないっぽいし。

　窓まど際ぎわの一番後ろの自分の席に腰こしを下ろした私は、ちょっと怪け訝げんな思いでもう一度チラッと折坂くんに視線を投げた。

　────だけどやっぱり折坂くんは私のことなんか気にも留めていない様子で、数人の男子と談だん笑しようを続けていた。

（……わざと？）

　告白どころか、恋れん愛あい経験すらほとんどない私は、彼の態度に若じやつ干かんの混乱を覚える。

　こういう知識って全然なくて、また漫画の話になるけど。

　普ふ通つうなら告白した次の日、教室に入った瞬間に目が合って、お互たがいにドキッ、みたいな。

　そんで同時に照れて、サッと目を逸そらす……みたいな？

　そんな感じだと思ってたのに。

　……まぁ、周りに知られたくないっていうのもあるし、わざと知らんぷりするのは、案外リアルな反応なのかも……？

　授業が始まり、私は頰ほお杖づえをつきながら前方に座っている折坂くんの背中をぼんやりと見つめた。

　折坂くんの席は、廊ろう下か側の前から二番目。

　ほぼ対角線上に位置する彼の姿は、意外と私の席からよく見える。

　今まで意識したことなかったからこんな風にマジマジと見つめたことなかったけど……。

　折坂くんて、結構線が細いんだな。

　今ってちょうど衣ころも替がえの移行期間なんだけど、折坂くんはまだ半はん袖そでで、袖口から伸のびる腕うでがすごく細い。

　部活、やってないのかな？

　運動部って感じじゃないよね。

（……って、これじゃなんか、私のほうが折坂くんのこと好きみたいじゃない！）

　知らず知らず頰に熱を感じ、私はパタパタと手の平で顔を扇あおいだ。

　──経験がないって、怖こわい。

　今まで全く意識してなかったのに、告白された途と端たんに気になっちゃうなんて……。

　私ってこんなに、単純だったっけ？

（返事……どうしよう）

　折坂くんから窓の外に目を移し、頰杖をついたままそっと溜ため息いきをつく。

　視界に映るのは、校庭を挟はさんで向かいに立つ芸術コースの校舎。

　細く開けた窓から、秋風と共に色んな楽器の音が微かすかに滑すべり込んできた。

　噓うそをついちゃいけない。

　それだけは昨日のうちに決意していて。

　……でもじゃあ私の気持ちは？　って自問自答してみると、出てくる答えはやっぱり『友達から始めたい』なんだよね。

　さすがにいきなり付き合うって決断はできないし、かと言って折坂くんのこと何も知らないまま断ってしまうのもなんだか悪い気がして……。

　もっと彼のことを深く知れば、好きになるかもしれない訳だし。

　──ただその場合、好きになれない可能性もあるわけで……。

　もし好きになれなかった時は、期待させてしまった分余計に傷付けちゃうことになるよね……。

（あーもー……告白されるってこんなに大変だったんだ）

　結局昨日からこんな感じで、一つの答えに辿たどり着いては一つの問題が発生して……を繰くり返して、その度たびに頭を抱かかえてる気がする。

　漫画見て、こんな告白されてみたいなーなんて単純に思ってたけど。

　告白されたらされたでこんなに頭悩なやませるなんて、知らなかったよ……。







[image: 第二章　別人？]




　放課後。

　亜美は今日は部活の日。

　じゃあねー、と言って元気に教室を出ていく彼女を手を振って見送った後、私はハアッと大きな溜息をついた。

　今日一日は殆ど授業は上の空だった。

　学祭が終わったらすぐに中間試験が始まるっていうのに……このままじゃとんでもない点数を取ってしまいそう。

「…………」

　チラッと折坂くんに視線を走らせる。

　実は今日、二回ほど折坂くんと目が合ったのだけど。

　……いずれも彼はニコリともせずにフイと目を逸らしてしまった。

　すごく素っ気なく感じてびっくりしたんだけど、照れてるのかな、とも思ったり。

　ただ改めて気付いたのは。

　折坂くんは、いつも男友達と一いつ緒しよだということ。

　休み時間も、お昼を食べる時も、ずーっと誰だれか他ほかの男子と一緒にいて、声をかけるタイミングがなかなか見つからないのだ。

　放課後、思い切って声をかけようとしたんだけど……案の定、帰りも他の男子達と連れ立ってぞろぞろと教室を出て行ってしまった。

　──私には、一いち瞥べつもくれずに。

（早めに返事くれって言ったって……。これじゃあ、声もかけられないじゃん）

　みるみる人けがなくなっていく教室の中、ぼんやりと立ち尽つくしていた私は。

　再びぺたん、と、力なく椅い子すに腰を下ろした。

　何だか今日一日、折坂くんの一挙手一投足に気持ち振ふり回されまくりだったな……。

　昨日のことが噓だったんじゃないかって思うぐらい……折坂くんいつもと変わらない様子だったし。

　もしかして私、夢でも見てたのかな……？

「長谷部さん。まだ残るの？」

　思考を破られて、私はハッと顔を上げる。

　教きよう壇だんの前に立っていた担任の柴しば田た先生が、窺うかがうように私のことを見ていた。

　気が付くといつの間にか、教室に残っている生徒は私一人になっていた。

「あ……はい。学祭のしおりに載のせるクラスコメントの〆しめ切きりが明日あしたなんで、残ってやっちゃおうかと」

「……そう」

　柴田先生は少し申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「ごめんなさいね、くじ引きのこと。公平にするつもりが、余計に長谷部さんに負担かけることになっちゃって……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。言うほど忙いそがしい訳じゃないですし」

　謝られるとかえって気を遣つかってしまい、私はへらへらと笑え顔がおで手を横に振った。

　実際うちのクラスの当日の出し物は模も擬ぎ店だから、お化け屋や敷しきやメイド喫きつ茶さなんかやるクラスと比べると、準備も比ひ較かく的てき楽なほうだし。

　毎日部活で汗あせ水みず流してる人よりは、やっぱり帰宅部の私がやるべきことなのかなーとも思うし。

「じゃあ、最後鍵かぎ閉めお願いね」

「はい」

　教室を出ていく柴田先生を見送ってから、私は机の中から提出用のプリントを取り出した。

　ホントは休み時間に仕上げるつもりだったんだけど……。

　今日はどうも折坂くんが視界に入ってきて、あんまり集中できなかったんだよね。

「さて、と。やるか」

　ふうっと息を吐はき出してから、私はシャーペンを手にした。

　一人で机に向かっていると、他のクラスのザワザワした声や、窓の外の運動部の掛かけ声なんかがよく聞こえてくる。

　隣となりのクラスの出し物はお化け屋敷だから、数日前から残って皆みんなで準備をしているようだ。

（……あ）

　微かにトランペットの音が聞こえてきて、私はカラカラと窓を開けた。

　夕風に乗って、向かいの校舎から吹すい奏そう楽がく部の練習の音が耳に飛び込んでくる。

　今は学祭に向けて、猛もう練れん習しゆうをしているらしい。

　うちの学校の芸術コースの出し物は結構本格的だから、楽しみなんだよね。

　今の時期だけのこの雑多に混じり合った色んな音……結構好きだったりする。

　文章を書いたりするのは苦手だったけど、心地ここちいい風と音のおかげかするするとペンが進み。

　一日折坂くんに気を取られていた分、何故なぜだかすごく集中することができて。

　熱心にプリントと向かい合っていた、その時だった。

　ガラッ…と勢いよく後ろのドアが開く音が聞こえて、集中していた私はビクッと大きく体を揺ゆらせた。

　弾はじかれたようにドアのほうを振り返る。

「…………」

　そこに立っていたのは折坂くんで。

　驚おどろいた私は、思わず椅子を蹴けってガタッと立ち上がってしまった。

「お……折坂くん……」

　射さし込む夕ゆう陽ひに照らされた折坂くんが、私を見て目を細める。

　逆光で一いつ瞬しゆん誰だかわからなかったみたいだけど、しばらくして私だと気付いたのか折坂くんは緩ゆるく目を見張った。

　大人しかった私の心臓が、折坂くんの顔を見た瞬間一気にバクバクと暴れ始める。

（うわ……、どうしよう。今ここで返事した方がいいのかな……。早く返事欲しいって言ってたし……、でも、まだ答え出てないしな……）

　そんな風に、一人でうろたえていた私だったけど。

　折坂くんはフイと私から目を逸そらし、スタスタと自分の席へと歩いて行ってしまった。

（え。あ、あれ？）

　てっきり私の所へ来ると思っていたので、予想外の彼の行動に一瞬ポカンとなる。

　黙だまって折坂くんを見つめていると、彼は自分の机の中を物色し始め、ノートらしきものを取り出した。

　そうしてそれをカバンにごそごそしまうと、なんとそのまま私のほうを見向きもせずに一直線にまたドアの方へと歩き出した。

（えーーっ!?　忘れ物取りに来ただけっ!?　何にも言ってくれないの!?）

　さすがに私も、今日一日の折坂くんの行動に激しく混乱する。

　これってもう……照れてるとかいう次元じゃないよね？

　はっきり言って、無視だよね？

　いや、無視って言うか、無関心……？

「あ、あの、折坂くん!!」

　とっさに大声で呼び止めると。

　教室を出て行きかけていた折坂くんはピタッと足を止めた。

　ドアに手をかけたまま、ゆっくりとこちらに顔だけを向ける。

　少し長めの前まえ髪がみの隙すき間まから覗のぞく意思の強そうな瞳ひとみに、私の顔が映り込んでいた。

　その顔は少しびっくりしたみたいな表情だったけど……。

　いやいや、こっちの方がびっくりしてますから。

　百歩譲ゆずって、クラスの皆がいる前ならその素っ気ない態度も分からなくないよ？

　照れてるんだろうな、ばれたくないんだろうなって、理解もするけど……。

　告白した昨日の今日で、返事は早めにって急せかしておきながら、会え釈しやくもせずに無言で立ち去るって。

　……その態度はさすがになくない？

「────何？」

　廊ろう下かの方向に向いていた体をこちらに向けながら、折坂くんはどこか警けい戒かいするような声こわ色いろでそう聞いてきた。

　夕陽に赤く焼ける彼の顔が真っ直すぐにこちらを向いて、私の胸はドキッと大きく弾はずむ。

　うわ、ヤバい……。

　とっさに呼び止めてしまった……。

「えっと……。その……」

　どう切り出そうかと、思わず彼から目を逸らして指をもじもじさせる。

　どうしよう……。

　今の私の正直な気持ち、そのまま折坂くんに伝えてみようか。

　付き合うとかはまだ全然考えられないけど、友達から始めてみたい…って。

「あ、あの……ね」

「うん」

「昨日の告白の……返事なんだけど」

　意を決して、キッと顔を上げる。

　目が合った瞬間、折坂くんはハッキリと大きく目を見張った。

「あれから色々考えたんだけど……。私、折坂くんのことほとんど知らないから、やっぱりまだ付き合うとか考えらんなくて……。───だから。……だからね」

「────ちょっと待って」

　途と切ぎれがちに紡つむいでいた言葉を食い気味に遮さえぎられて、私はとっさに口を噤つぐんだ。

　折坂くんの顔が心なしか険しくなっているような気がして、私はドキリとする。

　よほど驚いたのか、彼の瞳は激しく揺れていた。

「何の話してんの？」

「……え？」

　問われて、私はぼんやりと折坂くんの顔を見つめ返した。

「な、何って……。昨日折坂くん、告白してくれたよね？　付き合ってください……って」

「いや、知らないけど……」

「────え」

「俺、告白なんてしてねーよ」

　若じやつ干かん声には動どう揺ようが滲にじんでいたけど、折坂くんはハッキリとそう言った。

　何を言っているのかわからなくて、私はただただ折坂くんの口元を見つめる。

　……え、だって。

　昨日、折坂くん。

　私のこと好きだ……って。

　言ってくれたよね？

　なのに、なんで？

　なんで今日は、知らないなんて言うの……？

　言葉を失って立ちすくむ私を見て、折坂くんは眉まゆをひそめながらふうっと息を吐き出した。

　持て余したように後頭部をガリガリと搔かきむしる。

「昨日って、いつの話？」

　埒らちが明かないと思ったのか、呆ぼう然ぜんとしている私に折坂くんは少し口調を和やわらげてそう聞いてきた。

　私はハッと我に返り、気持ちを落ち着かせようと胸むな元もとを押さえる。

　そうして呼吸を整えながら、ゆっくりと口を開いた。

「ほ……放課後……。屋上で」

「放課後？……って、何時頃ごろ？」

「何時って……。委員会終わってから、だから、６時前後だったと思うけど……」
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「───じゃあそれ、俺じゃねーわ。授業終わって俺、すぐ家に帰ったから」

　驚おどろき、私は目を見張る。

　頭が真っ白になって、テンパり始めて、何故なぜかドキドキと動どう悸きが激しくなり始めた。

　訳のわからない感情が押し寄せてきて、カーッと全身が熱くなる。

　そんな私に向かって、折坂くんは更さらに言葉を続けた。

「家に帰ってから俺、一歩も外に出てねーし。誰だれかと間ま違ちがってんじゃねーの？」

「……そっ……」

　さすがにカチンときて、私は睨にらむように折坂くんを見上げた。

「そんな訳ない……！　いくらなんでも、そんな人違いしないよ！」

　ムキになり、ついつい口調が荒あらくなる。

　だって……いくら私がヌケてるからって、半年間同じクラスだった人を間違えるわけない。

　折坂くんに双ふた子ごがいるなんて聞いたことないし、昨日のあれは間違いなく折坂くんだったよ。

　名前だってちゃんと呼んだし、それを否定だってしなかった。

　そりゃ……ちょっと印象が違う感じは否いなめなかったけど……。

　カッカしている私とは対照的に、折坂くんは冷めた表情でスッと目を細めた。

「じゃあ……夢でも見たんじゃねーの」

「…………」

　そう言った折坂くんは、昨日の穏おだやかな折坂くんとはまるで別人みたいだった。

　びっくりしたというよりは、彼の発する空気に吞のまれてしまって、私は何も言えなくなる。

　黙だまり込んでしまった私を見て、一いつ瞬しゆん何かを考え込むような仕草を見せた折坂くんだったけど。

　結局何も言わず、クルリと踵きびすを返してそのまま教室を出て行ってしまった。

「…………」

　力が抜ぬけて、私はふらりと椅い子すに腰こしを下ろす。

　何が何だか、何が起こったのか、まったく理解ができなくて。

　オレンジ色だった教室の中が、陽ひが沈しずんで紫むらさき色いろに変わるまで、私は呆然とその場に座り込んでいた──。







　一いつ拍ぱくの間をおいて我に返った私の胸に込み上げてきた感情は。

　猛もう烈れつな、恥はずかしさだった。

　折坂くんの言うように、私は本当に夢を見てたんだろうか。

　恋れん愛あい経験がなさ過ぎて、恋こいに恋して、妄もう想そうが爆ばく発はつしちゃったんだろうか？

　いくらなんでもそんなことあるはずない、あれは夢なんかじゃなかった……って、声を大にして言いたいところだけど───。

　さっきの折坂くんの態度と言葉が、完全に私の心を萎い縮しゆくさせてしまっていた。

　昨日告白してくれた時は、本当に柔やわらかく笑う人だな…って、思ったのに。

　今日、私を見下ろした彼の表情に、柔らかさは全く感じなかった。

『こいつ、何言ってんだ？』って……。

　口にしなくても、彼がそう思っているのが伝わってきた。

　それは、照れ隠かくしでも、演技をしてるって訳でもなくて。

　ホントの本心でそう思っているのがわかったから。

　…………だから私は、ますます混乱の渦うずに飲み込まれてしまったのだった。
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「……はあ～～」

　二日連続で眠ねむれなかったこともあって、翌日学校へ向かう私の足は鉛なまりのように重かった。

　とにかくもう、恥ずかしいやら訳が分からないやらで、折坂くんに会うのが嫌いやでたまらなくて。

　仮け病びようを使って休もうとしたけど、すぐにお母さんに見み抜ぬかれて、ぐずぐずしている間に家を叩たたきだされてしまった。

　足元に目を落としてトボトボ歩きながら、何度も溜ため息いきが零こぼれ落ちる。

　この二日間のこと。

　総合的に考えると、やっぱり告白されたあの日のことが夢だったのかなぁ…って、私は思い始めていた。

　だって……折坂くんとは殆ほとんど話したこともなかったし、特別可愛かわいいって訳でもないのに、好きになってもらえる訳ないし。

　────でも、だとしたら。

　私って、イタい奴やつだよなぁ……。

「おはよー、リン」

　やっぱり帰ろうかな、なんて考えていた時に背後からポン、と肩かたを叩かれて、私はビクッと体を揺ゆらせた。

　声の主は亜美で、当然だけど何も知らない彼女はいつもと変わらずニコッと明るく微ほほ笑えんだ。

「……亜美。……おはよ」

「あれ、どした？　なんか暗くない？」

　私の顔を見た亜美が、びっくりしたみたいに目を丸くする。

「んー。ちょっと、寝ねれなくて……」

「なんで？　悩なやみ事？」

「……ってゆーか……」

　例の話を亜美にしようかどうか迷いながら、下げ駄た箱ばこに差し掛かかった、その時だった。

　靴くつを履はき替かえている折坂くんとちょうど出くわしてしまい、私はギクッとその場で足を止めた。

「…………っ」

　カァッと、体中が熱くなってくる。

　ドクン、ドクンって嫌な動悸がしてきて、私は根が生えたみたいに一歩もそこから動けなくなってしまった。

　その時、靴を仕し舞まった折坂くんが私に気付いたようにふっと視線をこちらに向けた。

　一瞬二人の間にだけ、ピリッとした空気が流れる。

　私を見た折坂くんは何か言いたげに口を開きかけたけど、私は彼からサッと目を逸そらしてしまった。

「リン？」

　立ち止まってしまった私を、亜美が不思議そうに振ふり返る。

　ハッと顔を上げると、折坂くんは少しこちらを気にする素振りを見せながらも無言で廊ろう下かの方へ歩いて行ってしまった。

「……ねえ、亜美」

「ん？」

　靴を履き替えて教室へ向かいながら、私は横を歩く亜美にチラッと目を向けた。

「亜美ってさ。確か折坂くんと１年の時同じクラスだったよね？」

「え？　うん、そうだけど？」

「折坂くんて、どんな人だった？」

「は？」

　唐とう突とつな質問に、亜美は眉まゆを顰ひそめる。

「どんなって、別に……。今と変わらないけど？　いい意味でも悪い意味でも普ふ通つうって言うか。派手でも地味でもないし」

「……例えばさ、急に性格が豹ひよう変へんしたりとか、実は二重人格だ、なんて噂うわさとか……」

「は？　ないよ、そんなの」

「…………だよねぇ……」

　自分で聞きながら、そんなことないよなぁ……と、私は心の中で思っていた。

　あまり接点がなかったとはいえ、この半年間クラスメートとして見てきた折坂くんは、ホントに『普通の男子』だった。

　それこそ亜美の言う通り、派手でもなく地味でもなくて、いっつも男子同士でつるんでて、明るく笑ってるような印象しかなくて……。

　あんな風に柔らかく笑うイメージも、冷たい目をするイメージも、なかったんだけど……。

（……もういいや、忘れよう）

　授業中、なるべく折坂くんを視界に入れないようにしながら、私はそんな風に考えていた。

　夢だったにしろなんにしろ、昨日あんな風に突つき放されたってことは、あの告白はなかったってことになるんだろう。

　元々別に好きな人だった訳でもないし、話したこともなかった人だし。

　この二日間のことは悪い夢だったと思って、忘れてしまえばいいんだ。

　そしたらもう、元に戻もどるだけ。

　ほとんど接点もなかったただのクラスメートの関係に、戻るだけだ……。







　──そんな風に、なんとか気持ちを切り替えようとしていた矢先の、昼休みだった。

　亜美と向かい合ってお弁当を食べていた私の横に、スッと人が立った。

　不意に机の上に影かげが出来て、びっくりした私はお箸はしをくわえたままその影の主を見上げる。

「…………っ」

　それが折坂くんだとわかった瞬しゆん間かん、私はぐっと喉のどを詰つまらせてしまった。

（なっ、なななな、何っ!?）

　気を抜ぬいていたところだったので、不意打ちの折坂くんの登場に全身の毛穴が一気に開く。

　私だけでなく、向かい合って座っていた亜美までが、びっくりしたように折坂くんを見上げていた。

「……長谷部。今、ちょっといい？」

　どこか遠えん慮りよがちに、折坂くんはそう切り出した。

　昨日のことがあったから、私はとっさに身構えてしまう。

「……え？」

　探さぐるように聞き返すと、私の警けい戒かい心しんが伝わったのか折坂くんは少し困ったように頭を搔かいた。

「昨日のこと、なんだけど」

「…………っ！」

　慌あわてて私はガタッと立ち上がる。

　昨日の話をこの場でされるのはマズイと思い、私は思わず折坂くんの手首を強く摑つかんだ。

「ばっ、場所変えよう!!」

「え。……ああ、うん」

　啞あ然ぜんとしている亜美に声をかける余よ裕ゆうもなく、私は折坂くんの腕うでをグイグイと引いて、そのまま教室を後にした。
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　二人きりで話をする場所がすぐには思い付かず、結局私達はその足で屋上へと向かった。

　夏が終わって気候がよく、屋上でお弁当を広げている生徒が多くて内心で私は舌打ちをする。

　それでも、タンク裏の日ひ陰かげになっている場所には誰だれもいなかったので、自然と私達の足はそちらへ向いた。

（……やだな。……ここ）

　金かな網あみに指を引っ掛けながら、私はハアッと大きな溜ため息いきをついた。

　奇くしくもここは、一昨日おととい折坂くんに告白された場所。（私の記き憶おくでは）

　あの日は鮮あざやかな夕焼け空だったけど、今は爽さわやかな秋晴れの、抜けるような青空だった。

「長谷部」

　背後に立っていた折坂くんに声をかけられて、私はビクッと体を揺ゆらせた。

　おそるおそる、振り返る。

　彼の顔を見た瞬間、昨日の冷めた目を思い出して、私の心臓はきゅうって縮むような感覚を覚えた。

「は、話って、何？」

　怯おびえながら尋たずねると、折坂くんは軽く瞳ひとみをさ迷わせた。

　少し何かを考え込んだ後、凜りんと顔を上げる。

　その顔は一昨日とも昨日とも違ちがった表情で、何故なぜだか胸がドキッと弾はずんだ。

「───昨日はなんか……ちょっと態度悪くて、ごめん」

「……え」

　いきなりの謝罪の言葉に、私は軽く面めん食くらう。

「それで改めて、昨日長谷部が言ってたこと、詳くわしく聞きたいんだけど」

「き、昨日……って……」

「俺が、告白したとか何とか」

「あ、あれはもういいよ。……多分、私の勘かん違ちがいだし」

「…………」

「折坂くんが言った通り、夢でも見てたんだよ。……だからもう、忘れて」

　昨日の恥はずかしさが蘇よみがえってきて、私は一方的に早口でそう捲まくし立てた。

　今はもうただ、一刻も早く会話を終わらせて、この場を立ち去りたかった。

　すると折坂くんはキュッと唇くちびるを嚙かみ締しめ、何故か少し不安そうに瞳を揺らせた。

　昨日のキツい印象とは打って変わっての彼の様子に、私は激しく混乱する。

　……一体全体、どうしちゃったんだろう……。

「勘違いしてんの、俺かもしんない」

「え？」

　ボソッと折坂くんが呟つぶやき、よく聞き取れなかった私はじっと彼の顔に見入った。

　折坂くんは不安げな表情のまま、ふと目線を斜ななめ下に下げた。

「ぶっちゃけ俺……覚えてないんだ……」

「…………」

「昨日は長谷部に、家にいたって言ったけど……。ホントはその時間の記憶がスッポリ抜けてるんだ……」

　驚おどろいた私は目を見開く。

「ど、どういうこと？」

「俺もよくわかんねーんだけど。……三日ぐらい前からポツポツ記憶が抜けてる時間があって……」

「…………」

「長谷部に言ったことは噓うそじゃないんだ。一昨日は授業終わってから真っ直すぐ家に帰って……。でも自分の部屋に入ってから二時間ぐらいふっと記憶が飛んでて、出かけたつもりもないのに、気が付いたら外にいて……」

　折坂くんは、ぎゅっと両りよう拳こぶしを握にぎりしめた。

「昨日も長谷部と別れて学校を出たまでの記憶はあるんだけど、ハッて我に返った時は全然知らない場所にいて、二時間ぐらい経たってた……」

　正直、折坂くんの言っていることがよくわからなくて、私は黙だまって彼の話に耳を傾かたむけるしかなかった。

　記憶がないって……一体どういうことなんだろう。

　彼は一体、私に何を言いたいんだろう……。

　じっと彼の顔を見つめていると、折坂くんは体を反転させて両手でガシャッと金網を摑んだ。

「だからもしかしたら……長谷部に告白したっていうの、やっぱり俺かもしんねぇ」

「えっ？」

　そこに話が戻もどってきて、私はびっくりして大声を出してしまった。

　折坂くんは、ゆっくりと顔だけをこちらに向ける。

「記憶がない時間に俺、無自覚に色々なんかやらかしてんのかも…って。そう思ったらすげー怖こわくなってきて……」

「…………」

「だから一昨日、俺が告白したって話、詳しく聞かせてほしい」

　折坂くんの私を見る目付きは、真しん剣けんそのものだった。

　不安の滲にじんだ瞳。

　まぁ、確かに……折坂くんの言うことが本当なのだとしたら、その状じよう況きようは物もの凄すごく不安であることは間違いないよね……。

　彼の様子からして、噓をついている風ではないし……。

　何が何だかわからなくて困こん惑わくしながらも、さっきよりは少し気持ちが落ち着いてきていた私は、呼吸を整えながらゆっくりと口を開いた。

　一昨日のことを思い出しながら、ポツリポツリと説明を始める。

　折坂くんは金網に凭もたれて腕を組み、じっと私の話に聞き入っていた。

　時々眉み間けんに深いシワが刻まれ、険しい表情になる。

　何だか、告白された話を当の本人に説明するのが恥ずかしいやら、折坂くんのその顔が怖いやらで、上手うまく説明できたのかどうかもわからなかったけど。

　私が話し終わると同時に、昼休みの終わりを告げる予よ鈴れいのチャイムが鳴った。

「…………」

　他ほかの生徒達が、わらわらと扉とびらへ向かって歩いていく。

　チラッと折坂くんの顔を窺うかがうと、折坂くんはゆっくりと金網に凭れていた体を起こした。

「……ありがと、長谷部」

「えっ。あ……いえ」

「あと悪いんだけど……。放課後もうちょっと、話聞いてもいいかな」

「え。……うん。あ、でも、委員会の後になるけど」

「委員会って……。ああ、学祭の」

「うん。遅おそくなるけど、それでもいい？」

「────わかった」

　折坂くんはふぅっと大きく息を吐はき出した後、何かを言い淀よどむ素そ振ぶりを見せた。

　まだ何か言おうとしてるのかな、と思い、彼の口元を見つめながらじっと続きを待っていると。

　折坂くんは人差し指で頰ほおを搔かきながら、スッと私から目を逸そらした。

「昨日は……ホントにごめん。感じ悪くて」

　ボソッと言った後、彼の顔がうっすら赤く染まる。

　その表情に、私はびっくりして息を飲んでしまった。

「記き憶おくないのちょっと不安になってた時に身に覚えのないこと言われて……。八つ当たりっぽくなったっていうか……キツい言い方になって、ごめん」

「…………！」

　ペコンと頭を下げられて、私はブンブンと勢いよく首を横に振った。

「う、ううん。気にしてない。平気」

　ホントはめちゃくちゃヘコんで気にしまくってたけど。

　理由聞いたら、仕方がないなって思えたし。

　謝ってもらって、ちょっと気が晴れたというか。

　ぎこちなくだけどニコッと折坂くんに笑いかけると、私の顔を見た折坂くんは少しホッとしたように表情を和やわらげ。

　……そうして照れたように、小さく笑い返した。

　───ああ、また。

　初めて見る表情。

　私が知らなかっただけで……多分折坂くんは、もっといっぱい色んな顔を持ってるんだろうな……。
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（……う～～ん）

　昼からの授業が始まったけど、私は午前中にもまして上の空だった。

　折坂くんの言ったことを、ノートに書いてまとめてみる。

　何だかよくわからないけど……。

　折坂くんの言うことが正しいんだとしたら、折坂くんの意識がない時に私は、彼に告白された…って、こと？

　それって夢遊病とか……多重人格ってことに、なるんだろうか？

　でもじゃあ、私に告白したのは一体誰だれってことになるの？

　折坂くんであって、折坂くんではなくて──。

　そもそも一体、何の目的があって私に告白なんかしたんだろう……。

（っ、あーもー！　全っ然、訳わかんない！）

　この数日でハゲるくらいに色々考えすぎて、私の頭は爆ばく発はつ寸前だった。

　持っていたシャーペンでノートの１ページをぐしゃぐしゃと塗ぬりつぶし、ガバッとその上に顔を突つっ伏ぷす。

　……どうしよう。

　多分、次の中間試験、私きっとボロボロだ……。
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「三浦って、委員会全然、顔出さねーの？」

　教室の前で私を待っていた折坂くんが、ドアから出てきた私に向かってそう聞いてきた。

　薄うす暗ぐらくなり始めた廊ろう下かを、私達はどちらからともなく屋上へ向かって歩き始める。

「……うん、まぁ。しょうがないよ。三浦くん、野球部のエースだし」

「……ふーん」

　苦く笑しようしながら言う私に、折坂くんはどこか物言いたげな視線と相あい槌づちを投げてよこした。

　だけどそれ以上は何も言わず、無言で私の前を歩いて階段を上り始める。

　扉を開けると、サアッと冷たい風が目の前の折坂くんの襟えり足あしを揺ゆらせた。

　昼間はポカポカと暖かかったけど、さすがにこの時間は少し肌はだ寒ざむい。

　一昨日おとといと同じように遠くからヒグラシの声と、吹すい奏そう楽がく部の練習の音が聞こえてくる。

　当然だけどこんな時間屋上には誰もいなくて、私と折坂くん二人だけの影かげが地面に長く伸のびていた。

「昼間の話の続きだけど……」

　金かな網あみに指を引っ掛かけて、折坂くんはそこから見えるグラウンドを見下ろしながら、おもむろに口を開いた。

　私はハッとその後ろ姿を見つめる。

「一昨日おととい、長谷部に告白……したんだよな、俺」

「……うん」

「その時の俺……、どんな感じだった？」

「どんな……って」

「普ふ段だんの俺と、同じだった？」

　くるりと体をこちらに向き直らせ、折坂くんはガシャッと金網に背中を預けた。

　こちらを向いた顔は、やっぱりどこか不安そうに見える。

　私は首を傾かしげながら、あの日のことをぼんやりと思い返した。

「折坂くんとあんまり話したことなかったから断定は出来ないけど……」

「……うん」

「でも、ちょっと……印象は違ちがうなって感じは、した」

　折坂くんは私を見つめながら、緩ゆるく目を見張る。

「違うって……どんな風に？」

「どんなって……。ただ漠ばく然ぜんとそう感じただけで、詳くわしく言えと言われてもどう答えていいかわかんないんだけど……」

　ただちょっと物もの腰ごしが柔やわらかいなぁ…って感じただけで、素すの折坂くんがそうじゃないと言い切れるほど、私は彼のこと知らないし。

　そもそもそんなこと言ったら気を悪くするかもしれない、と思って、私はあえてそのことは黙だまっておくことにした。

　すると折坂くんはぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめながら、スイと私から目を逸らした。

　瞳ひとみが激しく左右に揺れ、彼の動どう揺ようが伝わってくる。

「あ、あの……折坂く……」

「────もしかしたら、俺……。何かに取り憑つかれてんのかな……」

「…………」

　不安げに呟つぶやいた折坂くんの言葉を耳にして、私は思わずマジマジと彼の顔に見入ってしまった。

　……そりゃ確かに別人みたい、とは思ったけど。

　だからって……何かに取り憑かれてる、なんて。

　いくらなんでも……ねぇ。

「何かに取り憑かれてるって、例えば幽ゆう霊れいとか？……冗じよう談だんだよね？」

「冗談なんかじゃねーよ！」

　笑いを含ふくんだ私の口調が気に入らなかったのか、さっきまで意い気き消しよう沈ちんしていた折坂くんが嚙み付くようにキッと顔を上げた。

　その目の鋭するどさに、私はビクッと体を強こわ張ばらせる。

　折坂くんはどこか悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

「冗談で……こんなこと言わねーよ……」

「…………」

「心当たりだって、あるんだ」

「え？」

　驚おどろいて聞き返すと同時に、折坂くんは表情を隠かくすように深く俯うつむいてしまった。

　真横に引き結ばれた唇だけが見えて、私は自分の対応がまずかったことを何となく感じ取る。

　……とは言うものの。

　私、霊感なんて全くないし。

　いきなり幽霊に取り憑かれてるかも、なんて言われても……にわかには信じがたいというか。

　でも、心当たりがあるって、どういうことだろう。

　取り憑かれた幽霊の正体に、心当たりがある…って、こと？

「………………」

　あまりにも長い間折坂くんが俯いているので、私は妙みようにソワソワしてしまった。

　──もしかして。

　本気で折坂くんのこと、怒おこらせてしまったのかな……。

　どうしよう。

　謝った方がいいんだろうか……。

「あ、あのぅ……。折坂くん……？」

　おそるおそる声をかけたその瞬しゆん間かん。

　ふわ…っと、空気が震ふるえた気がした。

　サアッと風が吹ふいて、折坂くんの前まえ髪がみが揺れる。

　微かすかに目があらわになったと思ったその時。

　折坂くんは、ふぅ…っと小さく息を吐はき出した。

「全く……。君にあんな乱暴なこと言うなんて、許せないな」

　溜ため息いき交じりに呟いた彼の声こわ色いろが妙に柔らかくなっていて、私は思わず言葉を詰つまらせた。

　さっきまでの余よ裕ゆうのない様子は欠片かけらも見えない、優やさしい声で。

　それはまるで──。

　あの日、私に告白してくれた時の、折坂くんのようだった。

「お……折坂くん……？」

　確かく認にんするように名前を呼ぶと。

　折坂くんはゆっくりと顔を上げた。

　目が合うと、にこっと目め尻じりを下げて笑う。

　顔は折坂くんのままなのに、表情一つでこんなにも別人みたいに雰ふん囲い気きが変わるものなのかと、私は驚いてすぐには言葉も出なかった。

「────違うよ」

　柔らかく目を細めながら、折坂くんは一言そう言った。

　何が違うのか意味がわからず、私は眉まゆを寄せる。

「違うって……どういうこと？　何が違うの」

「僕は……『彼』じゃない」

「え？」

　折坂くんの一いち人にん称しようが、俺から僕に変わっていた。

　さっき折坂くんの言った言葉が頭の中に蘇よみがえってきて、私の心臓がドキドキと早はや鐘がねを打ち始める。

　だって……これじゃ、ホントに別人みたいじゃない。

　まるで、『誰だれか』が折坂くんに乗り移ったみたいに。

「彼じゃないって……あなたは折坂くんじゃないの？」

「うん」

「じゃ、じゃあ……じゃあ一体、誰なの？」

　上うわ擦ずる声で当然の疑問を投げ掛けると。

　今まで穏おだやかに笑っていた彼が、初めて少し寂さびしそうな笑えみを浮うかべた。

「……わからないんだ」

「わからない？」

「うん。自分が誰で、どんな名前だったのか……まるで思い出せないんだ」

「…………」

「気が付いたら……僕は彼の中にいた」

　少しずつ陽ひが沈しずんでいき、彼の顔も徐じよ々じよに闇やみの中に溶とけ込んでいく。

　そんな中、私の口の中はカラカラに渇かわいてしまっていた。

　確かに、今目の前にいるこの人は、折坂くんとは別人だ。

　──そう思うのに。

　やっぱりまだ、私は半信半疑だった。

　だって……だってこんなこと、すぐには信じられない。

　折坂くんは私をからかってるんじゃないか…って。

　そんな思いがどうしても拭ぬぐい去れなかった。

「信じられない？」

　黙り込んでしまった私の顔を覗のぞき込むようにして、彼はそう聞いてきた。

　急に彼の顔が近付いてきて、私は慌あわてて上半身を後ろにのけ反らせる。

　膝ひざに力が入らなくなってそのままペタンとその場に腰こしを下ろすと、それに倣ならうように彼も私の向かいに腰を下ろした。

「し、信じられないっていうか……。訳が、わからなくて……」

「まあ、そうだよね」

「気が付いたら折坂くんに、乗り移ってたってこと？」

「うん」

「じ、じゃあ、あなたは……ゆ、幽霊ってことに……なるの？」

　恐こわ々ごわ尋たずねると、彼は少し間を空けてから「んー…」と言って困ったように空を仰あおいだ。

「……多分、そうなんだろうね」

　そう呟いた彼の声は、どこか少し寂しそうだった。

　まぁ、確かに……。

　自分が何者かわからないけど、幽霊だってことはほぼ間ま違ちがいなくて。

　それってつまり、もうこの世にはいない……って、ことだもんね。

「…………」

　何を言っていいかわからなくなり、何となく目線を下げて俯くと。

　彼はすぐに気を取り直したように、こちらに向き直った。

「でもね、一つだけ覚えてたことがあるんだ」

「え？」

「君のこと」

　柔やわらかく彼が微ほほ笑えみ、真っ直すぐに私を見つめる。

　あまりにも真っ直ぐに見つめられて、私は金かな縛しばりにあったみたいに動けなくなってしまった。

「長谷部鈴っていう女の子を、好きだっていう気持ち」

「…………」

「そのことだけは、覚えてたよ」

　暮れなずむ空気の中、彼の優しい笑顔だけがくっきりと浮かんで見えるようだった。

　好きだって単語を耳にして、ドキッと心臓が大きく跳はね上がる。

　彼がホントに幽ゆう霊れいなのだとしたら……幽霊は怖こわいものっていう概がい念ねんを覆くつがえさなくちゃいけないのかもしれない。

　だって……こんなに爽さわやかに笑って、キュンとさせてくれる幽霊なんて、ホントに存在するの？

「きっと僕は死ぬ前、君に片かた想おもいしてたんだろうね」

　ドギマギしている私に気付かない様子で、彼は膝を抱かかえるようにして金かな網あみに背中を預けた。

　そうしてふっと何処どこか遠くを見るように、目を細める。

「好きだったけど君に想いを伝えられなくて、そのまま何らかの形で死んでしまって……。多分それが心残りで……」

「…………」

「だから君に告白すれば、思い残すこともなくなってきっと成じよう仏ぶつ出来るんじゃないかって……そう思ってたんだけど。でもどうやら君に告白して想いを伝えることが最終目標って訳ではないみたいだね」

　吐と息いき交じりの彼の言葉を聞いて、私はハッと顔を上げた。

「じ、じゃあ、あの日私に告白してくれたのって……」

「うん、僕だよ」

　ケロッと、彼は肯こう定ていした。

「僕はどうやら数時間しか彼の体を借りて外に出られないみたいで。あの日はただもう、後先も考えずに君に告白することしか頭になかった」

「…………」

「君の混乱とか……彼の不安とか、告白した後のこととか。……そんなことまで気が回らなかったんだ。───ごめんね」

　次から次に色んな事実が発覚して、完全にキャパオーバーだった私は、ただただ呆ぼう然ぜんと彼の顔に見入るしかなかった。

　でももし、彼の言うことが本当なのだとしたら……。

　折坂くんの態度も、納なつ得とくできる。

　告白なんかした覚えもないのに、ろくに話したこともないクラスメートから告白の返事をしたいなんていきなり言われたら。

　気持ち悪いし、怖いって思うよね。

　冷たいように感じたあの時の態度も、それを考えたらしょうがないのかもしれない……。

　そこまで考えて、私はふと首を捻ひねった。

「でも……なんで、折坂くんなの？」

　誰かに乗り移って、心残りだったことをやり遂とげたいっていうのは……まだ何となく理解できるとして。

　でもそれがなんで、他ほかの誰でもない折坂くんでなければならなかったんだろう……。

　すると彼もわからない、というように肩かたをすくめた。

「どうしてなんだろうね。……何しろ僕は、何も覚えてないから」

「あ。……そっか」

「死ぬ前、彼と面識があったのか……。それとも他に何か理由があるのか」

　軽く顎あごをつまんで話すその仕草は、どことなく育ちが良さそうな印象を受けた。

　それは別に折坂くんが育ちが悪そうとか、そういうことじゃなくて。

　なんていうか、折坂くんはあくまでも普ふ通つうの男の子って感じで。

　でも目の前の彼は、ちょっと上流階級のお坊ぼっちゃまみたいな……そんな物もの腰ごしの柔らかさを感じた。

　───だからなのかな。

　こんな信じられないようなことを次々聞かされても、戸と惑まどいながらも何となく、この事実を受け入れかけていること。

　折坂くんと『彼』が別人なんだって、私が一番、肌はだで感じ取っているから……。

「あ、でも……」

　私はふと、さっき折坂くんが『彼』に切り替かわる直前に呟つぶやいた言葉を思い出した。

「折坂くん……心当たりがあるって言ってた……」

「え？」

「それって、あなたのことだったのかな。……それじゃあ、折坂くんとあなたは知り合い…ってこと？」

　私の独り言に彼は少し考える素そ振ぶりを見せたけど、結局答えは出なかったのか、軽く首を横に振りながら小さな溜ため息いきをこぼした。

「あの……」

　声をかけようとして、彼のことを何と呼べばいいかわからず私は言い淀よどむ。

　見た目は『折坂くん』でも、彼は折坂くんではない訳で……。

　でも名前も覚えてないって言うし、何と呼び掛かければいいのかわからなかったのだ。

「……どうかした？」

「え、あ……。あなたのこと、なんて呼べばいいのかなって……」

「────ああ……」

　彼は苦く笑しようしながら膝を抱える。

「別に。何でもいいよ」

「え。でも……」

「やっぱり、『彼』とはちゃんと、区別してほしいしね」

　そう言われて、私は腕うでを組んでう～ん、と唸うなってしまった。

　好きなように呼べって急に言われても……すぐにはそんなの思い付かないよ。

　でも、折坂くんとはちゃんと区別しなきゃいけないし、彼もそうしてほしいって言ってるし。

　えーと、折坂くんの下の名前って確か孝平……だったから、それとはカブらないようにしなきゃいけないよね。

「じゃあ……。幽霊だから、ユウくんで」

　散々考えあぐねたあげくにやっと出てきた名前が何の捻ひねりもなくて、自分のセンスのなさに軽く絶望したけど。

　意外にも彼はそれを聞いて、にこっと嬉うれしそうに微笑んだ。

「うん。……いいよ、それで」

「───ごめん。センスなくて」

「ううん。名前があると、ちゃんと自分が存在してるんだ…って、思えるから」

　そう言うとユウくんは、次は少し寂さびしそうに目を細めた。

「もっとも……肉体はもう、この世には存在してないんだろうけど……」

　すっかり陽ひが沈しずんでしまった秋の空気に、ユウくんの声がしんみりと響ひびいた。

　私の胸が、チクリと小さな痛みを覚える。

　ユウくんの正体が誰だれなのかわからないけど。

　彼がこの世に残した想いを、何とか叶かなえてあげたいって思った。

　人の体を借りてまで甦よみがえってくるってことは、きっとその想いはとても強いものだと思うから──。

「ねぇ、ユウくん」

　姿勢を正して、私はキッとユウくんの顔を見上げた。

「ユウくんは……成仏したいんだよね？」
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「え？」

「想おもいを叶えたら消えてしまうかもしれないけど……。それでもユウくんは、いいんだよね？」

　真っ直すぐに彼の目を見つめながら真しん剣けんに問うと、ユウくんもスッと背筋を伸のばして力強く頷うなずいた。

「……うん。いつまでもこの体を借りるのは、彼に申し訳ないからね」

「……ん。……わかった」

「それに……何となく、僕には時間がないような気がするんだ」

「え？」

「覚えてないからハッキリとは言えないけど……。早くしなきゃって焦あせるような気持ちがずっとあって……。だからもしかしたら、想いを叶える叶えないに関係なく、その時が来たら僕は……消えてしまうのかもしれないね」

「…………」

「それならちゃんと、叶えてから消えたいんだ。──せっかくこうして、この体を借りることが出来たんだから」

　ユウくんの笑え顔がおはとても儚はかなくて、今にも闇やみの中に消えてしまいそうだった。

　それが本当に切なくて、胸がキュウッて苦しくなる。

　私も覚かく悟ごを決めて、ゆっくりと大きく頷いた。

「私も、協力するよ」

「え？」

　ユウくんは、少しびっくりしたみたいに緩ゆるく目を見張った。

「ユウくんがちゃんと成じよう仏ぶつ出来るように、私も協力する」

「…………」

「だから色々教えて。ユウくんのこと」

　ぐっと膝ひざを詰つめると、ユウくんは少し困ったような表情になった。

「教えてって言われても……。さっき言ったみたいに、僕は君のこと以外は何も覚えてないんだ……」

「ん、それはわかったけど……。例えばユウくんが体を借りられるのって、折坂くんだけなの？」

「……うん。何故なぜかはわからないけど、そうみたいだね」

「自分の意思で、自由に借りられるの？」

「いや。現れるのも消えるのも、いつも突とつ然ぜんだよ。気付いたら乗り移ってるみたいな……そんな感じ」

「……そうなんだ」

「あと大体、いつもこのぐらいの時間だな。夕方から夜にかけての……約二時間ぐらい」

「それ以外の時間はどうしてるの？」

「……わからない。……でも時々、彼の目を通して物を見ている時はあるよ。朝だったり昼だったり、不規則だけどね」

　ユウくんの言葉を聞いて、私はウーンと考え込む。

　ユウくんが折坂くんの意識を乗っ取ってる間、折坂くんの記き憶おくは全く無くなってしまうみたいだけど……ユウくんの場合はそうじゃないみたい。

　それに夕方だけっていうのも……何か意味があるのかな……。

「でも……本当に何なんだろう」

　不意にユウくんが呟つぶやき、私は「え？」と言ってユウくんの顔を見上げた。

「君への告白じゃないんだとしたら、僕が思い残したことって一体……」

　その時、私のカバンの中からメールアプリの独特な通知音が鳴った。

　ユウくんは口を噤つぐみ、私はカバンからスマホを取り出す。

「わ、ヤバい、お母さんからだ！　もう帰んなきゃ」

　画面に映し出された『今どこにいるの？』の文字と、怒おこった顔のスタンプを見て私は慌あわててお母さんに返事を返した。

　すぐに既き読どくがついたのを確かく認にんしてからスマホをしまい、ユウくんに向き直る。

「ごめん、何か言いかけてた？」

　焦りぎみに聞くと、ユウくんは小さく笑いながら首を横に振ふった。

「……ううん。何でもないよ」

「え？　でも……」

「ホントに。もう暗いし、帰ろう。家まで送るよ」

　優やさしく言いながらユウくんは立ち上がり、おもむろに私に向かって手を差し出した。

　摑つかまれって意味なんだと気付き、ドキッと心臓が鳴る。

　躊躇ためらいながらその手を握にぎり返すと、ユウくんの手はヒンヤリと冷たかった。

　ゆっくりと、体を引っ張り起こされる。

「あ……ありがと……」

　すぐ間近にある彼の顔にドギマギしながらお礼を言うと、ユウくんは柔やわらかくにこっと微ほほ笑えんだ。

　それでもやっぱりその顔は、クラスメートの折坂くんで。

　私はこの時、一体どっちにドギマギしているのか、よくわからなくなってしまったのだった。







[image: 第四章　芸術コース]




「時々ね、こうして歩いていると、あ、ここ知ってるって思う時があるんだ」

　私の家に向かって歩きながら、不意にユウくんがそんなことを口にした。

　驚おどろいて、私は横を歩くユウくんの顔を見上げる。

「えっ、ホントに!?」

「うん」

「じゃあこの辺は!?　この辺は見覚えある？」

　勢い込んで聞くと、ユウくんは目を細めて少し辺りを見晴るかすような仕草をした。

「……うん。そうだね」

「ホントに!?」

「うん、でも……。どっちかっていうとこの辺りは、知ってるって言うより懐なつかしい感じ」

　私はキョトンと首をかしげる。

　何だかよくわからないけど……ユウくんはこの場所を知ってるってことだよね？

　ここは、私の家の目と鼻の先。

　じゃあユウくんは、ホントに物もの凄すごく私に近い人なのかもしれないな……。

　でも私の周りで亡なくなった人がいたなんて情報はないけど……。

「…………っ」

　その時、横から小さな呻うめき声が聞こえた。

　我に返って振り返ると、ユウくんが頭を押さえて苦痛に歪ゆがんだ顔をしている。

「ユ、ユウくん!?　大だい丈じよう夫ぶ？」

　とっさに彼の腕うでを摑むと、ユウくんは深く項うな垂だれるようにして俯うつむいた。

　直後、ビクン！　と、大きく体が跳はねる。

　息を詰めてそんな彼を見つめていると。

　ユウくんは、ゆっくりと下げていた頭を上げた。

「…………」

　ぼんやりと、前方を見つめる。

　そうしてすぐさま、ハッと辺りを見み渡わたした。

「…………っ！」

　横に佇たたずんでいる私に気付き、ユウくんはギクッとしたように大きく目を見開いた。

（あ……もしかして……）

　彼の仕草を見て、私はピンとくる。

　今の彼はもうユウくんじゃなくて、折坂くんに戻もどってるんだ───。

「……どこだよ、ここ」

「あー、あのね、折坂くん」

　動どう揺ようしたように髪かみを搔かき上げる折坂くんに、私は焦あせって向き直った。

　えーと……。

　な、何から説明したらいいんだろ……。

「俺達確か、屋上にいたよな？……それに、まだ夕方だったはず……」

「お、落ち着いて、折坂くん」

「落ち着けっつったって、俺また…っ」

「だからっ！　今から全部説明するから！」

　興奮する彼を何とか落ち着かせる為ために、彼に負けないような大声を出すと。

　折坂くんは、ぐっと言葉を飲み込んだ。

　私を見つめる目は、不安げにオドオドと揺ゆれている。

　……だけどまぁ、ホントに。

　ユウくんとは丸っきり、雰ふん囲い気き変わるよな……。

「説明って……何かわかったのか？」

「うん」

「なんだよっ？　一体何が…っ」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってってば！」

　どうどう、と馬を宥なだめるように、私は両手を広げて彼の興奮を鎮しずめようとした。

　でも今から説明するって言っても……全部説明するのにかなり時間かかりそうだし……。

　だからってこれ以上遅おそくなるのはお母さんに怒られるよなぁ……。

　私はチラッと、辻つじの向こうに見える自分の家に目を向けた。

「折坂くん、まだ時間大丈夫？」

「え？」

「私の家すぐそこだから、寄ってかない？　よかったらうちで、全部説明するから……」

「…………」

　折坂くんは少し、面めん食くらったようだった。

　いきなり仲良くもない女子の部屋に入ることに抵てい抗こうを感じたのかもしれないけど、真実を知りたい気持ちが勝ったのか、しばらく考えた後にゆっくりと頷うなずいた。

「────わかった。行く」
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「ちょっとちょっと、誰だれなのあの男の子。彼氏？」

　お茶の用意をしている私の横で、お母さんが目を輝かがやかせて興きよう味み津しん々しんに話しかけてくる。

　……まぁ確かに、私が男の子連れてくるのなんか初めてだから、色々聞きたくなるのはわかるけど。

　ぶっちゃけかなり、鬱うつ陶とうしい。

「だからー。学祭委員の話するだけだってば！　折坂くんはただのクラスメート！」

「あら、そうなの？　でも結構イケメンよね。よかったら晩ご飯食べていっても……」

「もーいーってばっ！　部屋覗のぞきに来たりしないでよっ！」

　まだ何か言いたそうなお母さんにピシャッ！　と言い捨ててから、私はお茶を載のせたお盆ぼんを手にしてリビングを出た。

　二階の部屋へ戻ると、折坂くんはビクッと体を揺らせてから少し恥はずかしそうにペコンと頭を下げた。

　女の子の部屋に慣れていないのか、何故なぜか正座で所在なげにソワソワしている。

「楽にしてね」

「……うん」

「お茶、どうぞ」

「あ…ありがとう」

　少し落ち着いたのか、折坂くんからさっきまでのピリピリした様子は消えていた。

　代わりに少し緊きん張ちようの色が浮うかんでいる。

　喉のどが渇かわいていたのか、出した紅茶にすぐに口を付けていた。

「えっと……ね。何から説明していいのかわかんないんだけど……」

　おもむろに話し始めると、折坂くんはカップをソーサーに戻してスッと顔を上げた。

　ある程度の覚かく悟ごは決めているのか、真っ直すぐに引き結ばれた唇くちびるからは意思の強さが感じられた。

　それから私は、屋上での出来事をなるべく順を追って丁てい寧ねいに説明した。

　それでもやっぱり、幽ゆう霊れいに体を乗っ取られていたと言うくだりを聞いた時の折坂くんは、びっくりして少し青ざめていたけど──…。

　とにかく質問は全部後にしてね、と話す前に言っていたので、折坂くんは最後まで、ただじっと私の話に耳を傾かたむけていた。

　途と中ちゆうから足を崩くずし、話が終わる頃ころには少し額に汗あせが滲にじんでいるみたいだった。

「やっぱり……そうだったのか……」

　口元を大きな手で覆おおいながら、折坂くんは上うわ擦ずった声でそう言った。

　やっぱりという言葉に驚おどろいて、私は思わず身を乗り出す。

「やっぱり…って、幽霊に取り憑つかれてるって、薄うす々うす気付いてたってこと？」

「うん……」

　そこで私はハッとあの時の折坂くんの台詞せりふを思い出した。

「あ、そう言えば折坂くん、心当たりあるって言ってたよね？　それってもしかして、ユウくんの正体が誰か心当たりがあるってこと？」

「いや、それはわかんないけど……」

「え？」

「俺の曾ひいばあちゃん、青森でイタコやってたらしいんだ。……今まで霊感なんかまるでなかったけど、もしかしたら……そういう血筋で、霊とかが乗り移りやすい体質なのかもしれない……」

「…………」

　────は？

　イタコ……？

　イタコって、何だったっけ？

　ってか折坂くん、冗じよう談だんで言ってるんじゃないよね……？

　彼の表情を見てどうやら本気で言ってるらしいと察した私は、必死で頭の中のイタコ情報を引っ張り出そうとした。

　イタコって確か……霊を自分に乗り移らせて、霊の代わりに相手に思いを伝える、とか……なんかそんなんだったような。

　つまり折坂くんは元々憑ひよう依い体質で、ユウくんの思いを誰かに伝える為に、今回選ばれた…って、こと？

　うーん……。

　何だかにわかには信じがたいけど……。

「てか、長谷部の方こそ心当たりない訳？」

　探さぐるように折坂くんに問われて、私はえ？　と首を傾かしげた。

「え？　じゃねーよ。あんたのことだけ覚えてるって、そいつ言ったんだよな？　だったらどう考えてもあんたの周りの人間だろ」

「……うーん。でも……そんな心当たり、ない」

「単純に考えれば同じ学校の奴やつだろうけど……。確かに最近生徒の誰かが死んだなんて聞いたことねーしな」

「うん。そうなんだよね……」

　折坂くんは腕うでを組み、考えるように目を天てん井じように向けた。

「となると……芸術コースの奴とか？」

「え？　まさか。私、芸術コースの人となんか丸っきり接点ないよ！」

「そんなのわかんねーじゃねーか。密ひそかに片かた想おもいされてたとかかもしんねーし。芸術コースにかかわらず、例えば同じ塾じゆくに通ってる奴とか、よく行くコンビニの店員とか。……通学途中によく会う奴とか」

「じ、塾には行ってないし、よく行くコンビニの店員に若い人はいなかったし、通学だって……うちの学校の人以外とはあんまり一いつ緒しよにならないし……」

「…………」

　自信なさげにボソボソと答えると、折坂くんはじっと私の顔を見つめたあと、横を向いてふっと小さな溜ため息いきをついた。

「───ま、確かにあんた、そんなタイプじゃないもんな」

「…………」

　さすがにムッとしたけど、何も反論できずに私は黙だまり込んだ。

　どうせっ。

　どうせ私は一ひと目め惚ぼれとか、密かに片想いされるとか、そんなタイプじゃないですよっ。

　そんなこと折坂くんに言われなくたって、自分が一番わかってますよ！

「……じゃあ、まぁとりあえず。明日あした芸術コースから当たってみっか」

　パン！　と膝ひざを叩たたいてから、折坂くんはカバンを手にして立ち上がろうとした。

　中ちゆう腰ごしになった彼を、私は驚いて見上げる。

「え？」

「俺に乗り移るぐらいだから、やっぱり学校が一番可能性高いだろ。とにかく誰かわかんねーと、先に進まねーし」

「て……手伝ってくれるの？」

「は？　当たり前だろ。さっさと願いとやらを叶かなえてもらって、一刻も早く俺の体から出てってほしーよ」

　当然とばかりに折坂くんはキッパリとそう言い切った。

　まぁ確かに、折坂くんの立場からしたらそうなんだろうけど。

　でもたとえ自分の為ためだったんだとしても、協力してくれると言い切った折坂くんはすごく力強く、頼たのもしく感じた。

　それから少しだけ話をして彼を玄げん関かんまで見送る頃には、既すでに時間は９時を回ろうとしていた。

「折坂くん、家ってどこだっけ」

「沢さわ村むら町」

「え、そうなんだ。じゃあ中学隣となりだね」

　意外と折坂くんの家がそんなに離はなれていないことに若じやつ干かん驚きつつ、ふと心配になる。

「こんな時間までお家うちに連れん絡らくしなくて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「大丈夫だよ。吉よし田だ達と遊んでたらしょっちゅうこれぐらいの時間になるし。親も慣れてる」

「……そう。いいね、男の子って」

　呆あきれ口調で言うと、折坂くんはふっと声を漏もらして笑った。

　ユウくんみたいな柔やわらかい笑え顔がおではないけど、折坂くんの自然な笑顔を初めて間近で見て、うっかり私はドキリと胸を弾はずませてしまった。

　だって……今までは不安げだったり、怒おこったような、イライラしたような、ほとんどそんな顔しか見てなかったから。

「じゃあ、また」

「うん」

　軽く手を上げてから、折坂くんはくるりと踵きびすを返した。

　その背中をしばらく見送ってから、私は静かに家の中へと戻もどった。

　何だか怒ど濤とうの一日で、心身ともにぐったり疲つかれてしまったけど。

　まだ根本的に何も解決していないことに気付き、更さらに気が滅め入いる思いだった。

　とにかくこれから、考えることもやることもいっぱいある訳だし。

　折坂くんの為にも、ユウくんの為にも頑がん張ばろう、と。

　私は拳こぶしをぐっと握にぎりしめ、改めて気合いを入れ直したのだった。
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「あ、俺。三浦に学祭委員、代わってもらったから」

　翌朝、下げ駄た箱ばこの前で会った折坂くんは、開口一番そう言った。

　上うわ靴ぐつを片手に、私はポカンと折坂くんの顔を見上げる。

「へっ!?」

「同じ委員だったら、一緒に行動してても不自然じゃないだろ」

「そ、そうだけど……。でも、いつの間に？」

「昨日帰ってから三浦にメールした。アイツも気にしてたみたいで、代わってくれたら助かるってさ」

　淡たん々たんと話す折坂くんに、私は思わず感心してしまった。

　折坂くんて……スゴい行動力あるんだな。

　思い付いたら即そく行動するタイプなのね、多分。

　悶もん々もんと一人で考え込んでしまう私とは、えらい違ちがいだ……。

「で、でも、私も助かる。そろそろ本格的に用意を始めなきゃいけなかったから、一人じゃ不安だったんだ。……ありがとう」

　教室までの廊ろう下かを並んで歩きながらお礼を言うと、折坂くんは少し照れたようにフイと前を向いた。

「別に、あんたの為じゃねーし。自分の為だし」

　口調はぶっきらぼうだったけど、その横顔はうっすら赤く染まっていて。

　それが照れ隠かくしなんだってことは、すぐにわかった。

　なんか……男の子だなぁって感じて、微ほほ笑えましい気持ちになる。

　そのまま教室へ入って自分の席に向かうと、先に登校していた亜美がトコトコと小走りでこちらへやってきた。

「リン、折坂と何かあったの？」

「え、どうして？」

　ドキリとしながら問い返す。

　すると亜美はチラッと折坂くんに視線を投げた。

「だって昨日、やたら折坂のこと聞いてきたし、昼休みには呼び出されてたし、今だって一緒に教室入ってきたじゃん」

「……あー、それは……」

「ちょっとまさか、付き合ってるとか言わないよね？」

「ま、まさか!!」

　慌あわてて私はブンブンと手と首を同時に横に振ふった。

「えーっと、あのね。折坂くん、三浦くんの代わりに学祭委員やってくれることになって……」

「え？　うそ、折坂が？　なんで？」

「なんでって、その……。一人じゃ大変そうだから…って」

「……ふーん？　折坂って、そんなタイプだっけ？」

　何だか腑ふに落ちない様子の亜美だったけど、予よ鈴れいが鳴ったのを機にそのまま自分の席へと戻っていった。

　ふっと息をついてから、私は椅い子すに腰こしを下ろす。

　いくら親友の亜美とはいえ、さすがにホントのことは言えないもんね……。

「…………」

　ぼんやりと、窓の外に目を移す。

　遠く離れた芸術コースの校舎で、ちらちらと人ひと影かげが動くのが見えた。

　はっきり言って、顔までは識別できない。

　折坂くんはまず芸術コースから当たってみるって言ってたけど……それは絶対ないと思うんだけどなぁ……。
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「なんか緊きん張ちようするなぁ……」

　昼休み。

　お弁当を食べたあと、折坂くんと一いつ緒しよに芸術コースの校舎に向かったのだけど。

　私の足取りは、とても重かった。

　あまり足を踏ふみ入れたことのない場所だったし、何故なぜかあの場所には目に見えない厚い壁かべのようなものを感じてしまう。

「まぁ確かに、あそこって行きづらい雰ふん囲い気きだけど。でもとにかく可能性のある所は全部当たってみなきゃしょうがねーじゃん」

「そりゃそうだけど……」

「放課後は委員会もあるし、そろそろ模も擬ぎ店の準備も始まるし、動ける時間どんどん少なくなるんだぞ」

　のろのろと歩く私を振り返りながら、折坂くんは強い語調でそう言った。

　よっぽど早く解決したいのか、折坂くんの鼻息は荒あらい。

　まぁそりゃ……そうだよね。

　一日に二時間程ほどとはいえ、知らない間に体を乗っ取られて好き勝手に動き回られるなんて、気持ちのいいもんじゃないよね。

　しかも、何とも思っていないクラスメートに告白してたなんて。

　……自分だったらと思うとゾッとする。

「あの……すみません」

　考え事をしている間に、折坂くんはいつの間にか芸術コースの男子生徒に話しかけていた。

　私は慌てて折坂くんに駆かけ寄る。

　───ホントにこの人、フットワーク軽いな。

「はい？」

「ちょっと聞きたいことがあるんですけど……。今いいっすか」

「…………何」

「ここ数日の間に、芸術コースで誰だれか亡なくなった人とか、います？」

「は？」

　男子生徒は気味悪そうに眉まゆをひそめる。

　あまりにも直球な質問に、横で聞いていた私でさえギョッとしてしまった。

「……いや。……知らないけど」

「あ、そうっすか。ありがとうございました」

　折坂くんは明るく笑ってお礼を言ったけど、男子生徒はあからさまに怪け訝げんな目を残してその場を立ち去って行った。

　私はチラリと折坂くんの横顔を見上げる。

「……折坂くん。もうちょっと、オブラートに包んで聞いた方がよくない？」

「は？　なんで。遠回しに聞いてもしょーがねーだろ。時間のムダだよ」

　ピシャッと撥はねつけられて、私は内心で深々と溜ため息いきをついた。

　そりゃそうかもしれないけどさ……。

　ただでさえ普ふ通つう科の生徒ってだけでも浮ういてるのに、これじゃあ完全に悪目立ちだよ……。

　その後、すれ違った生徒数人に同じ質問をしたけど、返ってきた答えはいずれも『知らない』というものだった。

　あっという間に昼休みの終わりを告げる予鈴が鳴り、私達は急いで芸術コースの校舎を後にする。

「……うーん。うちの生徒じゃねーのかなぁ……」

　小走りで教室に向かいながら、折坂くんは困ったように呟つぶやいた。

「だから言ったじゃない、違うと思うって」

「でも普通科にも最近死んだ生徒なんかいなかったんだぜ」

「……そうだけど」

「普通に考えたら同じ学校の奴やつっていうのが一番可能性高いじゃん」

「…………ん」

「あ、もしかして。中学の同級生、とか？」

　それを聞いて、私はハッと昨日のユウくんの言葉を思い出した。

「そう言えば……ユウくん、私の家の近所に見覚えあるって言ってた！」

「はっ？　なんでそれ早く言わねーんだよ」

　折坂くんは呆あきれたような目で私を振り返る。

「しょうがないでしょ、色々あって忘れてたんだから！」

「だからって、んな肝かん心じんなこと忘れんなよ。それだけで充じゆう分ぶん絞しぼれるだろ」

　それからしばらく言い合いを続けていた私達だったけど、教室が近付いてきたのでどちらからともなく口を噤つぐんだ。

　そのまま教室に入り、それぞれの席に着く。

　授業が始まってからも、私はまだ折坂くんの言葉にムカムカしていた。

　そりゃ確かに私はヌケてるとこあるけど……ちょっとズケズケ言いすぎじゃない？

　ホンっトに、ユウくんとは比べ物にならないぐらい口が悪いよ……。

　そこでふと、昨日のユウくんの様子が頭の中に蘇よみがえる。

　少し懐なつかしそうに、私んちの近所の景色を眺ながめていた彼。

　────ねぇ、ユウくん。

　あなたはホントに……一体何者なんだろう……。
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「看板作りと、釣つり銭せんの用意。あとは当日の店番のシフト決めぐらいか」

　今日の学祭委員が終わり、私と折坂くんは一いつ旦たん教室に戻もどってきていた。

　学祭までのスケジュールを、向かい合って相談する。

　ユウくんには申し訳ないけど……。

　優先順位はどうしても、学祭のことになっちゃうんだよね。

　ホントに……なんでこんな忙いそがしい委員に当たっちゃったんだろ。

　委員会さえなければ、もっとユウくんのことに時間も気持ちも割さけるのに。

「看板は明日あしたから皆みんなに残ってやってもらえば、二日で出来るだろ」

「うん」

「シフト決めは明日の自習時間使わせてもらうとして……。両りよう替がえは準備日に一いつ緒しよに銀行行くか」

「ん。そうだね」

　紙にスケジュールを書き込みながら、折坂くんはテキパキと話を進めていく。

　うん、うん、と相あい槌づちを打ちながら、私は内心で改めて折坂くんの頼たのもしさに感心してしまっていた。

　あんまり目立たない人だと思ってたけど、意外にリーダーシップを発揮してくれて、ボーッとしてる私をグイグイと引っ張ってくれる。

　きっと私一人じゃこんなにサクサク決められなかったと思うし……。

　口は悪いけど、頼たよりになるし正直ホントに助かったよな……。

「うん、これだと思ったより時間取られないな。幽ゆう霊れいの正体探しに結構時間使えるかも」

　ふぅっと息を吐はき出して、折坂くんは持っていたシャーペンを横に置いた。

　ほんの一いつ瞬しゆん、二人の間に沈ちん黙もくが流れる。

　隣となりのクラスのざわめきが、かえってこの場の静けさを際きわ立だたせた。

「────ちょっとは心当たり、あった訳」

　少し抑おさえ気味の、折坂くんの声が静かに沈黙を破った。

「え？」

「ユウくんとやらの正体。中学の同級生とか」

「ああ…うん。今、中学の友達に聞いてる。まだ返事ないけど」

　脇わきに置いていたスマホを確かく認にんしてから言うと、折坂くんは頰ほお杖づえをつきながらじっと私の顔を見つめてきた。

「中学ん時に付き合ってた男とか？」

「えっ、ち、違ちがうよっ。そんな人、いないし」

「そうなん？」

「う、うん……。今まで誰だれとも付き合ったことないもん」

　すると折坂くんは「ふぅん…」と呟いてから、少し目を伏ふせた。

　秋の夕暮れらしく、遠くでカラスの鳴き声が聞こえてくる。

　何だか妙みようにソワソワし始めた時、折坂くんが目を伏せたままボソッと口を開いた。

「……でもさ、すげぇよな。死んでからも忘れないで、好きな人に会いに行くって」

「…………」

「死んでからも、強い想おもいってやっぱり残るんだな……」

　どこかしんみりした折坂くんの言葉に、私は何も言えなくなる。

　返す言葉が見つからなくて黙だまり込んでいると、折坂くんは更さらに続けた。

「しかも、あんたのことしか覚えてないって。……あんた本気で、そいつに想われてたんだな」

　何故なぜかドキッ、と、心臓が大きく跳はねた。

　何だか驚おどろくことばかりであんまりそのことについて深く考えなかったけど……言われてみれば、確かにそうだよね。

　家族でも友達でもなく、ユウくんは私のことしか覚えてなくて。

　──そして、私に会いに来てくれた。

　好きだって気持ちを、ちゃんと伝えに来てくれたんだ……。

「…………」

　その時、冷えた秋風に乗って、芸術コースの校舎の方から優やさしいピアノの音色が聞こえてきた。

　私は思わず、窓の方に目を向ける。

　綺き麗れいで優しい、キラキラしたその旋せん律りつが、今の私の胸をきゅうっと締しめ付けた。

　聴きいたことあるな……このメロディ……。

「これ……何て曲だったっけ。……タイトル忘れちゃった……」

　独り言の、つもりだった。

　折坂くんの答えを期待してた訳じゃなかったけど。

　俯うつむいた折坂くんが、ポツリと小さく呟つぶやいた。

「シューマンの、トロイメライ」

　びっくりして、私は窓から折坂くんに視線を戻す。

　こう言っちゃ何だけど、折坂くんがクラシックに詳くわしいイメージなんてなかったから。

　ちょっと感動して、私は思わず身を乗り出してしまった。

「そう、トロイメライ！　すごい、折坂くん知ってるんだ！」

「───うん。……多分、弾ひける」

「えっ？　ホントに？　スゴい、意外！　私もピアノ習ってたんだけど、全然上手うまくならなくて小３で辞やめちゃったんだよね」

　そこで折坂くんはゆっくりと顔を上げた。

　目が合った瞬間、ふわり、と蕾つぼみがほころぶような笑え顔がおになる。

（……あ）

　その柔やわらかい笑みを見て、私はもう彼が折坂くんではないことを悟さとった。

　乗り出していた体を引き、おそるおそる口を開く。

「もしかして……ユウくん？」

「うん」

「トロイメライ、答えたのは？」

「僕だよ」

　クスクス笑いながら、彼は答えた。

　この瞬間に立ち会うのは二回目だけど、本当に何の前まえ触ぶれもなくいきなり現れるもんだから心の準備が出来てなくて死ぬほどびっくりする。

　ああ、でも、そう言えば……。

　現れるのはいつも夕方だって、言ってたっけ……。

「やっぱり……そうだよね。なんか折坂くんには悪いけど、おかしいと思ったんだ」

　ハハ…と笑いながら、私は意味もなく頭を搔かいた。

　ぶっちゃけあの口の悪い折坂くんが、サラッとスマートにトロイメライって答えたことに違い和わ感かんあったんだよね。

「でも、じゃあ……やっぱりユウくん、芸術コースの生徒なのかな……」

「え？」

「ピアノ、弾けるんでしょ？」

　新しい手て掛がかりが見つかったと思って弾はずんだ声で聞いたのだけど。

　意外にもユウくんの表情は、どこか冴さえないものだった。

「……どうなんだろう。何となく……そんな気がしただけで、実際弾けるかどうかはわからないし……」

「でも、トロイメライのタイトルすぐに言えたじゃない。普ふ通つうの男子高校生はクラシックの題名なんてすぐには答えられないと思うよ？」

「───そうかな……」

　私はユウくんの腕うでを引いて立たせ、そのまま窓まど際ぎわに向かって真っ直すぐに歩いていく。

　そうしてポツポツと明かりの灯ともり始めた向かいの校舎を指差しながら、ユウくんの顔を仰あおいだ。

「どう？　あれ、芸術コースの校舎。見覚えない？」

「…………」

　ユウくんは窓に手を置いて、しばらくじっと校舎を見つめていたけど。

　やがて目を閉じ、静かに首を横に振ふった。

「……わからない。何も感じない」

　声がすごく沈しずんでいて、そこから滲にじむユウくんの微かすかな苛いら立だちが感じられた。

　彼の苦しそうな顔を見るのが辛つらくて、私は目を逸そらす。

「…………」

　多分、自分が何者かわからないって……想像以上に歯は痒がゆくて辛いものなんだろうな。

　途と切ぎれ途切れにしか記き憶おくがなくて。

　叶かなえたい想いがあって、でもそれが何かはわからなくて。

　きっと、説明し難がたい焦しよう燥そう感かんがあるんだろう。

　折坂くんの体を借りられる時間も限りがあるし、一度眠ねむってしまったら次にまた借りられるとは限らない。

　想いも叶えられないまま消えてしまうのは……成じよう仏ぶつにはならないよね。

　それってきっと『無』に近くて、暗い暗い闇やみの中に沈み込んで二度と戻もどって来られないような……そんな感覚に近いのかもしれない。

　ユウくんの不安を何とか取り除いてあげたくて、私は笑顔でぎゅっと彼の手を握にぎりしめた。

「芸術コースの生徒なら、ここからの景色より向こうからの方が見覚えあるかもしれないよ？」

「…………」

「それにピアノだって弾いてみたらまた何か思い出すかもしれないし。明日あしたにでも音楽室にいって、ピアノに触さわってみよう」

　なるべく明るい声を出して、私はユウくんににっこりと笑いかけた。

　私を見下ろすユウくんの瞳ひとみが揺ゆれ、徐じよ々じよに強こわ張ばっていた表情が和やわらいでいくのがわかる。

　私は更に手に力をこめ、ゆっくりと大きく頷うなずいた。

「昨日よりわかったこと沢たく山さんあるし。絶対に大だい丈じよう夫ぶ。ユウくんの想い、きっと叶うよ」

　────その時。

　グイッと腕を引かれて、ガクンと上半身が大きく揺れた。

　何が起こったのかわからないまま。

　気が付くと私は、ユウくんの腕の中にすっぽりと包み込まれていた。

（……えっ……）

　抱だきしめられたのだと理解したのは、瞬まばたきを３回、繰くり返した後のことだった。

　長めの襟えり足あしが目の前にあって。

　彼の温ぬくもりが、体全体に広がっていくみたいだった。

「───ありがとう……」

　吐と息いきと共に彼の声が耳をくすぐり、私の心臓がバクン！　と大きく跳ねた。

　続けざま鼓こ動どうが、ドキドキドキ…と大暴れし始める。

　もちろんのこと男の人に抱きしめられたなんて生まれて初めてで、脳も体も完全に本来の機能を止めてしまっていた。

　ユウくんは、強く……でも柔らかく私の体を抱きしめる。

「僕の願いが、君に関することっていうのだけは、間ま違ちがいないと思うんだ」

　少し震ふるえた声で、ユウくんはそう言った。

　体を動かすことが出来ずに、私はオドオドと瞳だけを空くうにさ迷わせる。

「君がこうして僕の為ために協力してくれることが本当に嬉うれしくて。……でももし、その願いっていうのが、君を苦しめたり哀かなしませたりすることだったらと思うと、怖こわいんだ……」

「…………」

「その時はもう、僕のことなんか気にしないで……放ほうっておいてくれて構わないから」

　ぎゅうっと、ユウくんの腕に微かな力がこもった。

　それを聞いた私は、驚おどろいて身じろぎする。

　まさかユウくんがそんな心配をしてたなんて、思いもしなかった。

　だけど声だけじゃなくてユウくんの体も微かに震えていることに気付き、私はスウッと高こう揚ようしていた気持ちがクールダウンしていくのを感じた。

　そっとユウくんの背中に、手を回す。

　ビクリ、と、怯おびえたように彼の体が震えた。

　その時になって初めて、窓から滑すべり込んできていたピアノの音が、トロイメライから別の曲に変わっていることに気が付いた。

　ああ……この曲なら知ってる。

　この曲は、そう……『愛あいの夢ゆめ』。

　昔よく、誰だれかが弾いてたな……。

　あれは一体、誰だっただろう。

「……ユウくん」

　少し笑いながら小さく彼の名を呼ぶと、今度は少し小さめに彼の体が揺れた。

　私は子供をあやすような手付きで、ポンポン、と彼の背中を優やさしくさすった。

「私はね。ユウくんに、この世に未練を残すことなく旅立ってほしい。心残りがあるままユウくんが消えてしまうことが、一番哀しいよ」

「…………」

「だから大丈夫。ちゃんと最後まで、私はユウくんと一いつ緒しよにいるよ」

　ユウくんはずっと黙だまっていたけど、私が話し終わった瞬しゆん間かん、私の髪かみに深く顔をうずめた。

　顔も見えないし、声も聞こえなかったけど、何となく私はユウくんが泣いているような気がした。

　耳に届く、彼の微かな鼓動と『愛の夢』のどこか切ない旋せん律りつ。

　それを聞きながら、私は改めて決心した。

　ユウくんが何処どこの誰かを突つき止めて、絶対に彼の願いを叶えてあげよう…って。

　そうして絶対に、笑え顔がおで彼とお別れしようって。

「…………」

　夕ゆう陽ひが落ち、暮れなずんでいた空は紫むらさき色いろに変わりつつあった。

　彼の肩かた越ごしに見える教室の風景も、徐々に見えなくなってきている。

　元の体勢に戻るタイミングを計りかねていた、その時。

　ビクッと何かに反応するように、ユウくんの体が揺れた。

　そのまましばらく彼は動かなかったけれど、一いつ拍ぱくの後、おそるおそるというように両の肩をつかまれた。

　そうしてゆっくりと、体を引き離はなされる。

「…………」

　ごく間近で、大きく見開かれた彼の瞳とぶつかった。

　びっくりしたように息を止めている顔を見て、私はハッとする。

　もしかしてもう……折坂くんに戻っちゃったの？

　そう思った次の瞬間。

　暗がりの中でも、彼の顔がみるみる赤く染まってゆくのがわかった。

「……っ、……う、わっ」

　叫さけぶような声を上げて、彼は私から手を離し後方に飛び退のく。

　弾はずみでガタガタッと机にぶつかり、直後彼は「いってぇ……」と呻うめきながらその場にうずくまった。

　どうやら後ずさった時に、足を机にしたたかにぶつけたらしい。

「だ、大丈夫？」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとすると、更さらにもっと慌てたように彼は手を上げて私を制止した。

「いい、来んな。大丈夫だから」

　ピシャリと言われて、私は動きを止める。

　立ったままの姿勢で、私は探さぐるように彼に声をかけた。

「お…折坂くん……だよね？」

「────そうだよ」

　うずくまったまま、折坂くんは私の顔を見ずにぶっきらぼうにそう答えた。

　口元を手で隠かくしている為、顔色はよくわからない。

　でも……今日は折坂くんに戻るの、早かったような……。

　だって多分、まだ30分も経たってないよね……？

「───あ、あのね、折坂く…」

「何やってたんだよ」

「え？」

「俺の意識が戻る前。なんであんな……く、くっついてたんだよ」

　詰きつ問もんするように、目だけでジロリと睨にらみ上げられる。

　何してた…って聞かれても困るんだけど。

　何から説明すればいいのかな……。

「んーと……細かいことはまた後で説明するけど……。話してるうちに色々あって、抱きしめられた…っていうか」

「抱き……っ!?」

　ギョッとしたように折坂くんは立ち上がった。

　見るとさっきよりも、顔が赤くなっている。

　勢いで立ち上がったものの余よ程ほどショックだったのか、折坂くんは再びふらりと膝ひざから崩くずれ落ちた。

　信じられないというように、頭を抱かかえる。

「……勘かん弁べんしてくれよ……。人の体で何やってくれてんだよ……」

　上うわ擦ずった声は今にも泣き出してしまいそうなぐらい、弱々しいものだった。

　何だか私が悪いことをしてしまったような気分になり、彼の目線に合わせるように膝を折る。

　真横から顔を覗のぞき込むと、折坂くんは気持ち私から距きよ離りを取った。

　一歩離れた場所から、もう一度私の顔をジロリと睨む。

「……あんたもちょっと、気を付けろよな」

「え？」

「んなとこ誰かに見られたらどーすんだよ。誤解されてもしんねーぞ」

　───誤解。

　そ、そうか……端はたから見れば、私と折坂くんが抱だき合ってたってことになるんだよね。

　こういう噂うわさって皆みんな好きだし、きっとすぐに広まっちゃう。

　ユウくんのことが解決したら、折坂くんとはまた前みたいな関係に戻もどるんだろうし……。

　それはお互たがい、困るよね……。

「…………」

　何だかちょっとだけ、胸がチクッとした。

　それが何故なぜなのかは、よくわからなかったけど。

「……うん、わかった。……気を付ける」

　しょんぼりと謝ると、折坂くんは赤い顔のままプイと横を向いた。

「…………」

　しん……と、微び妙みような沈ちん黙もくが漂ただよう。

　愛の夢も聞こえなくなっていて、隣となりのクラスのざわざわした声がやたら大きく聞こえた。

　しばらくして折坂くんが、ふっと息をついて立ち上がった。

「もう遅おそいし、帰ろうぜ」

　いくらか気持ちは落ち着いたのか、折坂くんの声はさっきよりも柔やわらかかった。

　ちょっとホッとして、私もゆっくり立ち上がる。

　少し気まずい空気のまま、並んで教室を後にしたのだけど。

　この時私は、いつもより早く消えてしまったユウくんのことが、ひどく気になっていた。
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「は!?　ピアノ？」

　翌日の昼休み。

　お弁当を食べ終わったあと屋上で落ち合い、昨日の教室での出来事を折坂くんに話していたのだけど。

　トロイメライのタイトルを答えたくだりを聞き、折坂くんは肩越しに芸術コースの校舎を振ふり返った。

「じゃあもう、間ま違ちがいなくあそこの生徒じゃん」

「うん。私もそう思ったんだけど……。でもユウくん、あの校舎に見覚えないんだって」

「そんなの、忘れてるだけかもしれないだろ。自分のことも忘れてるくらいだし」

「でも、外の風景で覚えてる場所があるのに、毎日通ってる校舎に見覚えないっておかしくない？　それに、亡なくなった生徒もいないって言ってたし……」

「ああ……そっか」

　気落ちしたように溜ため息いきを吐つき、折坂くんはフェンスに凭もたれて空を仰あおいだ。

　結局、私の中学の方も空振りで、ハッキリ言ってもう完全にお手上げ状態だ。

　もう少しユウくんが何かを思い出してくれれば、手がかりも摑つかめそうなんだけど……。

「あ、あと一つ気になることがあって……」

「え？」

「昨日は折坂くん、元に戻るの早くなかった？」

　疑問を投げ掛かけると、折坂くんは上げていた顔を下げ、顎あごをつまみながら確かに、と呟つぶやいた。

「いつもは２時間ぐらい記き憶おくなくなるのに、昨日は30分ぐらいで元に戻ったよな……」

「でしょ？　私も気になってたんだよね……。なんでなんだろ……」

　そこで私達は、同時に何となく芸術コースの校舎に目を向けた。

　学祭が近いせいか、昼休みにもかかわらず様々な楽器の音が聞こえてくる。

　しばらくして、どこかためらうように折坂くんがボソリと口を開いた。

「何て言うか、説明しづらいんだけどさ……」

「え？」

　校舎から視線を戻すと、折坂くんは今日初めて着てきた合服の袖そでを捲まくりながら、小さく目を伏ふせた。

「意識が戻る直前、なんかすげー、焦あせるみたいな気持ちになったんだ」

「……焦る？」

「多分あれ、俺の感情じゃないと思う。……早くしなきゃ、早くしなきゃ、みたいな」

　驚おどろいて私は折坂くんの顔を見つめる。

　折坂くんは困ったようにガシガシと頭を搔かいた。

「……っ、あー、何て言えばいいんだろ。何ていうか……気持ちが流れ込んでくる、みたいな。……わかんねーかな」

「う、ううん、わかるよ」

　慌てて私はフルフルと首を横に振った。

　だって昨日、それ、私も経験したもん。

　抱きしめられた時に、ユウくんの想おもいみたいなものが、ぶわって流れ込んできたみたいだった。

　自分が何者なのかわからない歯は痒がゆさとか、いつ消えてしまうかわからない焦りとか。

　……そして、私に対する、愛いとしさみたいな優やさしい感情。

　ただとにかく、それらの全すべてが切なくて……。

「もしかして……もう本当に、ユウくん時間がないのかもしれない……」

　何気なく口にしたあと、何だかゾクッとするぐらい怖こわくなった。

　強い想いをのこしたまま消えてしまう……。

　それじゃあ、残った想いは一体何処どこへ行ってしまうんだろう……。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　青い顔をしていたのか、折坂くんが心配そうに声をかけてきてくれた。

　私はハッと我に返る。

　コクリと頷うなずきながら、私はもう一度芸術コースの校舎に目を向けた。

「早く……早く誰だれかを突つき止めなきゃ……」

　自分でもびっくりするぐらい、吐き出した声は焦りが滲にじんで震ふるえていたのだけど。

　それを聞いた折坂くんはおもむろに腕うでを組み、少し慎しん重ちようにも思える声で言った。

「俺、思うんだけどさぁ……」

「え？」

「この際誰かを突き止めるより、やり残したことが何かを考えた方がいいんじゃねーか？」

　折坂くんの言葉の意味がわからなくて、私はポカンとする。

「だって、何処の誰かわからなきゃ、そんなことわかるはずないじゃない」

「でもさ、あんたのこと好きなことだけはハッキリしてるんだろ？……ってことは、あんたに関する何かってことだけは明白じゃん」

「…………」

　まぁ、確かに……。

　ユウくんも昨日、そう言ってたけど。

「好きな奴やつに関することでやり残したことって考えたら、だいぶ絞しぼられてくるんじゃねーの？」

「……例えば？」

「まぁ普ふ通つうに考えたら、告白だよな。ずっと片想いで、気持ちを伝えないまま死んだのが心残りだった、とか」

「ユウくんもそう思って真っ先に私に告白しに来てくれたけど、でも結局成じよう仏ぶつは出来なかった…って言ってた。だからきっと、他ほかのことなんだろうって……」

　腕を組んだまま、折坂くんはうーんと低く唸うなる。

　金かな網あみに指を引っ掛けて、私はグラウンドでサッカーをしている男子の集団を見下ろした。

「高校生ぐらいの男の子が好きな女の子としたいこと…って、何だろう」

「…………」

「死んでも死にきれない想いって、何なんだろう……」

　私にはわからないことなので、折坂くんに水を向けてみる。

　折坂くんは、えっと言って目を丸くし、直後困ったように瞳ひとみをウロウロさせた。

「そりゃ……付き合いたい、とか、デートしたいとか。……手繫つなぎたい、とか？」

「…………。なんか……言っちゃ何だけど大したことじゃないよね。……そんなことで、死んでも死にきれないなんて思うかなぁ」

　何だか、ピンと来なかった。

　腑ふに落ちていない様子の私を見て、折坂くんはムッとしたように身を乗り出してきた。

「そう言うけどな、そいつにとっては大きなことかもしんねーだろ！　それに吉田なんか、童どう貞ていのままじゃ死んでも死にきれねーってよく言ってんぞ」

「…………」

　あまりの低次元な発言に、呆あきれて半目で折坂くんを見返すと。

　折坂くんは真っ赤になって、私を睨にらみ返してきた。

「言っとくけどな！　高校生男子なんて皆みんなそんなもんだぞ！　どこの誰でもそんな大差ねーからな！」

　────そりゃそうかもしれないけどさ。

　実際口に出して言われると、生々しすぎて引くわ。

　力説した折坂くんを見て頭痛を覚え、私はこめかみを押さえながら溜息をついた。

「万が一そういうのが叶かなえたい願いだとして、だったらどうする訳？　魂たましいはユウくんでも、肉体は折坂くんなんだよ？　私と折坂くんがそういうことするの？　手繫いだり……それ以上のことも？」

「…………っ」

「あり得ないでしょ」

「……あり得ねーな……」

　微び妙みような空気が流れ、何だか気まずくなって私達はどちらからともなく視線を外した。

　折坂くんはあんな風に言ったけど……。

　私はユウくんの叶えたい願いは、そんなことじゃないような気がした。

　私に関することだとしても、恋れん愛あいごととは違ちがう、もっと別のこと……。

　それが何かはわからないけど、全然根こん拠きよもないけど……ただ漠ばく然ぜんと、そう思った。

　それは多分、昨日ユウくんが私を抱だきしめながら『君を苦しめたりするのが怖い』って……震える声で言ったのを聞いたから。

　あんな風に言ったユウくんが、私の気持ちを無視したことなんて願わないんじゃないかな…って。

　単純にそう、思うんだけどな……。

「……あっつ」

　横を向きながらそう呟つぶやいて、折坂くんは右手でパタパタと顔を扇あおいでいた。

　心なしかまだ、顔が赤い。

　私はその横顔を、じっと見つめる。

　プール灼やけの名残なごりの、少し浅黒い肌はだ。

　意思の強そうな瞳。

　細い首にかかる、長めの襟えり足あし。

　……そう言えば昨日抱きしめられた時、この襟足が目の前にあったんだっけ……。

（……うわ。なんか今いま頃ごろになってドキドキしてきちゃったよ……）

　昨日は突とつ然ぜんのことすぎて、トキメキよりもパニックの方が大きかったけど。

　本人の意思はともかく、抱きしめられたのは間違いなく目の前のこの人な訳で。

　そう思った瞬しゆん間かん、昨日頰ほおに当たった彼の胸の感かん触しよくとか息いき遣づかいなんかが生々しく蘇よみがえってきて、私の心臓がバクバク言い始めた。

　……うう。ヤバい。

　さっきあんな話をしたせいだ。

　きっと私も今、折坂くんに負けないくらい赤い顔してるよ……。

　その時、まるで助け船のように予よ鈴れいのチャイムが鳴った。

　私はホッと息をつく。

「……戻ろっか」

「……うん」

　心なしか、折坂くんもホッとしてるみたいだった。

　屋上にいた他の生徒達が、ぞろぞろと吸い込まれるように一つのドアに向かって歩いていく。

　私達はその一番後ろに続いた。

「……とりあえず、今日の放課後音楽室に行ってみようぜ」

　教室に向かって歩きながら、不意に折坂くんがそう言った。

「音楽室？」

「ピアノ。なんか手がかり、見つかるかもしんねーし」

　あ…と、私は目を見張る。

　折坂くんは前を向いたまま言葉を続けた。

「初めはなんか、さっさと俺の体から出てってくれ…って思ってただけだったけど。……ここまで来たら、ちゃんとそいつの願いを叶えさせて、成仏してほしいって思うよ」

　覚かく悟ごを決めたみたいな、さっきよりももっと凜りんとした折坂くんの横顔。

　それを見て、またも私の胸がドキッと弾はずむ。

「……折坂くん……」

「なんか、どこまで出来るかわかんねーけど……最後までガンバローな」

　そこでようやく折坂くんは私を見て、どこかぎこちなく微ほほ笑えんだ。

　ちょっと感動して、何だか胸がいっぱいになる。

「───うん……」

　私もぎこちなく、彼に微笑み返した。

　言葉とか態度とか乱暴だし、たまに空気読まない発言するけど……。

　彼の本質が優やさしい人なんだってわかって。

　何だかこの時、私は無む性しように嬉うれしかった。
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　今日の放課後から、うちのクラスは残って模も擬ぎ店の看板作り。

　部活や塾じゆくで帰った人を除いて、残って作業をする生徒は大体クラスの半分ぐらいだった。

　私と折坂くんは、二人で材料を取りに会議室へ向かう。

「どのタイミングで音楽室に行くかだよなー」

「そうだね」

　一刻も早くユウくんの為ために動いてあげたいものの、私達は学祭委員。

　クラスの皆に作業をさせて自分達だけウロウロ私用で出ていく訳にはいかないのだ。

「とにかく、もし何かのタイミングでユウの奴やつが降りてきたら、委員会の用事だとか適当に理由つけて脱ぬけ出せよ」

「でも……大だい丈じよう夫ぶかな」

「前半ちゃんと手伝えば大丈夫だよ。何にしろ時間がないんだからさ」

　ユウくんの焦あせりを直じかに感じたからか、折坂くんの声はどこか神しん妙みようなものだった。

　私は前を見ながらコクリと頷うなずく。

　今いま更さらだけど。

　私は折坂くんに大きな感謝の気持ちを覚えていた。

　委員会のことにしろ、ユウくんのことにしろ、前に立ってグイグイ引っ張ってくれる折坂くんの存在は本当に有り難がたかった。

　私一人じゃきっとオロオロするだけで、こんなに手て際ぎわよく事を進めることは出来なかったはずだから……。




　それからすぐに会議室に到とう着ちやくしたので、そこで一いつ旦たん会話が途と切ぎれた。

　私達のクラス、２‐３の付ふ箋せんが貼はられた二枚のベニヤ板を、折坂くんはひょいと片手で担かつぎ上げる。

　続けて下のペンキに手を伸のばしたので、私は驚おどろいてそれを制した。

「い、いいよ、これぐらい持つよ」

「でも二つは重いだろ」

「平気だよ、これぐらい」

「じゃあ一個持って」

　ケロッと答えて会議室を出る折坂くんを、私は呆ぼう然ぜんと見つめる。

　我に返り、一つのペンキを持って慌あわててその後を追った。

　横に並んでそろりと折坂くんの顔を見上げる。

「……重くない？」

「全然」

　折坂くんは笑って首を横に振ふった。

　ありがとう、と呟くと、ちょっとはにかんだように、ん、とだけ返事する。

　野球部エースの三浦くんとかと比べたら細身だなって思ってたけど、こんなに重そうなの軽々持てたりして……細く見えても、やっぱり男の子なんだな……。

　そう思った瞬間、何故なぜだか急に胸がドキドキしてきた。

（あれ……なんだろ、これ）

　前まえ触ぶれもなく弾み始めた胸を、私は空いた方の手でそっと押さえ付けた。
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「ねー、デザインの紙どこー？」

「ここって何色にする？」

「目立つ方がいいよね」

「あれ、ここなんか歪ゆがんでね？」

「マジかよ、誰だれだよ線引いたヤツ」

　教室内はガヤガヤと賑にぎやかな声が飛び交かっている。

　残っているメンバーはこういうお祭り騒さわぎが好きなのか、皆みんなとても活気があった。

　作業をしながら、私は男子の輪の中にいる折坂くんを注意深く観察していた。

　笑いながら作業をしている折坂くんは、普ふ通つうの高校生男子だった。

　落ち着いた物もの腰ごしのユウくんとは、やっぱりどこか違ちがっている。

（ユウくんて……なんか不思議な人なんだよなぁ……）

　大人びてるようで、でも純真無む垢くな少年みたいに思える時もある。

　私のこと知ってるらしいけど……。

　あんな雰ふん囲い気きを纏まとった男の子なんて、周りにいなかったし。

　ホントに……一体ユウくんって、どこの誰なんだろう……。

「おい折坂。どうした？」

　陽ひが少し翳かげってきて、教室内に電気が点ともった頃ころ。

　いつしか作業に没ぼつ頭とうしていた私は、どこかから聞こえてきた声にギクッと体を震ふるわせた。

　慌てて折坂くんの方を振り返る。

　ベニヤ板を支えていた折坂くんが、突とつ然ぜん手を離はなしたらしい。

　深く俯うつむいてこめかみを押さえている折坂くんを、周りの男子達が心配そうに見つめていた。

　それを見て、私はピンとくる。

（ユウくんだ……！）

　そう直感した私は、ガタッと椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　なるべく平静を装いながら、彼に近付く。

「折坂くん」

　肩かたを叩たたいて声をかけると、折坂くんはどこかぼんやりした様子でこちらを振り向いた。

　私の顔を見て、少しホッとしたような笑えみを浮うかべる。

　それを見て確信した私は、彼の腕うでを引きながら周りにいる男子達に声をかけた。

「ごめん。今からちょっと委員会の用事があるから、脱けていい？」

「え。……ああ、うん」

　数人の男子が戸と惑まどいながらも頷いてくれたのを見て、私はそのまま彼の腕を引いて教室を出た。

　後ろ手でドアを閉めてから、私はふうっと大きく息を吐はき出した。

　チラッと横に立つ彼の顔を見上げる。

「ユウくん……だよね？」

「うん」

　探さぐるように尋たずねると、ユウくんはにこっと屈くつ託たくなく笑った。

　昨日の沈しずんだ様子もなく、再び現れてくれたことに私は安あん堵どする。

　そっと胸を押さえて、私も応こたえるようにユウくんに笑い返した。

「……よかった……」

「え？」

「また会えたから」

　吐と息いき交じりに呟つぶやいた私に、ユウくんは少しびっくりしたように目を見張った。

　私はすぐに我に返って、再びユウくんの腕を引く。

　そうだ、のんびりしてる場合じゃなかったんだ。

「行こう、ユウくん」

「えっ、何処どこに？」

「音楽室だよ！」

「ああ……ピアノ？」

「そう！」

　サクサクと会話しながら、私達は一階の音楽室へ向かった。

　普通科にあるピアノは、この音楽室にあるもの一台だけだ。

　普通科の演目でピアノを使うものはなかったはずだから、放課後なら使えるはず。

　────と、思って、音楽室へ繰くり出したのだけど。

「…………！」

　一階に着いた瞬しゆん間かんから、何やら騒がしい音が鼓こ膜まくを打ち付けた。

　ボン、ボン、というベースの音に、ガシャーンというドラムの音。

　がなりたてるような、大きな歌声。

「うわ……軽音部……」

　後ろの窓からそろりと音楽室を覗のぞき込んだ私は、中の様子を見て思わず呻うめいてしまった。

　音楽室の中では、軽音部の部員達が演奏の練習をしている。

　確かにピアノは使ってないけど……少し弾ひかせてくださいとはとても言い出せない雰囲気だ。

「……どうしよ……」

　途と方ほうに暮れて、私はユウくんと目を見み交かわせた。

　けたたましい音楽をバックに、膝ひざを抱かかえて考え込む。

　この人達はまだまだ練習終わる気配はないし……。

　終わるまで待ってたら、またユウくん消えちゃうかもしれない……。

「しょうがない。こうなったら、背に腹は代えられないわ！」

　パシッ！　と膝を叩いて立ち上がり、私は元来た道を戻もどり始めた。

　ユウくんは慌てたように私の後をついてくる。

「どうするの？」

「芸術コースに行ってみる。あそこはこっちと違って沢たく山さんピアノがあるから、どれか一つぐらい借りられるかもしれない」

　それに、もしユウくんが芸術コースの生徒なら、何か思い出すかもしれないし。

　普段の私なら物もの怖おじして、絶対に自ら芸術コースに行こうなんて思わないはずだけど。

　頑がん張ばろうって言ってくれた折坂くんに感化されたのか、この時の私は妙みようにアグレッシブだった。
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　真ん中の校舎を越こえて芸術コースの校舎に入ると、さすがというべきか、まだ沢山の生徒が残っていた。

　芸術コースにとって、学祭は一年に一度の腕の見せどころ。

　毎年この時期は生徒皆やる気に漲みなぎって、とても活気に溢あふれている。

　防音設備のしっかり整った練習室がズラリと並び、楽がく譜ふを持った生徒達が右往左往していた。

　さすがにその雰囲気に飲まれそうになったけど、意外にも私達二人を気にする生徒はそんなにいなかった。

　……忙いそがしくて、眼中にないだけなのかもしれないけど。

「すご……。ピアノの練習室だけで七つもあるよ……。こっちの二室はグランドピアノ設備だって」

　改めて、本格的な設備に少し気き後おくれする。

　こりゃあ、こっちの人達が普通科の生徒と一いつ緒しよにしてほしくないって言ってるっていうの、ちょっと納なつ得とくだわ……。

「どこも使用中ってなってるね……」

　ドアのノブには、どこの練習室にも使用中の札がかけられていた。

　それを見たユウくんも、少し残念そうな声を出す。

　万ばん策さく尽つきたか……と、ガックリ肩を落としたその時。

　一つの練習室のドアが、ガチャッと開いた。

　ブルーのネクタイをした女子生徒が二人、中から出てくる。

　掛かけていた使用中の札をひっくり返そうとしているのを見て、私はとっさにその二人に声をかけた。

「あのっ、すみません！」

　突然赤ネクタイの見知らぬ生徒に話しかけられて驚いたのか、その女子生徒達はビクッと大きく体を震わせた。

　まるで不ふ審しん者にでも出くわした時のように、私達から距きよ離りをとる。

「は、はい？」

「すみません、ちょっとだけでいいんで、ピアノ貸して貰もらえませんか？」

「……え」

「10分……いえ、５分だけでもいいですから！」

　お願いします！　と言って深々と頭を下げると、二人は困こん惑わくしたように視線を絡からませた。

「じゃあ……少しだけなら」

　それでも何とか必死さが伝わったのか、二人はどうぞ、と言って一度閉めた練習室のドアを開けてくれた。

　初めて入った、芸術コースのピアノ練習室。

　二台並んだピアノを見て、サッと背筋を緊きん張ちようが走り抜ぬけた。

　近所にかの有名な綾城学園があり、ホントはお母さんは私をここの芸術コースに通わせたかったらしくて、小学校に上がると同時にピアノを習わされていたのだけど。

　残念ながら、私にはさっぱりピアノの才能はなかったらしく、結局練習が苦痛になって高学年に上がる前には教室を辞やめてしまった。

　誰だれも弾かなくなったピアノは日が経たつにつれ物置になり、ついに三年前、かさ張ると言って売られてしまい。

　それ以降、ピアノには触ふれてもいない。

「ユウくん、座って」

　ドアのところに立ち尽つくしていたユウくんを促うながすと、ユウくんはハッとしたように息を飲んだ。

　そうして一台のピアノの前に腰こしを下ろす。

　女子生徒二人は、今から何が始まるのかと興味深げにユウくんを眺ながめていた。

　カタリ、とユウくんはピアノの蓋ふたをおもむろに開ける。

「…………」

　ユウくんはしばらく何かを考え込むように、じっと鍵けん盤ばんを見下ろしていた。

　私はもう一台のピアノの前に腰を下ろし、ユウくんの横顔を窺うかがった。

「……どう？　何か思い出したこと、ある？」

「…………」

　私の問いかけに、ユウくんは何も答えなかった。

　代わりに両手をゆっくりと鍵盤の上に置く。

　その慣れた所作に目を見張った、その時。

　ユウくんの指先から、柔やわらかい旋せん律りつが奏かなでられ始めた。

「…………！」

『愛の夢』に似た、優やさしくて、でもどこか切ないメロディ。

　その曲の冒ぼう頭とう部分には聞き覚えがあり、何故なぜか懐なつかしさを覚えた。

　はるか昔の記き憶おくを揺ゆり動かすような……郷きよう愁しゆうにも似た気持ちにさせるこの曲は、一体何だっただろう……。

　頭の中に楽譜があるのか、ユウくんは目を閉じて弾いている。

　倣ならうように私も目を閉じて、しばらくじっとユウくんの紡つむぐ音の世界に浸ひたっていたのだけど。

　ある瞬しゆん間かん、まるで急ブレーキを踏ふむようにユウくんは演奏を止めてしまった。

「…………！」

　現実に引き戻された私は、バチッと目を開ける。

　ユウくんは鍵盤に指を置いたまま、固まったように動かなかった。

「ユ、ユウくん……？　どうしたの？」

「この先が……思い出せない……」

　どこか呆ぼう然ぜんとしたような声で、ユウくんは独り言のようにそう言った。

　何と声をかけようかと一瞬迷っていると。

　ドアの方に立っていた女子生徒二人が、パチパチと同時にユウくんに拍はく手しゆを送った。

　私はハッと二人を振ふり返る。

「すごい上手ですね。びっくりしました」

「ええ。かなりの技術ですよ。ホントに普ふ通つう科の生徒なんですか？」

　二人はユウくんのピアノの技術に、心底感心したようだった。

　素人しろうとの耳でも上手うまいと思ったけど、ピアノ科の生徒がこう言うのだからユウくんのピアノの実力は相当なものなのだろう。

「あ、あの……今の曲の題名、何でしたっけ？」

　どうしても思い出せずに尋たずねると、二人は顔を見合わせながら首を捻ひねった。

「さぁ……聞いたことないですけど」

「え？」

「私も聞いたことないです。少なくとも有名なクラシックとかではないですよ。マイナーな近代曲とかならちょっとわからないですけど……」

　驚おどろいて私は息を飲む。

　そんな……だって。

　冒頭部分だけとはいえ、私が聞いたことあるのに？

　ピアノを辞やめて久しい私が知ってて、ピアノ科の彼女達が知らないって……そんなことあるの？

　ユウくんが弾ひいたさっきの曲って、一体……。

「……あのぅ……」

　考え込んでいると、女生徒の一人が遠えん慮りよがちに口を開いた。

「もういいですか？　そろそろ帰りたいんですけど……」

「えっ、あ……ごめんなさい！」

　慌あわてて私は立ち上がり、まだどこかボンヤリしているユウくんの腕うでを引いた。

　ユウくんもハッとしたように私を見上げ、立ち上がる。

「あ、ありがとうございました！　助かりました！」

　練習室を出たところでお礼を言うと、二人はどういたしまして、とにこやかに答えてくれた。

　……急なお願いだったのに快かい諾だくしてくれて……いい人達だったな。

　なんかちょっと芸術コースの人達のこと、誤解してたかも。

　ってゆーか、普通科の生徒が勝手に卑ひ屈くつになってコンプレックス持ってるだけなのかもね……。

（……って、そんなことはどうでもよくてっ！）

　私は横に立つユウくんの顔を勢いよく仰あおいだ。

「ユウくん、さっき弾いた曲は何？　あの人達は知らないって言ってたけど、私はどこかで聞いたことあるの！……あの曲って……」

「ピアノの前に座ったらね。……頭にメロディが浮うかんできたんだ」

　ユウくんは私の顔を見下ろして小さく苦く笑しようした。

　直後こめかみを押さえながら、ふっと遠い目になる。

「他ほかに……何か思い出したこととか、ある？」

　探さぐるように尋ねると、ユウくんは否定も肯こう定ていもせずに、ただ寂さびしそうに儚はかなく微ほほ笑えんだだけだった。

　その笑え顔がおを見て、私の胸がズキン、と疼うずく。

　────思い出せないんだ。

　ユウくんの表情から全すべてを悟さとった私は、口を噤つぐむしかなかった。

　一歩何かに近付く度に、新しい謎なぞが生まれてる気がする。

　ピアノ科の子達が知らない曲を、ユウくんが弾けて私はそれを知っている。

　確実に私とユウくんに繫つながりがある証あかしなのに……。

　どうして私は、彼が誰なのかわからないんだろう……。

　どうして……思い出してあげられないんだろう……。

「私って……薄はく情じような奴やつだよね……」

　トボトボと普通科の校舎に向かって歩きながら、私は思わずのようにそう呟いていた。

　日はすっかり落ちて、残っている生徒も少なくなっているのか校舎内は思ったより閑かん散さんとしている。

「え？」

　キョトンとしたように、ユウくんは私を見下ろした。

　私はついつい自じ嘲ちよう的に笑ってしまう。

「ユウくんは死んでまで私に会いに来てくれたっていうのに……。そこまで想おもってくれてる人のことを私は思い出せないなんて……。薄情すぎて、笑っちゃう……」

「……そんなことないよ」

　慰なぐさめるように優しい声で、ユウくんはそう言ってくれた。

　情けなくて浮かんできた涙なみだを、私は慌てて手の甲こうで拭ぬぐった。

「僕が一方的に君を見ていただけで、君はもしかしたら僕のこと知らないのかもしれないし……」

「そんなことない！　さっきの曲は、きっと私達を繫ぐ何か意味があるものなんだよ！　……それなのに、その曲の題名すら思い出せないなんて……」

　歯は痒がゆい思いや焦あせる気持ち、自分への悔くやしさ。

　そんなものが一気にぐわーって押し寄せてきて、私はたまらず口元を覆おおった。

　早くなんとかしたいのに……。

　ユウくんがいつ消えちゃうかわかんないのに。

　ホントに私、なんでこんなに何も出来ないんだろ……。

「…………っ」

　押さえた口元から嗚お咽えつが漏もれないように、私は必死でそれを堪こらえた。

　ここで泣いたって何も解決しないし、ユウくんが困るだけだってわかってるから。

「────さっきから言おうと思ってたんだけど」

　窓から射さし込む月明かりが、暗い廊ろう下かに色んな影かげを作っていた。

　背の高いユウくんの影。

　その横に、私の影。

　窓まど枠わくに収まった二つの影の片方が、小さい方の影に向かって手を差し伸のべる。

「ずっとここにペンキ付いてたんだよね」

「えっ！　うそ、どこ!?」

　ユウくんの手が私の頰ほおに触ふれた。

　私はギョッとしてユウくんの顔を仰ぐ。

「何色っ？　ベッタリ？」

「黄色。……でも、髪かみにちょっとだけだよ」

「ずっと付いてたんならもっと早く教えてくれてもよかったじゃない！」

「いや、なんか……可愛かわいかったから。別にいいかなって」

「よくないし、そんなの可愛くないから!!」

　そんなみっともない顔で、天下の芸術コースに乗り込んだなんて……。

　もう色んな意味で泣き出したいわ。

　ユウくんは私の髪を手に取り、つまんで付いたペンキを取ろうとする。

「んー、取れないなぁ…。ペンキって洗って取れるの？」

「わかんない。最悪切らなきゃいけないかも」

「え。こんな綺き麗れいな髪なのに、もったいないよ」

　そう言うとユウくんは、関係ない部分の髪まで手に取った。

　サラサラサラ…と、肩かたより少し長いだけの髪を優やさしく指で梳すき始める。

　その手つきにドキッとした、その時。

　今度はその指が顔へと移動してきた。

「…………」

　自然に、息が止まる。

　ユウくんがあまりにも、真っ直すぐに私を見つめてくるから。

　あまりにも切なげに、その瞳ひとみがユラユラと揺ゆれていたから。

「───やっと、涙止まったね」

「え。……あっ」

　ふわっと笑ったユウくんを見て、私は慌てて目元に手を置いた。

　この時になって初めて、私の涙を止める為ためにユウくんがわざと話題を変えてくれたんだってことに気が付いた。

　何だか胸がいっぱいになって、私は唇くちびるを嚙かんで小さく頷うなずく。

「……うん。……ごめん」

　ユウくんの優しさが、痛々しかった。

　自分がスゴく情けなかった。

　泣きたい気持ちなら、きっとユウくんの方がずっと大きいはずだ。

　不安や焦しよう燥そう感かんや、苛いら立だち。

　全部私よりユウくんの方が感じてるはずなのに。

　私の方が先に泣いちゃって、ユウくんに気を遣つかわせるなんてサイテーだ。

　泣くだけなんて、誰だれでもできる。

　今は泣くよりも先に、やらなきゃいけないことがあるはずだ。

「…………っ！」

　その時。

　今まで優しかったユウくんの手に、少し力がこもった。

　親指の腹でグイッと目元を拭われる。

　目め尻じりに溜たまった涙を拭ってくれたんだと気付き、私は目だけを上げてユウくんの顔を見上げた。

「…………」

　目が合ったと思った瞬しゆん間かん。

　ユウくんははにかんだように一度目を伏ふせ、プイッとそっぽを向くように横を向いてしまった。

　その仕草を見て、私はハッとする。

（え、あ、あれ？……この態度って、もしかして……）

「お……折坂くん……？」

　おそるおそる問いかけると、彼は顔を隠かくすようにしてクルッと背中を向けてしまった。

「────そーだよ」

　ぶっきらぼうに答え、スタスタとそのまま歩き始める。
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　振ふり返りもしない彼の背中を見つめながら、私はかぁぁっと顔が熱くなるのがわかった。

　バッ！　と両手で頰を押さえる。

（ええええっ!?　いつからっ？　いつから折坂くんだったの!?）

　ユウくんはいつも優しいから、今の仕草も驚おどろかずに何となく受け入れてしまっていたけど。

　折坂くんてなんか、口は悪いし、粗そ野やっていうか……。

　黙だまって女の子の涙を拭ってあげるなんてイメージなかったから……。

（あれ？……あれ？）

　何故なぜだか胸がドキドキしてきて、私は更さらに熱くなる頰を強く強く押さえ付けた。

　……不器用にも思える、ちょっと乱暴な最後の手つきがいかにも折坂くんらしくて。

　でもきっとそれは、彼の優しさからくるもので。

　そのチグハグさが何だか妙みように私をドギマギさせた。

　……何だろう、ギャップ…ってやつかな。

　不良が捨て犬に優しくしてるところを見ちゃって、ついキュンとしちゃう、あれだよ。

　うん、きっとそうだ。

　───でないとこんなに、折坂くんにドキドキするなんてこと、あり得ないはずだもん。

　そう一人で結論付けて、私は呼吸を整えてから折坂くんの後を追った。

　横に並ぶのが妙にくすぐったく感じて、少し離はなれたところを歩いたのだけど。

　折坂くんも一度も私を振り返らず、結局私達は教室に戻もどるまで一言も口をきかなかった。
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　帰り道、ピアノ練習室での出来事を折坂くんに説明したのだけど、イマイチ状じよう況きようが把は握あく出来なかったみたいで、私の話を聞いている間折坂くんはずっと難しそうな顔をしていた。

　ユウくんが弾ひいた曲に何だかスゴく重要な意味があるような気がしたんだけど、それが折坂くんに伝わらないのが私は少しもどかしかった。

「───長谷部、あのさ」

　すっかり暗くなっていたので、折坂くんが家まで送ってくれたのだけど。

　最後、門の前で向かい合ってバイバイ、と言いかけたところで、折坂くんが躊躇ためらうように口を開いた。

「え？」

「あの、さ」

「うん」

「明日あしたから土日で連休になるからさ。……なんかわかったこととか、変わったことあったりした時の為に……。連れん絡らく先、交こう換かんしとかねーか？」

　いつもハキハキと物を言う折坂くんが、この時はやけにしどろもどろだった。

　言われて私は「あ……」と口元を押さえる。

「そ、そうだね。交換した方がいいよね」

　慌あわててカバンからスマホを取り出すと、折坂くんは少しホッとしたような表情になった。

「えっと。メールアドレス？　携けい帯たい番号？」

「……いや。別にどっちでも」

「あ、じゃあ、両方交換しよっか」

「ん」

　スマホを打つ指が、緊きん張ちようで少し震ふるえていた。

　……男の子と連絡先を交換するのなんて初めてで、妙にドキドキしてしまう。

「……うん。登録したよ」

「俺も」

　折坂くんはじっと画面を見つめた後、静かにスマホをカバンにしまった。そうして小さく手を上げる。

「……じゃ、帰るわ」

「あ……うん。ありがと、送ってくれて」

　お礼を言うと、折坂くんはペコリと会え釈しやくをしてから自宅の方向に足を向けた。

　門の前で遠くなっていく折坂くんの後ろ姿を見送りながら、不思議な気持ちに包まれる。

　今日はいっぱい、折坂くんにドキドキさせられたな……。

　きっと私が、あんまり男の子と接したことがないせいだろうけど……。

　折坂くんが見えなくなってから、私はゆっくりとスマホに目を落とす。

　アドレス帳に新しく追加された折坂くんの名前を目にして、再び私の鼓こ動どうがトクンと跳はねたのを感じた。
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（一体、どこで聴きいたんだろ……）

　明けて、土曜日。

　無む駄だに一日過ごすのももったいなくて、音楽サイトで片っ端ぱしからピアノ曲を聴いていたのだけど。

　どれだけ聴いてもユウくんが昨日弾いた曲には、さっぱりたどり着かなかった。

　記き憶おくの隅すみの隅に、しまい込まれていたメロディ。

　この一年とか二年とかの間に聴いたんじゃないことだけは、確かだ。

　もっと、もっと前……もしかしたら子供の頃ころに聴いた曲だったかもしれない。

　優やさしくて、穏おだやかで……少し涙るい腺せんを刺し激げきするような切ない曲。

　でもじゃあ……ユウくんとは、子供の頃の知り合いだったってことになるんだろうか。

　私のこと好きだって言ってくれたから、てっきり最近の話だと思ってたし、ピアノをあんなに上手に弾く人だから、十中八九芸術コースの生徒だと思ってたけど……。

　もしかしたら私は、根本的に何か、大きな思い違ちがいをしているのかもしれない──。
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（昨日は結局、何にもわかんなかったなぁ……）

　一日中パソコンにかじりついて、クラシックから近代曲までかなりの数のピアノ曲を聴き込んだけれど。

　土曜日はとうとう、何の成果も挙げることは出来なかった。

　折坂くんからも何の連絡もなくて、昨日はただただ、自分の無力さと焦あせりばかりを感じた一日だったけど。

　日曜の３時頃ごろ。

　折坂くんから電話が入った。

　その日も朝からパソコンの前でピアノ曲を検けん索さくして疲つかれ切っていた私は、折坂くんの名前を目にして目を見張った。

「……もしもし？」

『ああ、長谷部？』

「……うん。……どうかしたの？」

　疲れた目をこすりながらぼんやりと聞くと、折坂くんは少しの間の後どこか重苦しいような声を出した。

『昨日、さ。……アイツ、出てこなかったんだ』

「……え？」

『あの日から毎日夕方記憶が無くなってたのに……。昨日は一日ずっと、俺の意識があったんだ。……だから、もしかしたら……』

　折坂くんはそこで言葉を飲み込む。

　もやがかかったような意識が一気に覚かく醒せいして、私はスマホを持つ手にぎゅっと力を込めた。

「もしかしたら…って、どういうこと？……まさか、ユウくん……」

『わかんねぇけど……。もしかしたら、消えたのかもしんねぇ……』

「噓うそ……！　だって、そんな……」

　それ以上、私も言葉が出てこない。

　鼓動が速さを増して、身体からだ中がガクガク震え出した。

　まさか……。

　まさか、想おもいを叶かなえられないまま、ユウくんが消えちゃった……って、こと？

　そんな……。

　そんなのって……。

『だから、まだわかんねぇよ。この前みたいに30分で消えたかと思えば、次の日はまた１時間以上現れた訳だし……。昨日もたまたま出てこなかっただけで、またひょっこり出てくるかもしんねぇし……』

「…………」

　私の大きなショックが伝わったのか、折坂くんは宥なだめるような声でそう言ったけど。

　私はそんな彼の言葉も、ほとんど耳に入ってこなかった。

　ただ、怖こわくて。

　ユウくんに何もしてあげられないまま、彼が消えてしまったかもしれないことが、怖くて。

　いてもたってもいられなくなった私は、気が付くとスマホに向かって大声で叫さけんでいた。

「折坂くん！　今から会おう！」

『え？』

「まだ何か出来ることがあるかもしれない！　最後まで諦あきらめないで、何かやってみようよ！」

　私と折坂くんが会って何か事態が好転するかどうかなんて、わからなかったけど。

　今はもう、何もしないでじっとしていることなんてとても出来なかった。

　私の切せつ羽ぱ詰つまった声を聞いて折坂くんもそう感じたのか、しばらく考え込んだ後に、

『うん、わかった。……会おう』

　と、力強い声が返ってきた。

　それから時間と待ち合わせ場所を急いで決めてから電話を切ると、私はパソコンの部屋を後にして一気に自室へと駆かけ戻もどった。

　よく考えれば、男の子と待ち合わせて出かけるなんて初めてだったから、一いつ瞬しゆん着ていく服とか迷ったのだけど。

　別にデートな訳でもないし、そんなに気合いを入れることもないと思った私は、友達と出かける時によく着ている服を引っ張り出して袖そでを通した。

　バッグに財さい布ふとかスマホとか必要最低限のものを突つっ込み、部屋を飛び出る。

「あら、どこか行くの？」

　玄げん関かんで靴くつを履はいていた私に、お母さんが不思議そうに声をかけてきた。

「うん、ちょっと友達と」

「ふぅん。遅おそいの？」

「多分」

「ご飯は？」

「また連れん絡らくする！」

　返事をするのももどかしく感じて、私は靴を履くと同時に家を飛び出した。

　待ち合わせ場所の駅へ向かって走っていると、見慣れた景色が後方へと流れていく。

　初めてユウくんとこの道を歩いた時、ユウくんはここの景色に見覚えがあると言っていた。

　こんなに近くにいるはずの人なのに、どうしてあなたが誰だれかわからないんだろう。

　私に関係ある人が亡なくなったのだとしたら、どこかから何らかの情報が入ってもいいはずなのに。

　あなたが誰かわからないまま、サヨナラするなんて嫌いやだ。

　この世に未練を残したまま消えちゃうなんて……絶対に嫌だよ！
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「……はぁ、……はぁ」

　ようやく駅に着いた私は、息を切らしながら待ち合わせ場所の噴ふん水すいの辺りを見み渡わたした。

　待ち合わせの時間は４時だったけど、既すでに５分ほど過ぎてしまっている。

　しばらく首を巡めぐらせて折坂くんを探していると、噴水の周りの植え込みの縁へりに腰こしを下ろしている彼の姿が目に飛び込んできた。

「……折坂くん!!」

　名を呼びながら駆け寄ると、折坂くんはふっとこちらを振ふり返った。

　私の姿を目にして、ゆっくりと立ち上がる。

「ご、ごめんね、遅くなって……」

　折坂くんの目の前まで来てペコリと頭を下げると、折坂くんは首を横に振りながらにこっと微ほほ笑えんだ。

「ううん。大だい丈じよう夫ぶ」

「…………」

　彼の醸かもし出す雰ふん囲い気きに違い和わ感かんを覚えて、私は食い入るように折坂くんの顔に見入る。

　無言で立ち尽つくしている私を見て、折坂くんはもう一度柔やわらかい笑えみを浮うかべた。

（この笑い方って……もしかして……）

　無意識に体が震ふるえ出す。

　思わず両手で口元を覆おおって、私は何とか喉のどの奥から声を絞しぼり出した。

「もしかして……ユウ……くん？」

　喘あえぐように尋たずねると、目の前の彼は優やさしく私を見下ろしながらコクリと頷うなずいた。

「……うん」

「…………っ」

　肯こう定ていの言葉を聞いて、私の両目にぶわっと涙なみだが浮かび上がった。

　ずっと不安だった気持ちが、柔らかいいつものユウくんの微笑みを見て、一気に溶とけて流れ落ちていくような感じだった。

「よ、よかっ……よかった……ユウくん。……き、消えちゃったかと、思っ……」

「ごめんね、心配かけたみたいだね」

　泣きじゃくる私の頭にポン、と手を乗せ、ユウくんは慰なぐさめるように私の頭を撫なでた。

　その手つきが優しくて、私の涙るい腺せんはまた崩ほう壊かいする。

　またユウくんに会えたことが嬉うれしくて……。

　消えてしまったんじゃなかったんだってことに、ホッとして……。

　どうしても、涙を止めることが出来なかった。

　ユウくんはしばらく私の頭を撫でてくれていたけど、やがてポンポンと二回叩たたいてそれを締しめくくった。

「……そんなに泣かれると、困るな」

「え？」

「僕はいつかは、消えてしまうんだから」

　私はハッとして慌あわてて目元を押さえる。

　ユウくんは私の涙を拭ぬぐい、困ったように小さく笑った。

「表に出てくる時間も、消える時間もマチマチになってきてるし。昨日は一日出てこられなかったし……。冗じよう談だん抜ぬきで、僕に残された時間は少なくなってきてると思うんだ……」

「…………」

「それはそんなに遠くないことなんだって、僕には何となくわかるから……。だからいざ消えた時に、そんなに悲しまないでほしいんだ……」

　スン、と鼻を啜すすり、私はユウくんの細められた目を見上げた。

　その瞳ひとみはとても哀かなしげで……。

　私が泣いてしまったことに心底困っているように見えた。

　私は濡ぬれた目元や頰ほおをこすり、コクコクと頷きながら頑がん張ばって笑顔を作った。

「うん……大丈夫」

「…………」

「今回は急すぎてびっくりしちゃっただけだから。……こういうこともあり得るんだって、ちゃんと覚かく悟ごしたから」

　ただでさえ消えてしまう不安と戦っているユウくんに、これ以上余計な心配事を増やしたくはなかった。

　彼の為ためにどこまでのことが出来るかわからないけど、せめて彼の前でだけは、悲しい顔や不安な顔は見せないようにしなくちゃ。

「────せっかくだからさ。これから、デートしない？」

　唐とう突とつにユウくんが、そう提案してきた。

　私は驚おどろいて、弾はじかれたように顔を上げる。

「え？」

「せっかくこうして外で待ち合わせて会ったんだし。……一度でいいから、君とデートがしてみたい」

「…………」

「ダメ、かな？」

　我に返った私は、勢いよく首を横に振った。

「ダ、ダメじゃないよ、全然！　行こう！」

　全力でＯＫすると、ようやくユウくんは心からの笑顔になった。

　その笑顔が本当に嬉しそうで、見ているだけで私も嬉しくなる。

　折坂くんが言った『男子高校生が好きな女の子としたいこと』を聞いた時は、何だかなぁ…って思ったけど。

　ユウくんの口から聞くとスゴく純じゆん粋すいな感じがして、いくらでも叶かなえてあげたいって、思っちゃうよ。

「どうしよう？　どこ行こっか」

「僕の行きたいところでいい？」

「うん、もちろん」

「じゃあね……。観覧車に乗りたい」

「観覧車？」

「うん。デートの醍だい醐ご味みって感じ、しない？」

　まるで子供のような、無む邪じや気きな言葉だった。

　下心なんてまるで感じなくて、胸が何だかほっこりと温かくなる。

「いいね、観覧車。行こう！」

　笑顔で賛同する私に、ユウくんはホッとしたような笑顔を見せた。

「波は瀬せ港の方に、新しく観覧車出来たよね？　あれ、乗ってみたいと思ってたんだ」

「…………え」

　驚いた私は笑みを収めて、じっとユウくんの顔を見つめる。

　彼の口から具体的な地名が出たのは初めてで、焦あせって私はユウくんの袖そで口ぐちを摑つかんだ。

「ユウくん……思い出したの？　波瀬の観覧車のこと、知ってるの？」

　するとユウくんは、私の顔を見下ろしながらふっと小さく笑った。

「ん。新しく出来て、乗りたいと思ってたことはね」

「…………」

「ほら、早く行こう」

　ユウくんはグイッと私の手首を引き、駅の構内へ向かってスタスタと歩き始めた。

　混乱してしまい、私は腕うでを引かれながらユウくんの後頭部をぼんやりと見つめる。

　ユウくん、波瀬の観覧車を知ってるんだ……。

　新しいっていっても、もう出来て五年は経たつけど。

　特にめぼしいものもないこの街に、大型観覧車が出来るといって当時は割と地元では話題になった。

　今ではそんなに行かなくなったけど、出来た当時は私もよく乗りに行ったっけ……。

　この辺に住んでて乗ったことないって、逆に珍めずらしいな……。
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「わぁ、結構並んでるね」

　地元より二駅先にある、波瀬港という港の側そばにその観覧車はあった。

　大きなショッピングモールと併へい設せつされており、日曜日の夕方は思ったよりも観覧車に乗ろうと並んでいる人の列は長かった。

　しかも時間のせいか、家族連れよりも圧あつ倒とう的にカップルが多い。

　その時になって、ようやく私は今の私の置かれている状じよう況きようを客観視することができた。

（……そっか。これって……デートなんだよな……）

　チラッと、目の前に立つユウくんの姿を見つめる。

　ユウくんとはいっても、見た目は折坂くんで。

　同じ学校の人がもしこの辺りにいたら、確実に私と折坂くんがデートしてるように見えるんだろうな……。

　───どうか同じ学校の人に、この場を見られませんように。

（あれ。……なんか、ドキドキしてきた）

　当たり前だけど、初めて見る折坂くんの私服姿。

　チェックのネルシャツにデニムっていう、至って普ふ通つうの格好なんだけど。

　見慣れてないせいか、スゴく新しん鮮せんに見える。

　背も高いし、スラッとしてるし、顔もちっちゃいし……黙だまってれば見た目はそんなに悪くないよね……。

　お母さんも、イケメンだって言ってたし……。

（もうちょっと……オシャレしてくればよかったかな……）

　家を出る時は必死だったから、あんまり意識しなかったけど……。

　こんなことになるなら、もう少し格好に気を遣つかえばよかった。

「どうかした？」

　そわそわしている私を訝いぶかしく思ったのか、ユウくんが不思議そうに聞いてきた。

　近くで顔を覗のぞき込まれて、私はビクッと体をのけ反らせる。

「あ、いや。えーと。せっかくのデートなんだから、もうちょっとオシャレしてくればよかったなぁ…なんて」

「…………」

「制服姿しか見たことなかったから、ちょっと新鮮ってゆーか、なんか緊きん張ちようしちゃって……」

　笑いながら言うと、何故なぜかユウくんの顔がふっと曇くもったような気がした。

　何か失言してしまったのかと、私は慌てて口を閉とざす。

　その時ちょうど私達の順番が回ってきて、すぐにユウくんは元のように穏おだやかな笑え顔がおになった。

「行こう、リンちゃん」

「…………」

（───え……）

　ドキッ、と。

　大きく胸が弾はずむ。

　今、ユウくん……私のこと『リンちゃん』って、言ったよね？

　そう呼ばれた瞬しゆん間かん、妙みような懐なつかしさが私の胸に広がっていった。

　そんな風に呼ばれていたのは、もう随ずい分ぶん昔のこと。

　多分、小学生の頃ころぐらいまでだったかな……。

　あの頃は女子も男子も、結構そう呼んでくれてたっけ……。
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「あの辺が学校かな」

　そう呟つぶやいたユウくんの横顔は、西にし陽びに照らされて薄うすい橙だいだい色いろに染まっていた。

　私はその横顔をじっと見つめる。

　ゴンドラはゆっくりと上じよう昇しようし、さっきまでは見えなかった海が視界に入った。

　街の景色を眺ながめるユウくんの瞳ひとみは、どこか懐かしそうで、それでいて切なそうに揺ゆらいでいた。

「……ユウくん」

　遠えん慮りよがちに声をかけると、ユウくんは窓からこちらに顔を向けた。

　私を見て、ふわり、と微ほほ笑えむ。

「ありがとう」

「…………」

「君と一いつ緒しよにこの観覧車に乗れるなんて、夢みたいだ。……願いが叶ったよ。ホントにありがとう」

　私は唇くちびるをぎゅっと嚙かみ締しめ、涙なみだを堪こらえながらブンブンと首を横に振ふった。

　膝ひざの上で強く両りよう拳こぶしを握にぎりしめる。

「でも……でも、これがユウくんの本当に叶えたいことじゃないでしょ？」

「…………」

「ねぇ、ユウくん。ホントはもう、全部思い出してるんじゃないの？　自分がどこの誰だれなのか、ホントはもう、わかってるんじゃないの？」

　ユウくんは何も答えずに、黙って床ゆかに目を伏ふせた。

　訳もなく涙が溢あふれてきて、私はグイグイとそれを手の甲こうで拭ぬぐう。

　……泣かないって決めたばかりなのに。

　なんでこんなに涙が溢れてくるんだろう。

　なんでこんなに、哀かなしいんだろう……。

「…………」

　ゴンドラが動く度に、ギギ…ッと何かが軋きしむ音がする。

　大きな支柱が目の前に迫せまってきて、頂上があと間近のところまで来た時。

　ユウくんがポツリ、と口を開いた。

「君に……一つだけ頼たのみたいことがあるんだ」

「……え？」

　伏せていた顔を上げると、ユウくんは今までに見たこともないほど真しん剣けんな目で私の顔を見み据すえていた。

　その表情を見て、ドキン…と、心臓が大きく弾み上がる。

　私達の乗ったゴンドラがちょうど真上まで来たと同時に。

　ユウくんは凜りんとした声で、しっかりと言葉を紡つむいだ。

「僕に、綾城祭の舞ぶ台たいでピアノを弾ひかせてほしい」
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　ゴンドラが一周して、再び地面に足を付けた時。

　そこにはもう、ユウくんの姿はなかった。

　日は落ちかけて、観覧車に乗る前より少し肌はだ寒ざむい気がする。

　今自分が何処どこにいるのかわからない、というようにぼんやりしている彼を見て、今はもう彼がユウくんではなく折坂くんなのだと私は理解した。

「…………」

　しばらく虚うつろな目で辺りを見み渡わたしていた折坂くんは、すぐ横にいた私の姿に気付き、軽く目を見張った。

「───長谷部……」

　酷ひどい表情をしていたのか、私を見た折坂くんは少し緊張したような声を出した。

　何かを察したように、沈ちん痛つうな面おも持もちになる。

　折坂くんだ、と思った瞬間、何故かふっと気が緩ゆるみ。

　気が付くと私は彼の腕うでにしがみついて、そこに強く顔を押し当ててしまっていた。

「……っ、お、おいっ？」

「……ううーー」

　ぎょっとしたような折坂くんの声が聞こえてきたけど、私は人目も憚はばからずに彼の腕にしがみついたまま激しくしゃくりあげた。

　自分でも何故こんなに涙が出てくるのかわからなかったけど。

　何とも言えない、締め付けるような感情が波のように押し寄せてきて、ボロボロと涙が溢れ落ちた。

　初めはガチガチに強こわ張ばっていた折坂くんの体からも、次し第だいに力が抜ぬけていき。

　やがて何とか慰なぐさめようと思ったのか、優やさしくポンポンと背中を撫なでてくれた。

　ユウくんなんじゃないかって勘かん違ちがいするぐらい、らしくない折坂くんの優しい仕草が、この時はスゴく心地ここちよくて。

　私は目を閉じて、自然に涙が止まるまでそうやって折坂くんの腕に強くしがみついていた。




「えっ？　学祭でピアノ!?」

　私の涙が止まった時には、もうすっかり辺りは暗くなっていた。

　全く状じよう況きようが把は握あく出来ていなかった折坂くんは、私が泣き止やむのを待ってからとりあえずショッピングモール内にあったファーストフード店に私を連れていってくれた。

「家を出たところまでは記き憶おくがあるんだけど……。その後まさか、そんな展開になってたとはな……」

　ポテトを頰ほお張ばりながら私の話を聞いていた折坂くんは、話が終わると同時に深々と溜ため息いきをついた。

　私は折坂くんの注文してくれた熱いココアを口にして、ようやく落ち着きを取り戻もどす。

　窓から見えるイルミネーションの灯ともった観覧車を、私はぼんやりと見上げた。

「ユウくん……ホントはもう、多分全部思い出してるんだと思う。……でも私に気を遣つかって、私とデートすることが夢だって言って、それがもう叶かなったことにしようとしてるんだよ。……もしこのまま消えちゃったとしても、想おもいを叶えて消えたってことに出来るから……」

「…………」

「私が悲しまないように。……私が、泣かないように」

　涙で喉のどが詰つまり、とっさに口元を押さえると。

　折坂くんは頰ほお杖づえをついて、じっと私の顔を見つめてきた。

「でも、最後にちゃんと頼み事してから消えたんだろ？」

「…………」

「学祭でピアノ弾きたいって、初めて自分の希望をあんたに伝えたんだろ？」

　私は目を上げて折坂くんの顔を見返す。

　折坂くんの目は、少し怒おこってるみたいに鋭するどかった。

「だったら泣いてる場合じゃねーだろ。やることは一つじゃんか」

「で、でも……学祭まであと三日だよ？　プログラムだってもう出来てるのに、今さら変へん更こうなんて……」

「じゃあ諦あきらめんのかよ」

　声は静かだったけど、それがかえって折坂くんが怒っていることを表していた。

　気け圧おされた私は思わず黙だまり込む。

　折坂くんは頰杖を解き、その手をテーブルの上でぎゅっと握りしめた。

「俺はなー、こいつと面識もねーし思い入れもねーから、どんな形で消えたってホントは関係ねーんだよ。……でもあんたはそうじゃねーだろ」

「…………」

「あんたって薄はく情じようだな。口では何とかしてあげたい、願いを叶えてあげたいって言ってるくせに、泣いてるだけで何もせずに諦めんのかよ」

　折坂くんの言葉は容よう赦しやなく、グサリと私の胸に突つき刺ささった。

　何も言い返せなくて……私はただ強く唇を嚙みしめる。

　ホントに……折坂くんの言う通りだ。

　ユウくんの為ために何でもしてあげたいって……口で言ってばっかりで、何にも行動を起こそうとしなかった。

　ただ泣いて、初めから無理だって諦めるだけでは事態が好転する訳ないのに。

　何ともならないんじゃなくて、自分で何とかしなきゃいけないんだ。

　折坂くんは、無意味に怒ってるんじゃない。

　口だけ偉えらそうな、いい人ぶったこと言っておいて、行動が伴ともなわない私にイライラしてるんだ。

　出来ない、もう無理だって言えるほど、私は何もしてないから。

「…………っ」

　これ以上折坂くんに涙なみだを見せたくなくて、私は目の奥に力をこめてぐっと歯を食いしばった。

　そうしてキッと、強く折坂くんの目を見据えた。

「……明日あした、委員長にかけあってみる」

　涙声なのはどうにも誤ご魔ま化かしきれなかったけど、私はキッパリと強く、そう言い切った。

　折坂くんは微び動どうだにせず、強い瞳ひとみで私の顔を見返している。

　それはまるで、私の覚かく悟ごが本物かどうかを確かめているようにも感じた。

　端はたから見たら私達は、ケンカをしているカップルにでも見えたかもしれない。

　折坂くんが何も言わないので、私は更さらに言葉を続けた。

「５分でもいいからピアノを弾く時間、プログラムに捩ねじ込んでほしいって委員長に頼んでみる」

「…………」

「ダメだったら、ステージジャックでもゲリラでも何でもして、絶対にユウくんの願い叶えてみせる」

　ずっと厳しい顔をしていた折坂くんが、そこでようやくフッと表情を和やわらげた。

　それを見て、張り詰めていた私の気持ちも思わず緩んでしまいそうになる。

　気を抜いたらまた泣いてしまいそうで、私はますます奥歯に力を込めた。

　折坂くんは、強い人だ。

　───そしてスゴく真っ直すぐで、優しい人だ。

　ユウくんみたいな優しさとは全然違うけど、嫌きらわれることを怖こわがらずに突き放すことが出来る優しさを持ってる。

　それって一歩間違えれば人から誤解されそうだけど……。

　でも折坂くんは、それでも間違ってることは間違ってるって、言い続けて生きていくんだと思う。

　正直な気持ちを口にして、生きていくんだと思う。

　少し前はその正直さが、空気読めなくて嫌いやだなって思ってたけど。

　今はその厳しい優しさが、スゴく有り難がたいと思えた。

「明日俺も、一いつ緒しよに頼たのんでみるから」

　思考が折坂くんの声で破られて、私はハッと顔を上げた。

　目の前に折坂くんの顔があって、ちょうど彼のことを考えていた私はドキッとして無意識に後ろに身を反らせた。

「えっ……え？」

「だから明日、委員長に頼むんだろ？　俺も一緒に行くっつってんの」

「い、いいの？」

「だってよー。結局ピアノ弾ひくのって俺ってことになるんだろ？」

　それを聞いて、私はある恐おそろしい事実に気付いてしまった。

　学祭の出し物って……遅おそくても４時には終わっちゃうよね。

　ユウくんが現れるのは、何故なぜかいつも夕方。

　もし明日委員長に交こう渉しようして、何とかピアノ演奏の予定をプログラムに捩じ込めたとしても……。

　その時間にちょうどユウくんが現れるって可能性は、限りなくゼロに近いんじゃあ……。

「お、折坂くんは……ピアノとか弾けるの？」

　おそるおそる尋たずねると、折坂くんは「まさか」と言って首を横に振ふった。

「どの鍵けん盤ばんがどの音出すのかもわかんねぇ」

「…………。う、噓うそでしょ？　ユウくん出てこなかったらどうすんの？」

「ま、いざとなったら猫ねこ踏ふんじゃったでも弾くよ。家のピアニカで練習しとくわ」

　何でもないことのようにサラリと答える彼を、私は感心半分、呆あきれ半分の目で見つめた。

　私だったらその状じよう況きよう、考えただけで背筋が寒くなる。

　折坂くんて色んな意味で……強い人だ。
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「そんなの無理に決まってるでしょう」

　案の定、学祭委員長である３年の岩いわ橋はし先せん輩ぱいの返事は、厳しいものだった。

　委員会が終わって先輩以外の生徒が教室にいなくなったタイミングを見計らって、何とか折坂くんにピアノを弾かせてもらえるように直じか談だん判ぱんしたのだけど。

　先輩は呆れたような目で私達を一いち瞥べつしただけで、ハッキリ言ってとりつく島もなかった。

「お願いします！　５分だけでいいんです！」

「無理よ。プログラムはほとんど芸術コースの生徒で埋うまってるし、それだってかなりタイトな時間配分なのよ？」

「無理は重々承知です！　そこをなんとかお願いします！」

「いい加減にしてちょうだい。もうしおりも全部印刷済みで、明日には全校生徒に配布する準備もできてるのよ？　今さら変へん更こうなんて出来るわけないじゃない」

　忙いそがしいのにバカなこと言わないで、と言い捨てて、先輩は教室を出ていこうとした。

　学祭直前で本当に忙しいのだろう、かなりピリピリしている。

　確かに先輩の言う通りだし、気持ちを煩わずらわせたくないけど……こっちにも引けない理由があるのだ。

「……っ、お願いします!!」

　何とか先輩を引き留めたくて、気が付くと私はその場に土下座してしまっていた。

　額を床ゆかに擦こすり付ける勢いで、頭を下げる。

　ギョッとしたように、先輩の足がこちらを向いたのがわかった。

「ちょ……長谷部さん、何やってるの!?」

「お願いします！　少しだけでいいから、ピアノ演奏をする時間をください！」

「…………」

「先輩にしわ寄せが行くようなことはしません！　全部私が責任を負います！」

　頭を下げながら、私は懸けん命めいに先輩に訴うつたえた。

　一いつ拍ぱく置いてから、頭上でふうっと息を吐はき出すのが聞こえた。

「どうして急にそんなこと言い出したの？　あなた達まだ２年なんだから、来年だってあるじゃない」

「────それは……」

　のろのろと顔を上げながら、私は必死で理由を探す。

　すると、ずっと傍かたわらで様子を見ていた折坂くんが、私の横に同じように膝ひざをついた。

「先輩、俺からもお願いします！」

「…………」

「実は俺の友達にすげー体の弱いやつがいて……そいつこの前、余命宣告されたんです」

　唐とう突とつな話に、先輩だけでなく私までが、びっくりして頭を下げている折坂くんを凝ぎよう視しした。

　折坂くんは訴えるような目で、先輩の顔を見上げた。

「そいつはピアノやってて、綾城のピアノ科に入るのが夢だったんですけど、入院生活が長くてそれも叶かなわなくて……。とうとうこの前、今年いっぱいはもたないって医者から言われたんです。それでそいつ……自分の代わりに、俺に綾城祭でピアノを弾いてほしいって……。自分が叶えられなかった夢を、代わりに俺に託たくしてくれたんです」

「…………」

「だから、来年じゃダメなんです！　今年じゃなきゃ、意味がないんです！」

（ええええぇぇえ～～っっ!!）

　あまりにも大だい胆たんな噓に、私は度ど肝ぎもを抜ぬかれて言葉も出なかったのだけど。

　折坂くんの迫はく真しんの演技にすっかり騙だまされてしまったのか、先輩は心を動かされたように瞳ひとみをユラユラと揺ゆらめかせた。

　トドメとばかりに、折坂くんはガバッと頭を下げる。

「だからお願いします、先輩！　５分だけ俺に、時間をください！」

「…………っ！」

　我に返った私は、折坂くんに倣ならって深く頭を下げた。

　もうもう、何がなんだかわからなくて、驚おどろきと動どう揺ようで全身から汗あせが吹ふき出してきたのだけど。

「──しょうがないわね」

　観念したような先輩の声が降ってきて、私と折坂くんは弾かれたように顔を上げた。

　先輩は手にしていたプログラムを広げて、何かを考え込むように顎あごをつまむ。

　私達は息を止めて、先輩の次の言葉を待った。

「……20番でバイオリン科が終わって、その後ピアノ科の演目が始まるから……。その間に箸はし休やすめ的な感じで、５分だけなら許可するわ」

「ホ、ホントですか!?」

「でも、正式な演目の扱あつかいにはしないわよ？　あくまで楽器チェンジの間のオマケ的な扱いだからね！」

「充じゆう分ぶんです！　ありがとうございます！」

　私と折坂くんは同時に叫さけび、再びガバッと頭を下げた。

　先輩はフッと溜ため息いきを吐つきながら、小さく苦く笑しようする。

　そうして立ち上がった折坂くんを、挑ちよう戦せん的な目で見上げた。

「その友達に恥はじない演奏、しなさいね」

「…………っ」

　折坂くんはぐっと言葉に詰つまった。

　先輩はクスッと笑ってから長い髪かみをサラリと靡なびかせて教室を出ていった。

「……っ、はあ～～」

　一気に体から力が抜け、私達は大きく息を吐き出してからお互たがいの顔に見入る。

　けれど直後ニッと笑いあい、勢いよくパン！　と頭上でハイタッチした。

「とりあえず、第一段階クリアだね！」

「……ああ」

　折坂くんはホッとしたように笑った後、先輩の最後の言葉を思い出したのか、ああ…と呻うめきながら頭を抱かかえた。

「……やっべぇ……急にプレッシャーすげぇわ」

「…………」

　そう言った折坂くんの膝が、床の埃ほこりで白く色が変わってしまっていることに私は気が付いた。

　……一いつ緒しよに土下座してくれた跡あと。

　一緒に頼たのんでくれる、とは言ってたけど、まさか土下座までしてくれるとは思わなかった。

　ユウくんに特別な思い入れはないって言ってたのに、ここまでしてくれるなんて……。

　そっと折坂くんに歩み寄り、私は腰こしを屈かがめて彼の膝の汚よごれをパタパタと払はらった。

　折坂くんはびっくりしたように私の顔を見下ろす。

「……噓うそつきだね、折坂くん」

　苦笑しながら、私は折坂くんの顔を見上げた。

　折坂くんはバツが悪そうに横を向いて目を逸そらす。

「ああでも言わないと、許可もらえねーかな…って、思ってさ」

「……うん。そうだね。おかげで何とか許可もらえたし。……聞いた時はかなりびっくりしたけど」

　クスリと笑うと、逆に折坂くんはスッと真顔になった。

「あながち、全部噓でもねーのかなぁって」

「え？」

「昨日俺、自分なりに色々考えたんだよな……。ユウの願いのこと」

「…………」

「最後に初めて口にした願いが、綾城祭でピアノを弾ひくこと、だっただろ？　そういう思いを抱いだく背景ってどんなだろう…って。弾きたくても弾けない状じよう況きようって、どんなだろうって考えてみたんだよ」

　そこで折坂くんは恥ずかしそうに指で頰ほおを搔かいた。

「まぁでも想像力乏とぼしいから、あんなベタな展開しか思い付かなかったけどさ。案外それで岩橋先せん輩ぱいの心動いたみたいだから、結果オーライかな」

　それを聞いて、私の胸がぐっと熱くなる。

　ホントにユウくんが消える前に、何とか彼の願いを叶えてあげたいっていう折坂くんの本気の気持ちが見えて、じんわりとした感動が胸に広がっていった。

「…………」

　俯うつむきながら私は、ぎゅっと折坂くんの袖そで口ぐちを摑つかむ。

　そうして額を、彼の肩かたにゆっくりと押し当てた。

「……ありがとう、折坂くん」

「…………」

「ホントにホントに、色々いっぱいありがとう」

　一いつ瞬しゆん折坂くんは体を強こわ張ばらせていたけど、しばらくしてゆるゆると肩の力を抜き。

　おもむろに私の頭をポンポンと軽く撫なでるように叩たたいた。

「最後まで頑がん張ばるって言ったじゃん」

「……ん」

「精せい一いつ杯ぱいやれるだけやって、絶対ユウのこと成じよう仏ぶつさせてやろーぜ」

　それを聞いて、私は鼻を啜すすりながらゆっくりと折坂くんから離はなれる。

　顔を上げるとすぐ側そばに折坂くんの顔があり、目があった瞬間にふっと折坂くんは微ほほ笑えんだ。

　ドキッ……て。

　今までの動どう悸きで、それは一番甘い高鳴りに思えた。

　そして何故なぜかそれには、ぎゅっとした苦しみも伴ともなっていた。

　学祭が終わったら、この関係も終わってしまう。

　一週間前みたいに、ほとんど接点のないクラスメートに、戻もどっちゃうのかな。

　あなたのことを何も知らないままだったら、こんなに寂さびしいなんて思わなかったはずなのに……。

　今はすごくすごく、寂しいよ。

　あなたの本当の優やさしさを、知ってしまったから───。

「さて、と。そろそろクラスに戻るか」

　誰だれもいなくなった教室を見み渡わたしながら、折坂くんは座っていた机から腰を上げた。

　名残なごり惜おしい気持ちで、私は折坂くんから手を離した。

「うん、そだね。看板作りそろそろ終わってるかも」

「結局あんま手伝えなかったな。明日あしたの準備日のテント張りは手伝わなきゃなぁ……」

「でも、明日は明日で忙いそがしいよ？　銀行行かなきゃいけないし」

「あ、そっか」

　何気ない会話を交かわしながら、私達は教室を後にする。

　この時。

　同じ目標に向かって、折坂くんと気持ちを新たにしたのだけど。

　───何故かこの日。

　夕方になってもユウくんは、姿を現さなかった。
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　綾城祭、前日。

　通つう称しよう、準備日。

　この日は一日授業をつぶして、明日の準備に一日を費ついやす。

　食材などは卸おろし売うり業者の人が配達してくれるので、あとはテント張りや看板設置などの大きな仕事、そしてお釣つり用の小こ銭ぜにの用意などが残っていた。

　大きな仕事はとりあえずクラスの皆みんなに任せ、私と折坂くんは両りよう替がえの為ために近くの銀行に赴おもむくことになった。

「いい天気だねー、今日」

　秋とは思えない強めの陽ひ射ざしが眩まぶしくて、私は空を見上げながら目を細める。

　少し汗あせばむぐらいの陽気で、私も折坂くんも合服の袖を肘ひじまで捲まくり上げていた。

「あ、そうだ。売り上げの配分する封ふう筒とう買いたいから、[image: ]均寄っていい？」

「ああ。じゃあそっち先行くか。小銭持ってウロウロすんの重いし」

「うん、そだね」

　胸の中に燻くすぶる不安を押し隠かくすように、私は努めて明るい声を出した。

　昨日またユウくんは現れなくて……。

　ユウくんに残された時間は確実に少なくなっているんだということを肌はだで感じて、本当は内心どうしようもない焦あせりを感じていたのだけど。

　一昨日おととい折坂くんに弱音を吐はいて涙なみだを見せて一いつ喝かつされてしまったから、極力彼の前でヘコんだり落ち込んだりしてる姿は見せないようにしよう、と決めていた。

　それに……。

　明るく振ふる舞まっていないと、襲おそってくる不安に押し潰つぶされてしまいそうだったから。




「なあ、アイス食ってかねぇ？」

　両替を終えて銀行を出た瞬間、唐とう突とつに折坂くんがそう切り出した。

　学校の方へ足を向けかけていた私は、驚おどろいて折坂くんを振り返る。

「え？　アイス？」

「あっついしさー。すげーアイス食いたくなった」

「でも……早く帰って皆を手伝わないと……」

「いいじゃん、アイス食うぐらい。俺奢おごるからさ。行こうぜ」

　拒きよ否ひ権のない様子で、折坂くんはこっちこっち、と私を手招いた。

　戸と惑まどいながら私はその後を追う。




（……って。……コンビニアイスか……）

　てっきり、最近この辺りにできた高級ジェラート店に連れて行ってくれるのかと思ったけど。

　折坂くんが入っていったのは、うちの生徒御ご用よう達たしのコンビニだった。

　……まあ、別にいいんだけどね。

　奢ってもらうわけだし、文句はありません。

「はい」

　たまたま近くにあったベンチが空いていたので、私達は並んでそこに腰こしを下ろした。

　折坂くんは袋ふくろから、私が選んだカップのシャーベットとスプーンを出してこっちに差し出してくれた。

　恐きよう縮しゆくしながら、私はそれを受け取る。

「あ、ありがとう」

「ん」

　折坂くんは軽い相あい槌づちを打ち、自分が選んだラムネ味の棒アイスの袋を破った。

　私は無言で、一口シャーベットを口に運ぶ。

　正直この陽気の中歩き回ってカラカラに喉のどが渇かわいていたので、たった一口で生き返ったような心地ここちがした。

「……美味おいしい……」

　思わずしみじみとした言葉が漏もれる。

　すると折坂くんはアイスをかじりながら、ボソッと口を開いた。

「ちょっとは元気出たか」

「…………え」

　びっくりして、私は隣となりに座る折坂くんに目を向ける。

　折坂くんはベンチの背もたれに背中を預けて、少し呆あきれたように私を見た。

「あんたさ。わかりやすすぎ」

「…………」

「明るい声出してても、空元気ってバレバレ」

　意外なことを言われて、私は言葉を失う。

　それと同時に、悟さとられないように明るく振る舞っていたつもりでも、折坂くんには全すべて見み透すかされていたんだってことに気が付いた。

　────そしてこの、アイスの意味も。

「……折坂くん……」

「空元気なら友達の前でしろよ。事情知ってる俺の前で無理に笑うことないだろ」

「…………」

「痛々しくて、余計心配だわ」

　口調は荒あらっぽかったけど、彼がちゃんと私のことを見てくれているんだということがわかり、何だか胸がじんわりと温かくなったような気がした。

「……心配してくれたんだ」

　小さく笑いかけると、折坂くんはプイと目を逸そらしてアイスをかじった。

「───別に」

　ぶっきらぼうな物言いはわかりやすい照れ隠しで、私は思わずクスッと笑ってしまった。
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　その後少し、沈ちん黙もくが流れる。

　ポカポカ陽気ですぐにアイスが溶とけてきたので、それからしばらく私達は黙もく々もくとアイスを食べることに専念していた。

「……ねえ、折坂くん。一つ聞いてもいい？」

　最後の一口を食べてからおもむろに口を開くと、とっくに食べ終わっていた折坂くんはくわえていたアイスの棒を取りながら「え？」とこちらを向いた。

「……何？」

「うん。ちょっと不思議に思ったんだけど……」

　一昨日私を一喝してくれた時や、昨日一いつ緒しよに土下座してくれた折坂くんを思い出しながら、私はゆっくりと折坂くんに目を向けた。

「初めはさ、折坂くん勝手に体乗っ取られるなんて冗じよう談だんじゃない、さっさと体から出てってほしいって、どっちかっていうとユウくんのこと鬱うつ陶とうしく感じてたじゃない？　面識もないし、思い入れもないから、どんな形で消えても関係ない…って」

「……うん。……まぁ」

「でも、ピアノ弾ひけないのに舞ぶ台たいに立つ覚かく悟ご決めてくれたり、昨日はユウくんのために土下座してくれたでしょ。……それって何か心境の変化とかあったのかなぁ……って思って」

　すると折坂くんは口を噤つぐんで何かを考え込んだ後、近くのゴミ箱にヒョイ、と器用にアイスの棒を投げ込んだ。

　そうして再び、背もたれにもたれかかる。

　前を見つめたまま、折坂くんはギュッとシャツの胸むな元もとを握にぎりしめた。

「……アイツが消えた後……残ってるんだよな、ここに」

　私は黙だまって彼の胸に目を落とす。

「ぎゅう…って、痛いんだよ。……焦りとか……多分、あんたへの想おもいとか」

「…………」

「そういうの直じかに感じて、ああ、ホントに、この世に未練あんだな、やり残したことちゃんとやってから消えたいんだろうな…って。それが俺の体使ってしかできないことなら、なんとかして力になってやれねぇかなって。……そう思っただけだよ」

　言っているうちに恥はずかしくなってきたのか、折坂くんの顔は微かすかに赤らみ、声も少しずつ小さくなっていった。

　その短い言葉だけでも充じゆう分ぶんに彼の気持ちが伝わってきて、私はほんの少しだけど沈しずんでいた気持ちが軽くなったような気がした。

　折坂くんから目を逸らして、手元のシャーベットの容器を見つめながら笑えみを零こぼす。

「……そっか。……ありがと」

　ポツリと呟つぶやくと、折坂くんはわかるかわからないかの角度でペコッと会え釈しやくを返した。

　何となく話に区切りがついたので、私は空になった容器をゴミ箱に捨てるためにゆっくりと立ち上がった。

　それに倣ならうように折坂くんもベンチから腰を浮うかせる。

「ごちそうさまでした」

「うん」

　小こ銭ぜにが入ったカバンをよいしょ、と抱かかえ直し、折坂くんは「そろそろ戻もどるか」と言って学校の方向へと歩き始めた。

　５分ほど歩いてから、不意に折坂くんが躊躇ためらうように口を開いた。

「なあ。俺も一つ、聞いていいか？」

「え？」

　随分改まった声を出されて、私はキョトン、と真横を歩く折坂くんの横顔を見上げる。

　折坂くんはこちらを見ずに、前を向いたままポツリと呟いた。

「ユウってさ。……どんな奴やつ？」

「…………」

　それはかなり、意外な質問だった。

　聞かれて改めて、そういえばこの二人は面識がないんだよなってことに気付く。

　ユウくんは折坂くんの目を通して物事を見てる時もあるって言ってたけど……ユウくんが表に出てる時は折坂くんの意識は完全に無くなっちゃうみたいだし。

　確かに自分の体なんだから、意識がない時にどんな風に振ふる舞まわれてるかっていうのは気になるよね……。

　私は顎あごを軽くつまんで、う～んとしばらく考え込んだ。

「折坂くんとは……真逆のタイプかな」

「……真逆？」

　私が呟いた言葉を聞き、折坂くんは語ご尾びに疑ぎ問もん符ふをつけて私の顔を見下ろした。

「うん。言葉遣づかいも綺き麗れいだし、物もの腰ごしも柔やわらかいし、絶対声荒げたりしないもん」

「…………」

　それを聞いた折坂くんは、ムッツリと黙り込んだ。

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせ、プイと前を向く。

「……どうせ。悪かったな」

　子供っぽい反応に、私はふふっと肩かたを揺ゆすって笑った。

　───でもホントは。

　根っこにある『優やさしさ』って部分は、同じなんだけどね。

　ユウくんは『わかりやすい』優しさで、折坂くんは『わかりにくい』優しさ。

　初めは二人、全っ然違ちがうって思ったけど……。

　きっと折坂くんなら自分の願いを叶かなえてくれるって思って、ユウくんは折坂くんを選んだんじゃないのかなって。

　今はちょっと、そう思うんだよね。

「…………長谷部は」

　その時、ずっと口を噤んでいた折坂くんが急に話しかけてきたので、一人考え事をしていた私はハッと我に返った。

　慌あわてて横を歩く折坂くんの顔を見上げる。

「え？」

「…………」

　聞き返しても、折坂くんは言葉を続けない。

　何かを言おうとして、言い淀よどんでいるようにも見えた。

　心なしか顔が赤いような気もするけど……暑さのせいだろうか。

　そう思って首を捻ひねったところで、ようやく折坂くんが口を開いた。

「長谷部はさ」

「うん」

「やっぱり、ユウみたいな男が好きな訳？」

「…………」

　これもまた、唐とう突とつな質問だった。

　一いつ瞬しゆん質問の意味が分からなくて、じっと折坂くんの顔を見つめる。

　自分から聞いたくせに、折坂くんは私の方を見ようとはしなかった。

「ユウくんみたいな……って？」

「だから、さっき言ったみたいな。……言葉遣いキレイで、物腰柔らかいような男が好きなのかってこと」

　折坂くんの声は少しイライラしているみたいに聞こえた。

　何だろう。

　もしかして、真逆のタイプって言ったこと根に持ってんのかな。

　……やだな、半分冗談だったのに。

　───で、質問何だったっけ？

　ああ、そうだ。

　ユウくんみたいな人が好きなのか……だったよね。

「好きっていうのは、恋れん愛あい感情で……ってこと？」

「……そう」

「……んー」

　折坂くんから目を逸そらして前方を見つめながら、私は首を傾かしげて考え込んだ。

　恋愛経験が乏とぼしいせいか、あんまりこういう人がタイプだって断言できるほど明確な基準ってないんだよね。

　そりゃ、優しい人、誠実な人がいいって思うけど、それもかなり漠ばく然ぜんとしてるし……。

　悩なやんでしまった私を見て、折坂くんは少し呆あきれたような顔をした。

「そんな考え込むことか？」

「……だって……」

「つーか。こんなにはっきり好意示されて、意識したりとかしない訳」

「そりゃ、嬉うれしいな、とは思うけど……」

　私はチラッと折坂くんの顔を見上げる。

「もうこの世にいない人だし……。どんなに中身が違っても、やっぱり見た目は折坂くんなわけだし……」

「……悪かったな。見た目俺で」

「や、違うよ！　悪い意味じゃなくてっ」

　ムッとしてしまった折坂くんを見て、私は焦あせって両手を左右に振った。

「ずっと折坂くんを通して話してるから、なんかユウくんて実態がなくてどこかイメージがふわっとしてるっていうか……どこの誰だれかを思い出せれば、もっと実感湧わくのかもしれないけど……」

「…………」

「それこそ、誰かに密ひそかに想おもわれてるなんてタイプじゃないし、告白なんかされたことなかったから、なんで私なの？　って不思議に思う気持ちの方が大きいかな……」

　訥とつ々とつと答えると、折坂くんはふぅん、と、あまり腑ふに落ちていないようなぼんやりした相あい槌づちを打った。

　そこで改めて、ユウくんのことを考える。

　もしユウくんが生きて目の前に現れてたら、私はどうしてたんだろう。

　折坂くんの時みたいに、やっぱりあれこれ悩んだのかな。

　悩んでそして……どんな結論出してたんだろう。

（ユウくんは優しいし大好きだけど……。でもこれって、恋愛感情の『好き』ではないよなぁ……）

　きっとこれは、甘えに近い感情。

　もしユウくんと付き合ったとして、ユウくんは優しいから、きっと私のダメなところも全部笑って許してくれるんだろうな……。

　そして私は、多分それにべたべたに甘えて、わがままになってしまいそうな気がする。

　……でもじゃあ、たとえば……折坂くんみたいに多少キツめでもバシッと物事をはっきり言ってくれる人と付き合ったら……一体どうなるんだろう……。

（……って、あれ？　最後なんか変な方向転てん換かんしたぞ……？）

　何故なぜか思考の途と中ちゆうから急に折坂くんの顔が浮うかんで、私の耳がカッと熱くなった。

　せっかくアイスで一度クールダウンしたのに、再びジワリと額に汗あせが滲にじみ始める。

　気付かれないように少し彼と距きよ離りを取りながら。

　私は何だか、とても切ない気持ちになっていた。

　さっき考えたようなことも……全部、たらればの話。

　ユウくんがどういう形でこの世を去ったのかはわからないけど、もし生きていたら有り得たかもしれない未来。

　……でもそれはもう想像の域を出ることはなくて、決して叶うことのないことなんだ。

　そう思ったら……ユウくんの無念がヒシヒシと伝わってくるような気がした。

　やっぱり絶対……このままユウくんを消えさせちゃいけない。

　輝かがやかしい未来をもう望むことができないなら──せめて。

　せめて心残りがないように、最後の願いはちゃんと叶えてから、旅立ってほしい。

「…………。今日はユウくん、出てくるよね……」

　なんだか無む性しようにユウくんに会いたくなって、無意識に深刻な声でそう呟つぶやくと。

　黙だまって横を歩いていた折坂くんは、静かに私の顔を見下ろした。

　直後大きく頷うなずき、スイと前を向く。

「うん。……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　前方を真っ直すぐに見つめながら、折坂くんは強い語調でそう言った。

　何の根こん拠きよもないんだろうけど、きっとこれ以上私を不安にさせない為ためにそう言ってくれてるんだろうなってことが何となくわかって。

　それだけでも胸の中に蓄ちく積せきしていた不安が、少しだけ流れ落ちていくような気がした。
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　太陽も西の彼方かなたに沈しずみ、東の空から徐じよ々じよに夜の帳とばりが降りてきた。

　いよいよ準備も大おお詰づめで、今日だけはクラスの全員が残って作業をしていたのだけど。

　夜の７時になろうとしているのに、今日もユウくんは現れなかった。

「結局今日も……出てこなかったね、ユウくん」

「……ん」

　看板をテントの前に立て掛かけながら、折坂くんは重々しい声で頷いた。

　祭りの前というのは、一番楽しくて盛り上がるものなんだろうけど。

　浮き立つ周りに反して、私と折坂くんだけは沈んだ表情をしていた。

　前にも一日出てこなくて、翌日ふらりと現れたこともあったから、夕方まではそれほど事態を重く受け止めていなかったのだけど。

　さすがに二日連続で現れなかったことで、私の中で焦りと不安はピークに達していた。

「明日あした本番なのに……どうしよう」

「…………」

「ユウくんホントに、消えちゃったのかな……」

　ついつい思考がネガティブになり、口にする言葉も後ろ向きなものになる。

　ずっと黙って作業をしていた折坂くんはそこでスッと立ち上がり、雲に隠かくれてうっすらと霞かすんでいる月を見上げた。

「大丈夫。アイツは絶対出てくるよ」

「…………」

「何となく……そう思う。俺は信じてるよ」

　最後は力強くそう言い切り、折坂くんは空から私に視線を戻もどしてニッと勝ち気に笑った。

　それは半分私を安心させる為の言葉だったのかもしれないけど、後の半分は本当にユウくんが出てくることを信じているような……。

　そんな感じだった。

　折坂くんがもう一度空を見上げたので、私もそれに倣ならうように空を仰あおいだ。

　ザワザワと賑にぎやかな生徒の声が飛び交かう中。

　私達は並んで、星が瞬またたき始めた空をしばらく眺ながめていた。
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　そしていよいよ、綾城祭当日の朝。

　眠ねむれなかったことと、学祭準備の疲つかれとで、かなりテンション低めに私は朝食の席についた。

　反してお母さんは、朝食の用意をしながら上じよう機き嫌げんで話しかけてくる。

「いよいよ今日ね、綾城祭」

「…………うん」

「委員会、頑がん張ばってたもんねー」

「…………うん」

「鈴は何か演目に出ないの？　有志参加とかで」

「出ないよ。模も擬ぎ店だけ」

「あらそう。折坂くんも？」

　カップのスープに口を付けながら、私はまたか、と内心で嘆たん息そくした。

　折坂くんを家に連れてきて以来、何かと言うと折坂くんのこと聞いてくるのが、ホントにいちいちウザいんだけど……。

「折坂くんは……ピアノ弾ひくよ」

「あらまぁ、そうなの？」

「…………うん」

　ふうっと熱いスープに息を吹ふき掛け、私はぼんやりと返事を返した。

　それも実際は……どうなるかわかんないけど。

　生返事の私を気にする様子もなく、お玉を手にしたままお母さんはキラキラと目を輝かせた。

「いいわねぇ、やっぱり。音楽できる男の子って」

「…………」

「せっかく近くに綾城学園があるのに、あんたはちっともピアノの才能なくて、普ふ通つう科なんかに行っちゃってさ。お母さんガッカリしたわよ」

　……もういいよ、それ。

　耳にタコができるぐらい聞かされた愚ぐ痴ちにウンザリする私の前で、お母さんは何かを思い出したように「あ」と言った。

「そう言えば、あんたの通ってたピアノ教室に、飛び抜ぬけて上手うまい男の子がいたわよね。一人だけ天才レベルで、波瀬に住んでたお金持ちの子。……ええと、なんて言ったかしら」

「…………」

「そうそう、ユウくん」

「────え……」

　お母さんの言葉に、私は持っていたカップを思わず落としそうになってしまった。

　眠ねむ気けで霞んでいた意識が、一気に覚かく醒せいしていく。

「ユウ……くん？」

「覚えてない？　国くに立たち　優ゆうくん、だったかな。天才的に上手な子だったから、もしかしたら綾城のピアノ科に通ってるかもしれないわよ？　確か鈴と同じ学年だったし」

　カチリ、と。

　バラバラだったパズルのピースが全すべて綺き麗れいに嵌はまったような感覚だった。

　同時に、引き出しの奥に眠っていた記き憶おくが揺ゆり動かされ、一気に胸に溢あふれだしてくる。

　そうだ……優くんだ。

　子供の頃ころに通っていた、近所のピアノ教室。

　親しん戚せきが開いているピアノ教室だからと、わざわざ二駅先の波瀬から通っている男の子がいた。

　国立　優くん。

　名前の通り、優やさしい男の子だった。

　遊び感覚で習っている子供達ばかりの中、優くんだけは別格に上手くて。

　練習嫌ぎらいでちっとも上達しなかった私は教室に通うのが憂ゆう鬱うつでしょうがなかったのだけど、優くんのピアノを聴きくことだけは楽しみにしていた。

　その中でも、彼が好きでよく弾いていた曲が『愛の夢』。

　結局私は小３で教室を辞やめてしまったのだけど、辞める直前に優くんがある曲を私に弾いて聴かせてくれた。

『僕はね。将来作曲家になりたいんだ。まだ完成してないけど、この曲は初めて僕が作った曲』

　少し愛の夢を思わせるような、優しくて、どこか切ない曲だった。

　同い年の男の子がピアノを弾くだけじゃなく作曲まで出来るって知って素す直なおに感動した私は、スゴいスゴいって、そればっかり言ってた気がする。

　優くんスゴいね、完成したらまた聴かせてね…って。

　何も考えずに無む邪じや気きに言う私に、優くんは少し照れたように顔を赤らめながら、

『じゃあ完成したら、真っ先にリンちゃんに聴かせるね』

　───そう、言ってくれた。

　でも結局、その曲の完成を待たずに私は教室を辞めてしまって……。

　それ以来、一度も優くんと会うことはなかった……。
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「折坂くん……!!」

　綾城祭と描かかれた派手なアーチをくぐって、真っ先に私は折坂くんのもとへと向かった。

　グラウンドで既すでに模擬店の準備にとりかかっていた折坂くんは、突とつ進しんしてきた私を見てギョッとしたように目を丸くした。

「長谷部……」

「折坂くん!!」

　彼のもとまでたどり着いた私は、ハア、ハア、と乱れた息を整えながら折坂くんの顔を見上げた。

　ガシッ、と彼の両の二の腕うでを摑つかむ。

「ユウくんが……ユウくんが誰だれかわかったの！」

「えっ……マジか!?」

　びっくりしたように息を飲み、折坂くんは逆に私の肩かたを強く摑み返した。

　私はコクコクと頷うなずきながら、まだ乱れた呼吸のまま口を開いた。

「ユウくんは……ユウくんは、優くんだったの！」

「…………はっ!?」

「だから、ユウくんは、優くんだったの！」

「ちょ、ちょっと落ち着け、長谷部」

　周りの視線を気にしながら、折坂くんはテントの裏へと私を連れていく。

　私の肩をしっかりと摑み、折坂くんは私の目線まで膝ひざを折ってくれた。

「ちゃんと聞くから。落ち着いて話せ」

　彼にしては珍めずらしい、優しく穏おだやかな声に熱いものが込み上げてくる。

　さっきまではあれもこれも話さなきゃって思ってたのに、折坂くんの声を聞いた瞬しゆん間かんに胸がいっぱいになり、言葉が喉のどに詰つまって何も言えなくなってしまった。

「オーイ、折坂ー。これ、どうすんだよー」

　模擬店の準備をしていた他ほかの男子が、テントの中から折坂くんにそう声をかけてきた。

　私達はハッとそちらを振ふり返る。

「……あー、すぐ行く」

　折坂くんは大きな声でそう返事した後、私の方を気にする素振りを見せた。

　少しだけ落ち着きを取り戻もどした私は、大きく深呼吸する。

　そうして折坂くんに、にこっと笑いかけた。

「今はとにかく、学祭ガンバロ。委員の仕事も今日で最後だし」

「ん。……でも」

「後で見回りの時間あるでしょ。その時までに話整理しとくから、その時に聞いて」

「…………」

　すると折坂くんは私の顔を３秒ほど見つめた後、笑って頷いた。

　一度励はげますように、ぐっと力を込めてからゆっくりと私の肩から手を離はなす。

「ん、わかった。じゃあまた……後で」

　そう言って作業に戻っていった彼を見送ってから、私はふうっと息を吐はき出した。

　……そうだ。

　自分で言って、思い出した。

　今は今で、私にも折坂くんにもやらなきゃいけないことがある。

　この日のためにずっと委員会を頑がん張ばってきたんだから。

　───ちゃんと、気持ちを切り替かえないと。
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　午前10時。

　見回りの順番が来たので、私と折坂くんは会議室の前で落ち合った。

　巡じゆん回かい中と書かれた緑色の腕わん章しようを付け、あてもなく校舎内を歩き始める。

　ハメを外している生徒がいたら注意するというのが見回りの名目だけど、この日ばかりはハメを外して当たり前なので、よほど目に余るもの以外はスルーしていい、と、先せん輩ぱいから聞かされていた。

「同じピアノ教室だった子？」

　使われてない教室に入ってから優くんのことを説明すると、折坂くんは少し意外そうな声を出した。

　誰もいない教室の外からは、賑にぎやかな生徒達の声が聞こえてくる。

「……うん」

　下した唇くちびるを嚙かんで、私は深く頷いた。

「……それって、いつ頃ごろの話だよ」

「小２とか小３とか、それぐらい」

「───マジか……」

　びっくりしたように折坂くんは口元を押さえる。

　……無理もない。

　ハッキリ言ってそんな前のこと、私だって信じられないぐらいなんだから。

「折坂くん、私のこと薄はく情じようだって言ったけど……ホントにその通りだな…って、思った」

　知らず知らず零こぼれた言葉には、自じ嘲ちようが滲にじむ。

　折坂くんは無言で、じっと私の顔を見下ろしてきた。

「私、お母さんにすごく期待されてたんだけど、結局全然上手うまくならなくて、後ろめたい気持ちのまま辞めちゃったから、ピアノ習ってた時のこと無意識に思い出さないようにしてるとこあって……。でも優くんはあんなに昔の、子供の時の約束ずっと覚えててくれて……死んでからまでそれを叶かなえようとしてくれてるなんて……。そこまで優くんが私のこと想おもってくれてたなんて、ちっとも知らなかった……」

「…………」

「それなのに、そんな優くんの想いも知らずに、練習が嫌いやでさっさと教室も辞めちゃって……。すぐに優くんのことも約束のことも忘れちゃって。……こうして会いに来てくれても、あの曲を聴いてもすぐに思い出せなかったなんて。……私ホントに最低すぎて嫌になるよ……」

　自己嫌けん悪おと共に、涙なみだがぶわっと溢あふれだした。

　練習室であの曲を聴いた時。

　本当ならあの時、真っ先に気付かなきゃいけなかったんだ……。

　ピアノ科の生徒も知らない、私と優くんしか知らなかった曲。

　その他にもいくらでも、思い出せる機会はあったはずなのに……。

「────泣くな!!」

　突とつ然ぜん目の前で大声を出されて、私はビクッ！　と体を揺ゆらせた。

　のろのろと顔を上げると、怒おこったような折坂くんの瞳ひとみとぶつかった。

　思わず私は息を止めて涙を飲み込む。

「泣くのはまだ早はえぇよ！　まだ何にも終わってねーだろーが！」

「…………」

「そこまで思い出したんなら、あんたのすることは一つだろ！」

　目を見開くと、折坂くんは更さらに続けた。

「死んでからまで約束果たすためにあんたに会いに来たんだろ!?　その曲を聴きかせたくて、今日の学祭でピアノ弾ひかせてくれって頼たのんだんだろ!?……だったら、だったらあんたは、しっかり最後までそれ聴き届けることが一番大事なんじゃねーのか!?」

「…………」

「泣くのなんか、それが全部終わってからにしろ!!」

　全部叫さけび終わったあと、折坂くんはハア、ハア、と肩で息いきをした。

　あまりの彼の剣けん幕まくに、気が付くと涙なんか完全に引っ込んでしまっていて。

　私は足の底から鳥とり肌はだが立つような震ふるえが這はい上がってくるのを、感じていた。

　太ももの横で、両りよう拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめる。

「…………泣いてない」

「はっ!?」

「まだ泣かない。……優くんの演奏聴くまでは、絶対に泣かない」

　逆ギレみたいだな、と自分でも思わない訳ではなかったけど。

　私の言葉を聞いた折坂くんの顔からは険しい色は剝はがれ落ち、代わりに少しだけだけど、優やさしさのようなものが滲んでいるようにも見えた。

「……噓うそつけ。泣いてたくせに」

「だから、泣いてないってば」

　しつこく言い返すと、折坂くんは呆あきれたような苦く笑しようを見せた。

　そうしてそのまま何も言わず、窓の外を見つめる。

　───不思議な人だな、と。

　遠くを見つめるその横顔を見て、私は思った。

　言葉は厳しいし、顔もすっごく怖こわかったんだけど。

　何故なぜだか私は、スゴく嬉うれしい、と感じていた。

　それは多分、優くんが絶対にまた現れるって、折坂くんが信じているからだ。

　正直二日間現れなかったことで、私自身がどこか諦あきらめるような気持ちがあったのは、否いなめない。

　……でも折坂くんは、まだ全然諦めてなかった。

　折坂くんはいつもこうやって、落ちかけている私を引っ張り上げてくれる。

　真っ直すぐな気持ちと、言葉と、瞳で。

　何の衒てらいもなく、本当にただ、真っ直ぐに。

　───だから、私も信じよう。

　優くん。

　あなたにまた会えるって。

　想いを遂とげるために、必ずまた、私の前に現れる……って。
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　11時になり、次の巡回の人達に腕章を渡わたしてから、本日の委員の仕事はとりあえず終わった。

　あとはクラスの模も擬ぎ店の店番と……折坂くんのピアノ演奏を残すのみ。

　亜美は午前中、部活の方の出し物に参加しているので、それが終わってから合流することになっている。

（それまで……何して時間つぶそっかな……）

　実は学祭って、楽しむ人はとことん楽しめるイベントだけど、私みたいに友達が少ない人間には結構キツいイベントだったりする。

　こんな時『ぼっち』で、どうやって過ごせばいいんだろ……。

　スマホの時間を見ながらハアッと小さな溜ため息いきをついた、その時。

「長谷部。今からなんか予定ある？」

　横にいた折坂くんにそう聞かれて、私はふらっと彼の顔を見上げた。

「え。……ううん。店番昼からだし、友達との待ち合わせまであと一時間ぐらいある」

「───じゃあ……それまで、一いつ緒しよにどっか回ろっか」

　まさか誘さそってもらえるとは思ってなくて、私はびっくりして折坂くんの顔を見つめた。

　折坂くんははにかんだように私から少し目を逸そらす。

　男の子と一緒に学祭回るなんて、まるで少女漫まん画がみたい……。

　楽しそうにしているカップルを見ては、リア充じゆう爆ばく発はつしろと思ってた昨年の学祭とは大おお違ちがいだ。

　嬉しくてすぐに頷うなずこうとした私は、そこでハッと口を噤つぐむ。

　でも……でも、いいのかな。

　優くんがどうなるかわからないこんな時に……楽しんでもいいのかな……。

　そんな思いがよぎって、ふと黙だまり込むと。

　私の考えていることがわかったのか、折坂くんは苦笑してポンと私の肩かたに手を置いた。

「俺達は俺達だろ。遠えん慮りよして自じ粛しゆくみたいなことすんの、ちょっと違うと思うけど」

「…………」

「この日の為ためにずっと頑がん張ばってきたんじゃん。せっかくなんだから、楽しもうぜ」

　そう言って折坂くんは、明るい笑え顔がおを見せる。

　ずっと頑張ってきたんだから、楽しもう───。

　折坂くんのその言葉は、胸の奥にあった後ろめたさみたいなものを、少し軽くしてくれたような気がした。

　そう……だよね。この日の為にずっと、頑張ってきたんだもんね。

　それは優くんも見ててくれたはずだから……今日ぐらい思いっきり楽しんだって、優くん怒ったりしないよね……。

「じゃあ……一緒に回ってくれる？」

　折坂くんを見上げながら窺うかがうように尋たずねると、折坂くんはどこかホッとしたような安あん堵どの表情を浮うかべた。

「うん。じゃあ行こうぜ」

「あ、でも……。折坂くん友達と回らなくてもいいの？」

　折坂くんは私と違っていつもたくさんの友達と一緒にいるし、そっちは大だい丈じよう夫ぶなのかな……。

　すると折坂くんは一いつ瞬しゆん動きを止めた後、小さく肩をすくめた。

「まぁ別に約束してるわけじゃねーし。俺もこんな日ぐらいいっつもつるんでる奴やつより、女子と回る方がいいわ」

「…………」

「ほら、早く行こうぜ。俺すげー腹減ってんだよな」

　スタスタと歩き始めた折坂くんの背中を見て、私はクスッと笑みを零こぼす。

　もしかしたら折坂くん……ぼっちの私に気を遣つかってくれたのかもしれないな……。




　その後、二つの模擬店を回った後。

　最後に折坂くんの友達のクラスの、メイド喫きつ茶さに行くことになった。

　しかも店員全員男子の、女装喫茶だそうだ。

　市いち川かわくんというらしい折坂くんの友達は、折坂くんの顔を見て露ろ骨こつに嫌いやそうな顔を見せた。

「んだよ、来るなっつっただろ」

「いやいや、可愛かわいいって。俺イケるわー」

　嫌がっている市川くんを、折坂くんはゲラゲラ笑いながらからかっている。

　どうやらこの市川くん、恥はずかしくて女装姿を友達に見られたくなかったらしい。

　こういう時ってやっぱり私に見せる顔とは違ってすごく男の子っぽくて、折坂くんの素すに近いんだろうなぁ…って感じた。

　しかしこの市川くんって、知らない男子だけど女装がすごく似合ってる。

　メイクの上手うまい女子に着付け全ぜん般ぱんやってもらったのか、すっごくクオリティ高くてびっくりだ。

　こうなると、普ふ段だんの彼がどんな感じなのか気になるなぁ……。

「お待たせしましたー」

　席に着いてしばらくしてから、市川くんがアイスコーヒーを二つ運んできてくれた。

　そのまますぐ立ち去るかと思いきや、何故か市川くんは私を見て少し意味ありげに微ほほ笑えんだ。

「もしかして、折坂の彼女っすか？」

「…………っ」

　その瞬間、アイスコーヒーを飲んでいた折坂くんがブッとそれを吐はき出した。

　びっくりした私は慌あわてて首を横に振ふる。

「い、いえ。違います、クラスメートです」

「知ってます、長谷部さんっすよね。初めまして、折坂からよく話聞いてます」

「───おい、市川!!」

　焦あせったように折坂くんは口元を拭ふき、市川くんをキッと睨にらみ付けた。

「余計なこと言ってねーでさっさと仕事戻もどれよ！」

「うるせーな、挨あい拶さつしてただけだろー」

　……何だか知らない間に、すっかり形勢逆転みたいになってしまってるけど。

　呆ぼう然ぜんとしている私に「ごゆっくりー」と言い残して、市川くんはこの場を立ち去って行った。

　折坂くんはチッと舌打ちして、不ふ機き嫌げんそうに横を向く。

「友達に私の話……してるの？」

　なんだか気になってしまって思い切って尋ねると、折坂くんは突つっ込まれたくなかったという風に苦い顔になった。

「……別に。……同じ委員会って話してただけ」

　ぶっきらぼうに答えて、折坂くんはアイスコーヒーを一気に啜すすった。

　暑さのせいか、額にうっすら汗あせをかいている。

　まぁどうせそんなことだろうな、とは思ったけど、市川くんに言われた彼女という言葉がこの時妙みように引っかかった。

　そういえば改めて聞いたことなかったけど……。
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「折坂くんて……彼女いるの？」

　アイスコーヒーの氷をカラカラかき混ぜながら聞くと、折坂くんはびっくりしたように目を見張って私の顔を凝ぎよう視しした。

「いたら彼女と回ってるよ！」

「……あ、そっか。……そうだよね」

「そーだよ」

　呆あきれたように言い、折坂くんは頰ほお杖づえをついてスイッと目を逸そらした。

　急に無口になってしまった折坂くんに、ちょっと萎い縮しゆくしながら……。

　彼女がいないと聞いて、どこかホッとしている自分がいた。
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　昼を過ぎて、いよいよ綾城祭のメインイベント、舞ぶ台たい発表の演目がスタートした。

　私と折坂くんは、舞台袖そででじっと出番を待つ。

　ドキドキというよりは、ズクズクと傷が疼うずくような動どう悸きだった。

　現在舞台上にいるのは、プログラム20番の、バイオリン科の女子。

　トリをつとめるだけあって、チャルダッシュを超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうで弾ひいているのだけど。

　正直私の耳には、ほとんど響ひびいていなかった。

　───何故なぜなら、この女子の次が折坂くんの出番だから。

　そして未いまだに、優くんが現れる気配がないから。

「…………」

　私達は、言葉もなくただその場に立ち尽つくしていた。

　チラッと横に立つ折坂くんを見上げる。

　薄うす暗ぐらいカーテンの横でも、彼の顔色が悪いのがわかった。

　こめかみからはひとすじ汗が流れていて、ピリピリと折坂くんの緊きん張ちようが伝わってくる。

　あの時は冗じよう談だんで、いざとなったら猫ねこ踏ふんじゃったでも弾くよ、なんて軽口を叩たたいてたけど、ここへ来てやっぱり緊張の波が押し寄せてきたようだった。

（……当たり前だよ、そんなの……）

　高校生の文化祭とはいっても、うちの綾城祭は別だ。

　普通科の軽音部みたいなものはほとんどオマケで、あとは芸術コースのそれぞれの科のトップレベルの子達が腕うでを披ひ露ろうする場所。

　観客だって、他校の教師から大学関係者まで、私には一生縁えんのないお偉えらいさん達がズラリ。

　そんな中で緊張するなって言う方が、無理に決まってるよね……。

　パチパチパチパチ。

　割れんばかりの拍はく手しゆが耳に飛び込んできて、私はハッと顔を上げた。

　舞台上では、演奏を終えた女子生徒が深々と頭を下げているところだった。

（……いよいよ、だ）

　静かに緞どん帳ちようが下りてきて、慌ただしく周りの人間が動き始める。

　中央に立派なグランドピアノが運ばれていくのと同時に、すぐ横で折坂くんがゴクリと生なま唾つばを飲む音が聞こえてきた。

（……折坂くん……）

　あまりにも過か酷こくな状じよう況きようすぎて、私は声もかけられない。

　曾ひいおばあちゃんがイタコか何か知らないけど、全く関係のない折坂くんを巻き込んでしまったことを、この時私は物もの凄すごく申し訳なく思った。

《ただ今より、ピアノ科の演目に入ります》

　静かにアナウンスが流れ、緞帳の向こうの会場からワアッと歓かん声せいが上がった。

　私と折坂くんの体が、ガチッと固まる。

（う、噓うそ……もう!?）

　焦る気持ちを無視して、スルスルと滑すべるように緞帳が上がっていった。

　手の平にじんわりと、汗が滲にじみ始める。

《プログラム21番の前に、普ふ通つう科コース２年、折坂　孝平くんのピアノ演奏があります。皆みな様さま、どうぞ拍手でお迎むかえください》

　アナウンスが終わると同時に、パチパチパチ、と大きな拍手の音が鳴り響いた。

　折坂くんはふうっと息を吐き出し、一度キュッと片手でネクタイの結び目を締しめ上げた。

「……じゃあ、行ってくる」

　私を振り返って折坂くんは、微かすかに笑えみを見せたけど。

　その声は間ま違ちがいなく震ふるえていた。

　胸がいっぱいになった私は、たまらず折坂くんの両手を強く握にぎりしめた。

「……うん。頑がん張ばってね」

　口にしながら、私は祈いのるようにぎゅっと目を瞑つむった。

　優くん。

　優くん。

　お願いだから、もう一度私に会いに来て。

　あの曲の続きを、私に聴きかせて。

　そして一回だけでいいから、お礼を言わせてほしいの。

　私との約束を、守ろうとしてくれてありがとう…って。

　私に会いに来てくれて、ありがとう…って。

　だからお願い。

　───このまま、消えてしまわないで。

「…………！」

　私の手からスルリと折坂くんの温ぬくもりが離はなれて、私はゆっくりと目を開けた。

　折坂くんは一度頷うなずいてから、くるりと踵きびすを返して舞台の中央へと歩いていく。

　大きな拍手に迎えられた折坂くんは、ピアノの前で一度深く頭を下げた。

　ここから見えるその横顔は、何かを覚かく悟ごしたように凜りんとしていた。

（折坂くん……優くん……）

　私にはもう、祈ることしか出来なかった。

　折坂くんは、おもむろにピアノの前に腰こしを下ろす。

　同時に波が引くように、拍手の音が小さくなっていき。

　やがて、しん……と、会場内は静まり返った。

「…………」

　ピアノの前で折坂くんは、微び動どうだにしなかった。

　鍵けん盤ばんに手を置こうともしない。

　その状態で１分が過ぎ、さすがに会場内がザワザワとざわつき始めた。

「ちょっと、何やってるのよ、彼は！」

　すぐ横でヒステリックな声が聞こえ、振ふり返るとそこには険しい顔をした岩橋先せん輩ぱいが立っていた。

　持っていたプログラムの紙をグシャッと握りつぶし、キッと私を睨にらみ付ける。

「土下座までして頼たのみ込んでおきながら、何も弾かないってどういうことよ！」

「せ、先輩……」

「ただでさえ時間押してるのに……！　弾かないなら、撤てつ収しゆうさせるわよ！」

　鼻息を荒あらくして舞台に乗り込もうとする先輩を、私は慌あわてて引き留める。

「先輩、もう少し……もう少しだけ待ってください！」

「もう少しってどれぐらいよ!?　もともと５分だけっていう話だったでしょ!?」

「お願いします！……あと、少しだけ……！」

　先輩の腕を引き、必死で声を上げた、その時。

　バァン!!　と。

　ピアノの鍵盤を叩く大きな音が、会場中に響き渡わたった。

　ざわついていた客席が、水を打ったように静まり返り、舞台袖にいた全すべてのスタッフが驚おどろいて息を飲む。

（……折坂くん……！）

　見ると折坂くんは、鍵盤の上に突つっ伏ぷすようにして顔を伏せていた。

　何が起こったのかと皆みんなが凝ぎよう視しするなか、不意に折坂くんは天てん井じようを仰あおぎ。

　そうして会場中に響き渡るほど、大声で叫さけんだ。

「バッカヤロー!!　さっさと降りてこいよ!!」

　私以外の全員が、啞あ然ぜんとしたように折坂くんに見入る。

　折坂くんは宙を睨み付けながら、更さらに声を張り上げた。

「おめーがここで弾ひきたいっつったんだろーが！　心残りがあるから、わざわざ俺の体使ってまでアイツに会いに来たんだろーが！　それなのに、このまま消えていいのかよ!!」

　そんな折坂くんの姿を見て、私の目め頭がしらがぐっと熱くなってくる。

　優くんの演奏を聴くまでは泣かないって決めたのに。

　訴うつたえるような彼の言葉を聞いて、その決意は脆もろくも崩くずれさってしまいそうだった。

　ピアノも弾かずに突とつ然ぜん叫び出した折坂くんに、呆あつ気けに取られていた観客も再びザワザワとざわつき始める。

　しばらくポカンとしていた先輩も、さすがにそこでハッと我に返った。

「なんなの彼は。一体何を……」

　────その時。

　初めてユウくんに会ったあの時みたいに、ふわ…っと会場全体の空気が揺ゆれた気がした。

　それを感じたのは、この場では私だけだったのかもしれないけど。

「…………」

　不意に折坂くんが、前のめりに上半身を折り曲げた。

　息を止めて、私はそんな折坂くんを見つめる。

　まさか……。

　震える指で私は口元を覆おおった。

　全身が震え出し、舞ぶ台たい袖そでの大きなカーテンに摑つかまりながら見守るなか、折坂くんはゆっくりと顔を上げた。

　さっきまでとは打って変わって、落ち着いた瞳ひとみをしている。

　おもむろに鍵盤に指を置いたと思った、次の瞬しゆん間かん。

　優やさしいメロディが彼の指先から奏かなでられ始めた。

「…………」

　一瞬で、会場の空気が変わる。

　全員が、ピアノの前の折坂くんに釘くぎ付づけになる。

　ヒソヒソと小声で何やら言い合っていた人達も一いつ斉せいに会話をやめ、彼の奏でる旋せん律りつにじっと聴き入っていた。

　───それは、岩橋先輩も例外ではなかった。

　あの日、ピアノの練習室で聴いたあの曲。

　……そして、子供の頃ころ。

　優くんが聴かせてくれた、曲。

　作曲家になりたいと夢を語ってくれた彼が、初めて作った曲。

（……優くん……！）

　もう、堪こらえることは出来なかった。

　溢あふれだした涙なみだで、折坂くんの……優くんの姿がぼんやりと滲にじむ。

　ハッと私は手の甲こうでゴシゴシとそれを拭ぬぐった。

　……ちゃんとこの姿を、目に焼き付けておこうと思った。

　優くんに会えるのは、きっとこれが最後だから。

　ここまで私を想おもってくれた人の姿を、ちゃんと覚えておきたかった。

　流れるように曲は進んでいき、知らず知らずカーテンを摑む手に力がこもる。

　もうすぐ……あのパートがくる。

　練習室で、優くんが演奏をやめてしまったパート。

　もしかして、まだ曲は完成してないんじゃないかと一瞬不安になったけど。

　優くんは手を止めることなく、演奏を続けた。

　優しく切ないメロディが、激しく私の感情を揺り動かす。

　この曲……なんだね。

　優くんが折坂くんの体を借りてまで私に聴かせようとしてくれたのは……この曲なんだね。

　ちゃんとこの曲……完成させてたんだね。

　演奏時間は、きっと３分にも満たなかったに違ちがいない。

　それでも私の両目からは涙が溢れて止まらなかった。

　嬉うれしくて、切なくて……。

　そしてたまらなく、寂さびしくなった。

　彼の演奏が終わり、優くんが鍵盤から手を上げた。

　ほんの一瞬、会場はしん、と静まり返り。

　……そして直後、割れんばかりの拍はく手しゆが巻き起こった。

　周りにいたスタッフ達も、惜おしみない拍手を優くんに送っている。

　ふと横を見ると。

　岩橋先輩までが、握にぎりつぶしたプログラムを脇わきに挟はさみながら手を叩たたいていた。

「例のお友達も、喜んでるでしょうね」

　先輩はそう言うと、ニッと私に笑いかけた。

　そうしてすぐに体を反転させ、次の演目の準備にとりかかる。

　まだ鳴り止やまない拍手に一礼してから、優くんはこちらへ向かって歩いてきた。

　カーテンの陰かげで、私は彼を出で迎むかえる。

「…………」

　私の姿を捉とらえた優くんはほんの一瞬、眩まぶしいものでも見るように目を細めたあと、にっこりと柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

　涙をこらえ、私も微笑み返す。

「国立……優くん」

　彼の本当の名を口にすると、優くんは少しびっくりしたようだった。

　けれど直後、嬉しそうに口元を綻ほころばせた。

「思い出してくれたんだね。……ありがとう」

「…………っ」

　まさかお礼を言われるなんて夢にも思わなくて、私は唇くちびるを嚙かんでフルフルと首を横に振ふった。

「……ごめんなさい。すぐに思い出せなくて……。でも、約束守ってくれて、ありがとう。……会いに来てくれて、ありがとう」

「…………」

「ホントにホントに素す敵てきな曲だった。最後まで、聴きけてよかった。……ホントに、感動したよ」

　もっともっと色んな称しよう賛さんの言葉を贈おくりたかったけど、私の語ご彙い力ではそれが限界だった。

　けれど精せい一いつ杯ぱいの気持ちが伝わったのか、優くんはありがとう、と言って微笑んでくれた。

　次のプログラムが始まり、舞台袖に隠かくれるように向かい合っている私達を気にする人は誰だれもいなかった。

　次の曲は、奇くしくも愛の夢。

　少し懐なつかしそうにピアノの方に目を向けた優くんを見て、あの頃の記き憶おくが一気に蘇よみがえってくる。

「優くん、この曲好きだったよね」

「……うん」

「もう……全部、思い出してるの？」

　すると優くんは私に視線を戻もどしてコクリと頷うなずいた。

「君と初めてデートした日。……あの日に全すべて思い出したんだ。自分が何を叶かなえたくて、再び君に会いに来たのか」

「…………」

「君を困らせたくなかったから、もうあのまま消えてしまって構わないって、あの時は本当にそう思ったんだ。君とああやってデートができて、もうそれだけで充じゆう分ぶんだった」

「…………」

「でも、あの時の君の哀かなしそうな顔を見て、思い出したんだ。……心残りがあるまま、僕が消えてしまうことが、一番哀しいって言ってくれたこと……」

　優くんは思い出すように、そっと目を閉じる。

「だから最後に、わがままを言わせてもらった。そのせいで、君にも彼にも大変な思いをさせてしまったけど……。でもおかげで、二つも夢を叶えることが出来た」

「…………」

「これでもう、本当に思い残すことはないよ。……ありがとう、リンちゃん」

　そう言って笑った優くんの顔は、本当に晴れやかなものだった。

　今までも表情はとっても穏おだやかで優しかったけど、時たま見せる不安や焦あせりの色はどうしても隠しきれなくて。

　でも今はそれらの全てが剝はがれ落ちて、ただ全てを終えた満足感のようなものだけが残っていた。

　それを見て、これで本当に優くんとサヨナラする時が来たのだと悟さとる。

　熱いものが込み上げてきて、私は真っ直すぐに優くんの顔を見上げた。

「優くんは……優くんはどうして……」

　それ以上は言葉にならなかった。

　あまりにも、聞くのが辛つらかったから。

　けれどそれを察してくれたのか、優くんは小さな笑えみを見せた。

「────事故だよ」

　静かな呟つぶやきだった。

　大きく目を見開くと、優くんはスッと真顔になった。

「僕には、叶えたい夢も、やりたいこともまだまだ沢たく山さんあった。……当たり前に、明日あしたは来るものだと思って生きていた。……でも一いつ瞬しゆんで、それらの全てが消えてしまって。……僕は無くなっていく意識の中で、とても後こう悔かいしたんだ」

「…………」

「何故なぜ、いつかまた会えるなんて、思っていたんだろう。……何故もっと早くに勇気を出して、君に会いに行かなかったんだろう…って」

　ゆっくりと手を伸のばし、優くんは私の頰ほおに触ふれた。

　そうしてとても儚はかなく、切ない笑みを浮うかべた。

「だから君には、同じ思いをしてほしくないって、思う」

「…………」

「ちゃんと彼に、自分の気持ちを伝えるべきだと思うよ」

（───え……）

　びっくりして目を見開くと、優くんは少し寂しそうに微笑みながら頷いた。

「君が彼にどんどん惹ひかれていくのが……僕にはよくわかったよ。……ああ、君はこうやって、恋こいに落ちていくんだな…って」

「…………」

　全く思ってもみないことを言われて、私は首を横に振る。

　否定しよう、と、思ったのに。

　私は優くんの言葉を、否定することが出来なかった。

「ゆ、優くん……わ、私……私……」

　込み上げてきた嗚お咽えつで、喉のどがつまる。

　優くんの目の前で他ほかの男の子に惹かれていったことが信じられなくて……。

　そして、そんな自分が許せない思いだった。

　しゃくりあげる私の肩かたをそっと摑つかみ、優くんは微笑みながら静かに首を横に振った。

「当たり前のことなんだよ。……だって君は今を生きてるんだから」

　口元を押さえ、私は目だけで優くんを見上げる。

「17歳の君が恋をするのは、ごくごく自然なことなんだよ。僕に悪いなんて、思うことない」

「…………」

「最初はね。とても寂しくて、悔くやしかった。生きて君の前に現れることが出来ない自分が、歯は痒がゆくて切なかった。……でもね、それでいいと思えるようになったんだ。……君が今、ちゃんと生きている証あかしだから。……それに……相手が彼なら仕方がないなって、素す直なおに思えるしね」
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　人差し指で、優くんはそっと私の涙なみだを拭ぬぐってくれた。

　愛の夢の音色が、切なく鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「あとね、一つわかったことがあるんだ」

　思い出したように優くんが言ったので、私は小さく首を傾かしげた。

「わかったこと？」

「うん」

　クスッと優くんは、声を漏もらして笑う。

「何故、僕が体を借りたのが、折坂　孝平だったのか」

「え？」

「彼と僕が、同じ想おもいを抱だいていたからだよ」

　全く意味がわからなくて、私はただじっと優くんの口元を見つめていた。

　優くんはそっと、目を閉じる。

「十日近く彼の中にいて、彼の想いをいっぱい感じた。……彼の中には、色んな表情の君がいたよ。……きっともう、ずっと前から、彼は君を見てきたんだろうね」

「…………」

「同じ想いを抱いていた彼に、きっと僕は同調したんだと思うんだ」

　驚おどろきすぎて……全く予想外のことすぎて、私は言葉が出なくなってしまう。

　激しく動どう揺ようして、私はキョロキョロと瞳ひとみをさ迷わせた。

　えっ、……え？

　それって、折坂くんが私を…って、こと？

　噓うそでしょ、だって。

　そんな素そ振ぶり、少しでもあった？

　ちょっと信じられないんだけど……。

「ホントかどうか、後で彼に聞いてみるといいよ」

　完全に困こん惑わくしている私を見て、優くんはいたずらっぽく笑った。

　その時ちょうど、愛の夢の演奏が終わり、大きな拍はく手しゆが会場内に沸わき起こった。

「……そろそろ、お別れだね」

　拍手が収まると同時に、優くんが静かにそう呟いた。

　ギクッとして顔を上げると同時に、私は強く、彼に抱きしめられていた。

「…………っ」

「────サヨナラ、リンちゃん。……ありがとう」

「……ゆっ、……優く……」

　私は無我夢中で、彼の体にしがみつく。

「君にまた会えて、よかった。夢を叶かなえてくれて、ありがとう」

「優くん……、優くん」

「大好きだったよ、リンちゃん。君は僕の初はつ恋こいだった」

　彼の声が、徐じよ々じよに涙で滲にじみ始めた。

　私の両目からも、涙が溢あふれ出す。

「私、絶対に忘れない。優くんのことも、あの曲のことも、一生絶対忘れない」

「…………うん」

「ありがとう。……ホントにホントに、ありがとう。……ありがとう」

　好きになってくれたこと。

　会いに来てくれたこと。

　素す敵てきな曲を、聴きかせてくれたこと。

　……ありったけの想いを込めて。

　私は優くんに、ありがとうを伝えた。

　ありがとう。

　ありがとう。

　ありがとう。

　──そして、サヨナラ。

　次の演目曲が流れ始めたと思ったと同時に。

　彼の腕うでから、ふっと力が抜ぬけていった。

　彼の想いを最後まで心に刻んでおきたくて、私はもう一度彼の体に強くしがみついた。

「…………！」

　その時。

　一度弱まった彼の腕の力が、再び強くなった。

　次の瞬しゆん間かん、ぎゅうっと抱きしめられる。

　それはもう優くんじゃなくて、折坂くんなんだって……。

　何故なぜか私はすぐにわかってしまった。

「……折坂くん」

「……うん」

　すぐに私が折坂くんだって気付いたからか、折坂くんは一瞬びっくりしたみたいだったけど。

　すぐに認めて、コクリと頷うなずいた。

　彼の温ぬくもりが愛いとしくて、優くんとサヨナラした寂さびしさが一気に襲おそってきて、私は彼の首に強くしがみついた。

「あのね、優くんね。ちゃんと現れたよ」

「うん」

「ピアノ、最後まで弾ひいてね。凄すごく素敵な曲だった。……皆みんな感動して、拍手もいっぱいもらってた」

「うん」

「夢が叶った……って。……ありがとうって、言ってた。……もう思い残すこと、ないって……」

「うん」

「──サヨナラって言って。……行っちゃったよ……」

　そこでまた、涙が溢れ出した。

「……うん」

　折坂くんは、うんしか言わなかったけど。

　抱き寄せて、頭を撫なでてくれたその手は凄く優やさしくて、温かかった。

　優くんが言った折坂くんの想いも、聞いてみたい気持ちはあったけれど。

　今は行ってしまった優くんとの思い出を、静かに反はん芻すうしよう、と。

　そう思いながら、私はそっと目を閉じた。
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　その後、折坂くんが調べてくれたけれど、芸術コースに国立　優という生徒はいなかったらしい。

　ここのピアノ科に入ったのかと思ったけれど、優くんは別の学校に進学したようだった。

「結局、三日かかっちゃったね……」

　小学校の時に通っていたピアノ教室へ向かいながら、私は疲つかれとも安あん堵どともつかない溜ため息いきを零こぼした。

　落ち着いたらお墓参りに行こう、と、折坂くんが言ってくれたのは、学祭が終わった日のこと。

　本当ならすぐに行きたかったのだけど、委員会の事後報告やら、何やかやとすることが多く、結局全すべてが終わったのは学祭が終わってから三日経たってのことだった。と言っても最後にもう一つ、売り上げの配分が残ってるんだけど。

　それはもうクラス内だけの仕事なので、思い切って週明けに回すことにした。

　優くんの住所も知らなかったので、手がかりは通っていたピアノ教室のみ。

　私の記き憶おくでは先生は優くんの親しん戚せきだったはずだから、優くんの詳くわしい話も聞けるはずだけど……。




「えっ、長谷部って……もしかして、リンちゃん!?」

　大してピアノが上手うまくもなかった私のことを先生が覚えてくれているのか不安だったけど。

　出で迎むかえてくれた先生は、すぐに私だとわかってくれた。

　あの頃ころの記憶の先生とあまり印象は変わってなかったけど、心なしか疲れているように見えた。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、先生」

「ホントに久しぶりねぇ。待ってね、今お茶淹いれるから」

　突とつ然ぜんの訪問にもかかわらず、先生は私達を歓かん迎げいしてくれた。

　私は慌あわてて手を横に振る。

「いえ、あの、お構い無く。今日はちょっと聞きたいことがあっただけなので……」

「聞きたいこと？」

「あ、はい、あの……」

　優くんのことを切り出そうとして、私はチラリと教室内に目を走らせた。

　生徒は誰だれもいないみたいだけど……今日はお休みなのかな？

　私の考えが伝わったのか、先生は少し寂しそうに笑った。

「今日まで教室はお休みにしてもらってるの。甥おいっ子が最近亡なくなってね。お葬そう式しきが昨日だったんだけど、ちょっとバタバタしてたから……」

「────え……」

「リンちゃん覚えてないかしら。ここに通っていた、国立　優って男の子」

　ドクン、と心臓が大きく跳はね上がった。

　真横に立っていた折坂くんも、ゴクリと息を飲む。

　ちょっと……。待って。

　今先生、なんて言ったの？

「き、昨日……が、お葬式だったんですか？」

「ええ、そうよ。三日前に亡くなったの」

（三日前……!?）

　知らず知らず、体が震ふるえ出す。

　三日前と言えば、綾城祭があった日だ。

　それじゃあ……それじゃあ優くんは、その日まで生きてたって、こと…!?

　思ってもみなかった事実を聞かされ激しく動どう揺ようする私に気付かず、先生はピアノを見つめながら微かすかに瞳ひとみを潤うるませた。

「小６の時に事故に遭あってね。それからずっと意識も戻もどらず寝ねたきりだったんだけど……。一週間ほど前に容態が急変したらしいの」

「…………」

「今まで全く動かなかったのに、指が動いたり、瞼まぶたが動いたりしてね。涙なみだを流すこともあったらしいわ。意識が戻る前兆じゃないかって言ってたんだけど、結局一度も意識が戻らないまま、三日前に……」

　そこで言葉を詰つまらせ、先生は口元を押さえて涙を溢あふれさせた。
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　ガツン！　と。

　頭を固いもので殴なぐられたような衝しよう撃げきだった。

　私は最初から、ずっと思い違ちがいをしていた。

　初めて彼が折坂くんの体を借りて現れた時。

　優くんはまだ、死んでなどいなかったのだ。

　私の前に現れたのは、小学生のままの優くんだった。

　そう思うと、感じていた違い和わ感かんの意味も、わかってくるような気がした。

　元々大人びた子だったから気付かなかったけど、時おり感じた少年のような無む邪じや気きさも、下心なんてまるで感じない無む垢くさも。

　私に対する真っ直すぐな想おもいも……。

　現在進行形の、初はつ恋こいだったから。

　その純真な想いを抱かかえたまま、彼は長い眠ねむりについてしまったから……。

「自分の死を悟さとって……。それであんたに会いに来たのかな……。どうしてもやり残したことを、死ぬ前にやっておきたくて……」

　先生に教えてもらった住所を頼たよりに優くんの家に向かいながら、折坂くんが重々しく口を開いた。

　先生の話を聞いて折坂くんも驚おどろいたと思うけど……彼なりに色々思うことがあったようだ。

「……うん」

　私は、静かに頷うなずく。

　優くんと二人で乗った観覧車が駅を降りてからずっと視界の中にあって、それが妙みように切なかった。
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「ここ、だね」

　メモの住所に書かれた家の前に立ち、私と折坂くんは同時に大きな建物を見上げた。

　国立と表札のかかったその家は、気き後おくれするほど立派な豪ごう邸ていだった。

　勢いでここまで来たものの、格式高い雰ふん囲い気きに躊ちゆう躇ちよを覚える。

　それに、昨日お葬式で、きっとまだ落ち着かないよね……。

　その時ちょうど、玄げん関かんから人が現れた。

　弔ちよう問もん客が来ていたらしく、私服だったけれど手には数珠じゆずが握にぎられている。

　その後に一人の女性が続いて出てきた。

　私と折坂くんはとっさに門から一歩離はなれた。

「今日はわざわざありがとうございました」

「いえ。……ではこれで失礼します」

　弔問客とその女性が、門の前で丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしあう。

　弔問客を見送ったあと、その女性がふと私達に気がついた。

　面おもやつれしていたけど、それは遠い記憶の中にある優くんのお母さんに間違いなかった。

　お母さんは少し記憶を探さぐるように、じっと私の顔を見つめてきた。

「優の、お友達だったかしら？」

　そう言って小首を傾かしげる。

　私は慌てて深く頭を下げた。

「あの……ご無沙汰しております！　小学生の時に同じピアノ教室に通っていた、長谷部です」

　早口で名乗ると、お母さんはゆっくりと大きく目を見張った。

　両手で口元を隠かくすように覆おおう。

「長谷部って……まさかリンちゃん!?」

「……はい」

「まあまあ、何処どこかで見たことあると思ったら……大きくなって……」

　感極きわまったようなお母さんの声を聞いて、私は胸がいっぱいになる。

　その後、お母さんの視線が折坂くんの方を向いたので、私はハッと彼を振ふり返った。

「あ、あの、彼は折坂くんといって、生前ちょっとだけ優くんと面識があったらしくて……」

「まぁ、本当に？」

「……はい」

　あながち噓うそではないのだけど、さすがにちょっと後ろ暗かった。

　だからと言ってホントのこと言っても、絶対信じてもらえないだろうし……。

「初めまして、折坂といいます。……優くんが亡くなったと聞いて、お線せん香こうを上げさせてもらいに来ました」

　落ち着いた様子で挨あい拶さつをした折坂くんを見て、お母さんは優くんそっくりの優やさしい笑えみを浮うかべた。

「ありがとう。どうぞ、上がってちょうだい」
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　祭さい壇だんに向かって手を合わせている間、お母さんはお茶を淹いれに台所へと向かった。

　飾かざられた優くんの写真を見て、私の胸は強く締しめ付けられる。

　こちらに向かって微ほほ笑えむその顔は、私の記き憶おくにある優くんとあまり変わっていなくて。

　まだ充じゆう分ぶんに、幼さを残していて。

　……それは小学生で、彼の時が止まってしまったのだということを、暗に物語っていた。

「あの、すみません。お忙いそがしいのに、連れん絡らくもせずに突とつ然ぜん……」

「あら、いいえ。嬉うれしいわ。ありがとう」

　恐きよう縮しゆくする私達にお茶を出しながら、お母さんはにこっと笑みを見せた。

　直後私達二人を眺ながめて、何とも言えない表情になった。

「綾城に入ったのね……」

　制服を見てすぐにわかったのか、お母さんはポツリと呟つぶやく。

「あ、はい。……普ふ通つう科なんですけど」

「ふふ。不思議なものね」

　お母さんの言葉の意味がわからなくて黙だまっていると、お母さんはふっと瞳ひとみを優くんの写真に向けた。

「優ね。綾城の中等科に進学が決まってたの」

「えっ!?」

　私と折坂くんが同時に叫さけぶと、お母さんは写真を見つめたまま頷いた。

「この辺りでは、綾城祭って有名でしょう？……あの子、綾城祭でピアノを弾ひくのが夢だったのよ」

「…………！」

「綾城に合格して、これから…って時だったんだけど。ピアノ教室の帰りに事故に遭あってね……。ちょうどこのぐらいの時間。……暗くなる、少し前だったかな」

　遠い目をして話すお母さんの言葉を聞いて、私は今までわからなかったことが、ストンと腑ふに落ちたような気がした。

　優くんがいつも夕方に現れていたのは……事故に遭った時間、だったのかな……。

　人生を変えた、生と死の狭はざ間まの時間。

　そして、最後に言った『二つの願いが叶かなった』という言葉の意味。

　一つは完成した曲を、私に聴きかせること。

　そしてもう一つがどうしてもわからなかったんだけど……。

　もう一つは、綾城祭でピアノを弾くことだったんだ……。

　優くん、ホントにホントに……ピアノが大好きだったんだね。

　そしてちゃんと、それを叶えたんだね……。

「…………っ」

　涙なみだが溢あふれてきて、私はそっとそれを指で拭ぬぐった。

　それを見たからか、お母さんは逆ににっこりと明るい笑顔を見せた。

「……でもね、私は心配してないの」

「え？」

「だってね、この子……。逝いってしまった時、とっても安らかな顔してたの。こんなに若くて、心残りも未練もいっぱいあったと思うけど……。でもそんなの、全然感じさせないくらい、満足そうな顔をして旅立っていった……」

　そこで初めて、お母さんは目元に涙を光らせた。

「きっと……いい夢を見たんだと思うの。幸せな気持ちのまま旅立ったって信じてるから……私は心配してないの」
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　優くんの家を出た時は、辺りはすっかり暗くなっていた。

　お母さんは門の外まで、私と折坂くんを見送りに出てくれた。

　私達は同時に頭を下げる。

「お邪じや魔ましました」

「……お茶、ご馳ち走そうさまでした」

「いえいえ。嬉しかったわ。優に会いにきてくれてありがとう」

　長い髪かみを耳にかけながら、お母さんは微笑んだ。

　そうしてゆっくりと、私に目を向ける。

「きっと優も喜んでるわ。あの子、リンちゃんのこと大好きだったから」

「…………っ」

　改めてお母さんに言われて優くんの気持ちを痛感した私は、唇くちびるを嚙かみ締めながら深く会え釈しやくをした。

　複雑な気持ちに襲おそわれて、どんな表情をしたらいいのかわからないまま顔を上げる。

　するとお母さんは、スッと一歩前に出た。

「リンちゃん。折坂くん」

「…………はい」

　一人ずつ丁てい寧ねいに名前を呼ばれて、私と折坂くんは戸と惑まどいながら返事をした。

「あなた達は、ちゃんと今を生きてね」

「…………」

「優の分まで…って言ったら重く感じるかもしれないけど。あなた達はあなた達の人生を、思いっきり楽しんで生きてね」

　言葉に詰つまる私達に向かって、お母さんは涙を浮かべながら切なげに微笑んだ。

「……そしてよかったら、時々でいいから優のこと、思い出してあげてね」

　──秋の始まりの、冷えた空気に。

　優くんのお母さんの涙声が滲にじんで、溶とけていった。

　私達は言葉もなく、お母さんの顔を見つめ返す。

　あまりにも深いその言葉は、素す直なおに私の心を貫つらぬいて……。

　そして、自分が今生きていられることの奇き跡せきと有り難がたさを、教えてもらったような気がした。

「────はい」

　同時に折坂くんと頷うなずくと。

　お母さんは最後に、心からの笑顔を見せてくれた。
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「全部……終わったな」

　優くんのお母さんと別れて駅に向かって歩きながら、折坂くんがポツリとそう呟いた。

　私は、横を歩く折坂くんの顔を見上げる。

「………うん」

　頷きながら、胸がチクリと痛んだ。

　全部、終わり。

　優くんの正体がわかって、全すべての謎なぞが解けて……そして優くんは旅立っていった。

　優くんの正体を突つき止める為ために、私と折坂くんは一いつ緒しよに行動してただけで……。

　学祭も終わった今、本当にもう折坂くんとの繫つながりは何も無くなっちゃったな……。

　明日あしたからはまた、『ただのクラスメート』に戻もどる……。

（このままで……いいの？）

　最後に優くんが言ってくれた言葉が、胸に蘇よみがえる。

　明日が来るのは、当たり前じゃない。

　自分と同じような後こう悔かいをしてほしくない…って。

　今までの私なら、絶対に自分から行動なんてしなかったけど……でも、今は違ちがう。

　私は、ちゃんと今を生きてるんだ…って。

「……ねぇ、折坂くん」

　駅の構内に入る手前で、私はピタッと足を止めた。

　折坂くんは不思議そうに私を振ふり返る。

「どした？」

「今から、観覧車乗らない？」

　すぐ側そばに見える大きな観覧車を指差すと、折坂くんはびっくりしたように目を丸くした。

「えっ？」

「前一いつ緒しよに乗ったのは優くんだったし……。時間、ない？」

「いや……別に。大だい丈じよう夫ぶ、だけど」

　困こん惑わくしながら、折坂くんは頭を搔かく。

　あまりにも唐とう突とつな申し出に、面めん食くらったようだった。




　思っていたよりも混こんでいなくて、私達は並ぶことなくすぐに観覧車に乗ることが出来た。

　ゴンドラに乗り込み、向かい合って座る。

　動き出してしばらくは、私達は無言で景色を眺ながめていた。

　前に優くんと乗った時は夕方だったけど、今は眼下には街の明かりが灯ともって見える。

　明かりが灯っても絶景というほどの夜景ではなくて、改めてこの街は田舎いなかなんだな、と私は再確かく認にんした。

　恋れん愛あい経験ゼロで、知識は全部少女漫まん画が。

　こんな告白されてみたいな、なんて恋愛に憧あこがれを抱いだいていたのは、まだほんの少し前のこと。

　その頃ころはただ、私は恋こいに恋してただけだった。

　でもこの短い時間の間に、折坂くんに告白されて返事にすごく悩なやんだり、ユウくんの想おもいを知って想われることの切なさを知ったり……。

　恋って楽しいことだけじゃなくて、辛つらいことや悲しいこともいっぱいあるんだってことを、身をもって学んだ気がした。

　でもそれと同時に、人を想うことの素す晴ばらしさとか、心の強さとかも……二人にいっぱい教えてもらった。

　他ほかでもない優くんと、折坂くん……この二人に。

　───だから、きちんと向き合ってみよう。

　折坂くんに抱き始めた、まだ小さな蕾つぼみみたいなこの淡あわい想いを、ゆっくりと大切に育てていこう……って。

　この時私は、素直にそう思えた。

「……折坂くん。……ありがとね」

　四分の一ほど回ってから、私はポツリと口を開いて折坂くんに向き直った。

　折坂くんはおもむろに、こちらに顔を向ける。

「優くんのことも、委員会のことも、折坂くんがいてくれなかったら、きっと私一人では出来なかったと思うんだ……。だから折坂くんには、スゴく感謝してる」

「…………」

「───ホントに、ありがとう……」

　すると折坂くんは少し顔を赤らめ、スイと私から目を逸そらした。

「別にそんな……礼言われるほどのこと、してねーよ」

「…………」

「ま、確かに。学祭終わってからピアノのこととか周りにすげー聞かれて色々大変ではあったけど」

　溜ため息いき交じりに言う彼を見て、私はクスッと笑う。

　照れ隠かくしがわかりやすくて、そんな折坂くんをいつまでも見ていたいって、思えた。

「……あ、あのね。……それで」

　スカートの上で、私はぎゅっと手を握にぎる。

　胸がドキドキ言い始めて、私は一度ふぅっと息を吐はき出した。

「折坂くんはさっき、全部終わったって言ってたけど……。でも私は、終わりにしたくないって、思ってて」

「…………」

「前みたいに、ほとんど話もしないクラスメートに戻るのは嫌いやだな…って。この一週間折坂くんと一緒にいて、折坂くんのいいところいっぱい見つけて……。もっともっと、一緒にいたい…って思ったの。───だから」

　震ふるえる足元に力を込めながら、勇気を分けて…って、私は優くんに祈いのった。

　最後までちゃんと、自分の気持ち折坂くんに言わなくちゃ……。

「だから……よかったら、これからも……折坂くんの傍そばにいちゃ、ダメかな……」

　ピクッと、折坂くんが身じろぎしたのがわかった。

　寒いはずなのに、緊きん張ちようで一気に身体からだ中から汗あせが吹ふき出る。

『好き』って気持ちは、正直まだわからなかったけど。

　それが今の、私の本当の気持ちだった。

　私はこれからも彼の傍にいて、彼の色んな顔をもっと見てみたい。

　私の知らないところを、もっといっぱい見せてほしい……って。

「……長谷部、さ……」

　不意に折坂くんが口を開き、私は目を上げて彼の顔を見つめた。

　折坂くんは少しだけ、足元に目を伏ふせていた。

「渡わた辺なべと、仲いいじゃん」

「え……うん」

　渡辺とは、亜美のことだ。

　何故なぜここで亜美が出てくるのかと、私はじっと折坂くんの顔に見入った。

「俺、１年の時渡辺と同じクラスでさ。そこにしょっちゅう長谷部が遊びに来てて……。あ、今日もまた来てるって、なんかいつの間にか、目で追っててさ。来ない日は、なんで今日は来ないんだろ…って、待ってる自分がいたんだ」

「…………」

　驚おどろいて、私は思わず息を止めた。

「でも、２年で同じクラスになっても、話す機会もきっかけもなくて、ダラダラと二学期になってさ。……だからあの日、急に教室で話しかけられて、すげーびっくりした」

　あの日のことを、ぼんやりと私は思い返す。

　優くんの告白を、折坂くん本人にされたと勘かん違ちがいして、彼に返事をしようとしてたんだった……。

「ほとんど初めて話すから舞まい上がりそうになってたけど、内容聞いて腰こし抜ぬかしそうになってさ。───告白なんて、した覚えなかったから」

「……うん」

「何も言ってないのに、なんかフラれそうな雰ふん囲い気きで……。だから俺、全力で阻そ止ししたんだ。……まだ自分は何もしてないのに、その前にフラれてたまるか…って」

　そこまで言って折坂くんはカアッと顔を赤らめ、片手で口元を隠して私の顔を見つめてきた。

「……この意味、わかる？」

　よほど恥はずかしいのか、折坂くんの顔がイルミネーションの弱い灯りの下でも真っ赤なのがわかった。

　私は思わずクスクス笑ってしまう。

「……うん。……わかる」

　答えながら頷うなずくと、折坂くんはどこかホッとしたように表情を和やわらげた。

　そうして、ふっとぎこちなく笑う。

「俺も……同じだよ」

「…………！」

「長谷部と同じ、気持ちだよ」
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　それは折坂くんも、私と一いつ緒しよにいたいって思ってくれていることなのだと、私は理解した。

　涙なみだを堪こらえながらにっこりと折坂くんに微ほほ笑えみ返す。

　お互たがいに、好きだなんて言葉は出さなかったけど、今はこれでいいんだと、私はそう思った。

　これが一番、私達らしい。

　優くんが繫つないでくれたこの関係を、私達の歩ほ幅はばで歩いていこう。

　そう決意しながら、私は立ち上がって、そっと折坂くんの横に腰こしを下ろした。

　微かすかにゴンドラが傾かたむき、私達はどちらからともなく視線を絡からませた。

　そうして照れたように額を合わせ、クスクスと笑い合う。

　まだ地上に着かないで、と、心の中で祈りながら。

　私はほんの少し、彼に体を寄り添そわせた。














─　終わり　─












　あとがき




　皆みな様さま、初めまして。秋あき吉よし理り帆ほと申します。この度たびは「昨日のアイツ、今日の君。」をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　この作品は、小説投とう稿こうサイトのエブリスタで開かい催さいされた、角川ビーンズ文庫学園ストーリー賞でありがたくも準大賞を受賞させていただいた作品です。

　この作品を書くにあたって、幽ゆう霊れいや憑ひよう依い体験などのファンタジー要素を扱あつかいましたが、私自身は霊れい感かん的なものは一いつ切さいなく、幽霊を見たことも気配を感じたことすらありません。ですが、友達と集まって話を聞いてみると、割とみんな言葉では説明がつかない、虫の知らせのような不思議な体験をしていたりするんですよね。私も二度ほどそういった経験があり、正直、霊という存在には半信半疑だったりしますが、『強い想おもい』というのは、時には常識の範はん囲いを飛び越こえて相手に届いたりするのかもしれないなぁ…なんて、思ったりもします。

　今回の作品は、そんなことを考えながら、思春期特有の感情の揺ゆれなどに特に気を配って執しつ筆ぴつしました。

　受賞後は嬉うれしくてただ舞まい上がっていたんですけど、いざ打ち合わせが終わって加筆修正の段になると、これがなかなか難しく上手に進めることができなくて、四苦八苦しました。そんな中、担当様に優やさしくご指導いただき、結果納なつ得とくのいく一冊に仕上がったと思っています。読んでくださった皆様の心に、少しでも何か残るものとなっていれば幸いです。

　そしてあとがきのあと、とても短いのですが、鈴すずと折おり坂さかの後日談を折坂目線で載のせておりますので、そちらも楽しんで読んでいただけると嬉しいです。

　最後に、大変お世話になりましたエブリスタ運営様、ビーンズ文庫担当の白浜様、素す敵てきなイラストを物語に添そえてくださった藤ふじ原わらゆか様、そしてこの本を手に取ってくださった貴方あなた様に、最大限の感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。








秋吉理帆　　
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　折坂　孝平。17歳。訳あって、つい先日まで幽ゆう霊れいに取り憑つかれていました。

　詳くわしくはまぁ、割かつ愛あいするけど。

　多分もう二度と経験することないんだろうなってぐらい、濃のう密みつで、人生観さえ変わるような貴重な経験をした。

　正直初めは、とんでもない面めん倒どうごとに巻き込まれたなってぐらいにしか感じてなかったけど、全すべてが解決した瞬しゆん間かんには、何とも言えない達成感とか、爽そう快かい感かんみたいなものに、それは変わっていたように思う。

　長谷部　鈴。

　現クラスメートの彼女を好きになってから、一年余り。と言っても、初めはクラスメートでも何でもなかった。

　好きになった明確な理由も、今では思い出せないけど。ただ、毎日のように友達に会いに俺のクラスに来る彼女を、いつしか自然に目で追うようになっていた。

　でも、２年で同じクラスになってからも全然話しかけることなんかできなくて、二学期になっても一向に縮まることのない彼女との距きよ離りに、ちょっとヤキモキし始めた……そんな矢先の幽霊騒さわぎだった。

　皮肉なことに、その面倒ごとのおかげで長谷部との距離もぐっと近くなって。

　この度たび、彼女いない歴＝年ねん齢れいに、めでたく終しゆう止し符ふが打たれようとしている。

　とは言っても、正式に付き合おうって話になった訳ではなかったので、今日の放課後、最後の委員会の仕事の時に、初デートに誘さそおうって心に決めていた。

　──んだけど。

「……何やってんの？」

　授業が終わって一いつ旦たんトイレに行っていた俺は、教室に戻もどった瞬間目に飛び込んできた光景に、一瞬啞あ然ぜんとなった。

　人がほとんどいなくなった教室の隅すみ。

　長谷部と向かい合うようにして、三浦が座っていたからだ。しかもどうやら、仕事を手伝っているらしい。

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいて立ち尽つくしている俺を、三浦は腹が立つぐらい屈くつ託たくない笑え顔がおで見上げた。

「委員の仕事、手伝ってる」

「は？　なんで」

「いや、元々俺が委員に当たってたのに、部活優先して長谷部と折坂に全部押し付けちゃったからさ。最後ぐらいは手伝おうかなーと思って」

　──はぁ？　ふざけんな。

　自分の都合で全部長谷部に仕事押し付けといて、最後は自己満足でいいとこどりする気かよ。

　……と、喉のど元もとまで出かかっている言葉を、俺はぐっと飲み込んだ。

　チラッと長谷部に目を向けると、長谷部は困った表情で俺の顔を見ている。俺は小さく溜ため息いきをついた。

　三浦って……悪い奴やつじゃないんだけど、こういうとこあるんだよな。本人は良かれと思ってやってるんだろうけど、絶望的に空気が読めてない。

「……いいよ。俺がやる」

「いや、でも……。折坂にも迷めい惑わくかけたし」

「やりたいんだよ。一回関かかわったことは、ちゃんと最後までやりたい」

　ピシャッと強い口調で言うと、三浦は躊躇ためらいながら「じゃあ……」と言って席を立った。

　教室を出ていく三浦の後ろ姿を見送った後で、俺は再び溜息をつきながらさっきまで三浦が座っていた席に腰を下ろした。

　いつの間にか教室には、俺と長谷部の二人だけになってしまっていた。

「勝手だよな、アイツ」

　最後に残った仕事は、学祭での模も擬ぎ店での売り上げをクラスの人数分に配分すること。

　作業をしながらボソッと呟くと、長谷部は小さな苦く笑しようを見せた。

「三浦くんなりの罪つみ滅ほろぼしなんじゃない？　言われた時はちょっとびっくりしたけど」

「断ればよかったじゃん、俺とやるから別にいいって」

「んー、でも……。厚こう意いで言ってくれてるんだと思ったら、断り切れなくて……」

　俺の不ふ機き嫌げんが伝わるのか、長谷部は少し困ったように目を伏ふせながら作業を続けた。

　その様子を見て、ああまたやってしまった……と、俺は軽い後こう悔かいを覚える。

　男とばっかつるんでるせいか、女子との接し方みたいなのが未いまだによくわからなくて、つい乱暴な言葉使って多分何度も長谷部に嫌いやな思いさせてたと思うんだけど。

　俺は作業の手を止めて、ふと数日前のことを思い返した。

『ユウ』の存在を知った時、正直俺は物もの凄すごく複雑な気持ちだった。

　自分以外に、長谷部を好きな奴がいる。でももう、この世にはいなくて（と、その時は思い込んでいた）実態も見えなかったから、焦あせるみたいなそんな気持ちはなかったけど。

　……でも、死んでからも長谷部に会いに来た想おもいの深さとか、俺とは真反対の王子様イメージを長谷部から聞いて。

　もし生きてる相手だったら、絶対に敵かなわなかったんだろうな……って思ってた。

　だから観覧車で長谷部にあんな風に言われた時は心底驚おどろいたし、ぶっちゃけすぐには信じられなかった。……てゆーか、正直まだ半信半疑というか。

　なんで長谷部にそんな風に思ってもらえたのか、俺自身よくわかってねーんだよな……。

「でも……折坂くんらしいね」

　考え事をしていた俺は、長谷部の声でハッと我に返る。「え？」と聞き返すと、長谷部はにこっと微ほほ笑えんだ。

「一回関わったことはちゃんと最後までやりたいって……。優くんの時もなんだかんだ言って、最後までちゃんと付き合ってくれたもんね」

　意表を衝つかれてじっと長谷部の顔を見返すと、長谷部は恥はずかしそうに俯うつむいてしまった。

　その表情を見て……ああ俺は、少しは自分に自信を持ってもいいのかなって。

　頰ほおを赤くしている長谷部の顔を見て、ちょっとだけ、そう思えた。

　長谷部は多分この二週間俺の傍そばで、ありのままの俺を見て、もっと一いつ緒しよにいたいって思ってくれたんだと思うから……。

「──あのさ、長谷部」

「ん？」

　くりっとした目で見つめ返され、俺の胸はドキドキと早はや鐘がねを打ち始める。

　ガンバレ、ガンバレ、ガンバレ、俺。

「あの、さ。……次の休み、もしよかったら……一緒にどっか行かねぇ？」

　その瞬間、長谷部の大きな瞳ひとみが、更さらに大きく真ん丸になった。驚いているのか、意味がわかっていないのか、無言で惚ほうけたように俺の顔に見入っている。

　あまりの間まの長さに、一瞬不安がよぎった、その時。

「……それって……デート？」

　探さぐるように、窺うかがうように、小さな声で長谷部がそう聞き返してきた。

　息を止めながら、俺は大きく頷うなずく。

「うん」

　力強く返事すると、長谷部の顔がふわっと花が開くみたいにほころんだ。

　ものすごく嬉うれしそうな、満面の笑みになる。

「……うん。行く」

　それを聞いて、硬かたく強こわ張ばっていた体から、ゆっくりと力が抜ぬけていくのがわかった。

　ホッとしたのと同時に、じわじわと胸に温かい感情が広がっていく。

　初デートのその日、改めて長谷部に、ちゃんと「好きだ」って伝えよう。

　素す直なおな気持ちを伝えて、ちゃんと付き合ってくださいって言おう……って。

　長谷部の笑顔を見つめながら、俺はそう、心に誓ちかった。





─　終わり　─
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